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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　はいむらきよたか
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第一話　焱ほのおの妖よう精せい

















　　クイズです♪　クイズです♪

　　ギリシャ神話のヘラクレスは十二の難なん行ぎようを

　　果たしたことで有名ですが、ではそもそも

　　なぜ難行への挑ちよう戦せんを決めたのでしょうか？




　　　Ａ☆子こ供どもを亡なくしたから。

　　　Ｂ☆嫌きらわれ者だったから。

　　　Ｃ☆神様を恨うらんでたから。












　　　　Ⅰ




「さ──ぁ♪　答えはどれだと思いますかしら♪　乙ツバメさん、雛ヒビナさん？」

　少女Ａの呼よびかけ──通りに面したカフェ。

　同席＝少女Ｂ＋Ｃ──反はん応のうなし。

「はー……超ちよう良い天気。超ばっくれてー」

　少女Ｂ＝乙ツバメ──鮮せん烈れつな蒼い眼スカイ・ブルー／鋭えい角かく的ツインテール／すらりとした脚あし／青いスカート／ニーソックス／エナメル靴ぐつ。行ぎよう儀ぎ悪わるく足を組み、春の青空を仰あおぐ〝理由無き反はん抗こう〟態たい勢せい。

　その可か憐れんな唇くちびるに、棒ぼう付つき球体菓が子し＝ロリポップをワイルドにくわえ、ガリガリ齧かじる。

「…………」

　少女Ｃ＝雛ヒビナ──淡あわい琥珀の目アンバー・ライト／金色のショートヘア／黄のリボンタイ／細い脚／芥子からし色のスカート／ストッキング／エナメル靴。小さな肩かたをすくめて自じ己こ閉へい鎖さ中ちゆう──ヘッドホン＆腰こしに旧きゆう式しきアイポッド＝リヒャルト・シュトラウス作曲『悪ふざけ野郎テイル・オイレンシユピーゲル』＝大音量。

《あ・な・た・た・ち》

　少女Ａ＝地声から無線通信ウイスパーへ──半はん眼がん／手が腰に。

　ゴトリと音を立て、九ミリ拳けん銃じゆうがテーブル上に出しゆつ現げん。

《脳のうミソぶちまけたいですかしら？》

「Ｂっす」「Ｃです」

　乙ツバメ＋雛ヒビナ──即そく答とう／宙ちゆうを漂ただよっていた目が回れ右して少女Ａへ。

「よろしい」

　少女Ａの微び笑しよう＝優やさしげ／拳銃は魔ま法ほうのように一いつ瞬しゆんで腰ポシェットに収しゆう納のう。

「……なんか鳳アゲハのやつマジでスイッチ入れてね？」乙ツバメ──呆あきれ顔／雛ヒビナにひそひそと。

「警けい察さつ呼よんだ方が良いかもぉ」雛ヒビナ──真顔／ヘッドホンを外さず読どく唇しん術じゆつで会話。

「お二人とも。今日は特別な日なのですわ。しゃんとなさい」

　少女Ａ＝鳳アゲハ──気品に満ちた深紫の瞳デイープ・パープル＝左目にザックリ走った海かい賊ぞく傷きず。

　艶つやめくロングヘア×ウェーブ／ふんわり袖そでのシャツ／紫むらさきのリボンベルト／紫のピンストライプのタイ／長い脚／上品なタイツ／黒靴＝全すべて小隊の制せい服ふく。

「お待たせいたしました」

　若わかいウェイター──運んできた飲み物をテーブルへ。

　鳳アゲハ＝アールグレイ。「タバスコを頂いただけますかしら？」

　乙ツバメ＝ホットココア。「オレ、砂さ糖とう足んない。砂糖もっとちょーだい」

　雛ヒビナ＝レモンソーダ。「ボク、レモン欲ほしい。十個こくらい欲しい」

　気け圧おされて応おうじるウェイター＝各調味料を運うん搬ぱん──三人の手が素す早ばやく伸のびる。

「ちょっと乙さんたら、入れすぎですわ」

　鳳──紅こう茶ちやに降ふり注がれるタバスコ。

「鳳にだきゃぁ言われたくねーっす」

　乙──シュガースティック６ｇ×８＝同時投入。

「……………」

　雛──ミニカップ入りレモン汁じる×12を開かい封ふう／投入／開封／投入。

　たじろぐウェイターを完全無む視し──傍ぼう若じやく無ぶ人じんにカップを持つ三人。

　鳳＝極ごく辛から党とう。赤い油が浮ういた凶きよう悪あくな液えき体たいを上品に一口／可憐に微笑。

「ああ、体が温まりますこと」

　乙＝極ごく甘あま党とう。ココア：砂糖＝ほぼ１：１／ゲル化現げん象しよう／生コンクリートそっくり。ロリポップをくわえたまま、ココア味のするドロドロの砂糖をシャーベットのように摂せつ取しゆ。

　雛＝酸さん味み党とう。几き帳ちよう面めんに唇くちびる中央にくわえたストロー／歯が溶とけて無くなってしまいそうな炭たん酸さん風味のレモン汁を、吸入チユー／嚥下ゴクリ／吸入チユー／嚥下ゴクリ＝無む表ひよう情じよう──忘ぼう我がの境きよう地ち。

「うぷっ」よろめくウェイター──退たい散さん。

「てか、クイズの答えはどれよ？」

　乙──ロリポップを齧りながら。

「あら、気になりますの？」

　鳳──やたらと嬉うれしそうな顔。

「気にしないもん」雛──レモン汁の空から容よう器きでピラミッド建けん設せつ完かん了りよう。「だってＣだから」

「そ・れ・は♪」

　ぱちりとケースの蓋ふたを閉しめる鳳。

《妖精スプライトたちへ》

　ふいに副官からの声なき無線通信ウイスパー。

　三人の顎がつ骨こつに移い植しよくされた通信器＝誰だれにも聞こえない電子のささやきウイスパー。

《第二態たい勢せいへ移い行こう。先取攻こう勢せいによる要よう撃げき準じゆん備び！》

《了りよう解かい、ニナさん。ただちに要撃準備を整えますわ》

　鳳の応おう答とう──起立／二人を見る／浮うき浮きと。

「と・いうわけで♪　お仕事が終わりましたら、お教えいたしますわね♪」

「だりー」「Ｃだもん」

　乙＋雛──起立。

「さ、お二人とも、いらっしゃい。あたくしが、おまじないをして差し上げますわ」




　ミリオポリス第二十三区リーズイング──通りを挟はさんだカフェの向かい。

　真新しい教会＝アウグスティヌス派は参事会──その一階、司祭室。

「無理な相談だ、ニナ」

　初老の男──司祭服／見事な白はく髪はつ／灰はい色の目／深い皺しわ／厳げん冬とうに佇たつ老オークの樹きの風ふ情ぜい＝揺ゆるぎなく／動じない。

「知っての通り、この街ミリオポリスには十八の宗しゆう教きよう、四十二の宗派が混こん在ざいしている。互たがいの無む理り解かいが争いを呼よばぬよう、代表者を招まねき、会合を開く。それを我わがカトリック教会が主しゆ催さいするときに限かぎって中止するわけにはいかない」

「平和的な対話それ自体を憎にくむ者がいるのも事実です、トマス・バロウ神父様。そうした者たちがカトリック教会の主催日を狙ねらって襲しゆう撃げきを計画した情じよう報ほうがあるということも」

　女──純じゆん白ぱくのスーツ／短い黒くろ髪かみ／漆しつ黒こくの眸め＝酷こつ寒かんの夜のように硬こう質しつ／冴さえ冴えとした肌はだ／凜りんとした美び貌ぼう──トルコ系けい。

「会合の全員が見テえロぬリ恐ズ怖ムと戦っている。退しりぞけない理由を数えればきりがない」

「しかし敵てきが赦ゆるす理由にはなりません。特に、かつて兵器開発局の技ぎ術じゆつ顧こ問もんだった、あなたを赦す理由には……バロウ神父様」

「私は一いつ介かいの神父に過すぎないよ、ニナ。心配せずとも警察が二十人規き模ぼで警けい備びにあたってくれている。それとも君の狙いは、私にＭＳＳの出動を要よう請せいさせることかね？」

「そのような事じ態たいに陥おちいらぬよう、ここの警けい官かんが本来の役目を全まつとうすることを祈いのります」

「皮肉はよしたまえ。君も彼らも治安を守る者同士だ」

　バロウ神父──窓まど辺べへ／向かいのカフェを見る──溜ため息いき。

「彼女たちを配置するとは……。君の上官であるヘルガは危き機きを好機に変える名人だ」

　ニナ──無言／氷ひよう像ぞうのように直立不動。

　バロウ神父は戸口へ──呼よび鈴りん。「冬真トウマ」

　黒い学童服の少年が入ってくる──柔やわらかな金髪／白い頰ほお／碧あおい睛ひとみ／まだ立ち上がったばかりの子こ鹿じかの風情。

「お呼びでしょうか？」

「あのカフェにいる三人のお嬢じようさん方と、こちらのニナを、客間に招まねいて、カフェを振ふる舞まって欲ほしい」

「はい、神父様」少年の退たい出しゆつ──小走り。

　ニナが一歩前へ──氷のように凜として。

「我われ々われＭＳＳの情報が信じられませんか？」

「いいや。君たちは情報のエキスパートだ。そして私はこの会合を、君たち公安局の政せい治じ的踏ふみ台にさせるわけにはいかない。重要な情報は警察に。私は会合に出ねばならない」

「私も同席させて頂いただけますか？」

「それは困こまる。みな君に心を奪うばわれ、誰も私の話を聞かなくなってしまうからね」

　バロウ神父の微び笑しよう──やんわりと。

　無表情のニナ──冷たい剣つるぎのように美しい面おも立だち。

「冬真の淹いれるカフェは美う味まい。君も味わってから帰るといい」

　廊ろう下かを歩み去るバロウ神父──物もの腰ごし柔やわらか／態たい度どは大らか／それでいて説得に倒たおれない根深い何か。

　見送るニナ──黒ダイヤのような眸＝硬質な意い志し──その手に携けい帯たい電話。

「この国オーストリアの宗しゆう教きよう者しやは、もはや政治家以上に政治的です……神父様」

　低い呟つぶやきとともに電話の緊きん急きゆう回線をオンに──指令＝切るような鋭するどさ。

「妖精スプライトたちへ。第二態勢へ移行。先取攻勢による要撃準備！」




「いない」少年──冬真＝困った顔。

　通りの向こうのカフェ──無人のテーブル。

　ゴミの山＝空のタバスコ瓶びん・砂さ糖とう袋ぶくろ・レモン汁じるの容よう器き──入れ違ちがい。

「どういうお客様なんだろう」

　首を傾かしげながら教会へ戻もどる──玄げん関かんの横手に三人の警官たち。

　大声で談だん笑しよう──全員の手に煙草たばこ。

　そちらへ歩み寄よる冬真。

「ここは禁きん煙えんです。喫きつ煙えん所じよ以外でのお煙草はお控ひかえ下さい」

　警官たちの沈ちん黙もく──にわかに爆ばく笑しよう。

「そいつはどこの宗教用語ですかね、教会のお使いさんよ」「聞いた感じじゃ日本語ヤバニシエのようだぜ」「オーストリア流のドイツ語じゃないのは確たしかだな」

　たじろぐ冬真──かっと頰が紅こう潮ちようする／なけなしの怒いかりを込こめて。

「宗しゆう派はによっては喫煙を禁じている方もおりますので」

「宗しゆう旨し替がえするよう言ってやんな」

　警官の一人が冬真に顔を近づけ、いきなり煙けむりを吹ふきかけた。

　目・鼻に強きよう烈れつな刺し激げき──驚おどろきと屈くつ辱じよくに思わず後ずさる。

「な、何をするんですか……！」

　さらに迫せまってくる警官──据すわった目／睥へい睨げい／ドスの利きいた尋じん問もん口調──暴ぼう力りよくの風ふう圧あつ。

「おい、お前らが誰に守ってもらってるか言ってみろ」

　冬真──絶ぜつ句く／立ちすくむ。

「俺おれたちだ。ここは俺たちの管かん轄かつだ。坊ぼうさんの見習いになめた説教をされる筋すじ合あいがどこにあるってんだ？」

「一本めぐんでやるから帰んな、稚ち児ごさん」

　別の警官が火のついた吸すい殻がらを指で弾はじく──冬真の胸むな元もとに当たって火花が舞った。

　慌あわてて顔を背そむけた途と端たん、容よう赦しやのない笑い声が起こった。

　棍こん棒ぼうのように心を叩たたき折おる響ひびき──落ちた吸い殻を見つめたまま動けなくなる冬真。

　ふいに小さな黒くろ靴ぐつが現あらわれ、吸い殻を踏んで火を消した。

「下品で醜しゆう悪あくな臭においですこと」

　笑いが急停止──反はん射しや的に目を上げる冬真。

　腕うでを組んで立つ、一人の少女。

　深紫の瞳デイープ・パープル──左目の海かい賊ぞく傷きず＝異い様ような迫はく力りよく──微笑ほほえみ＝芯しんから上品に。

「ダイオキシンなど二百種類以上の有害物ぶつ質しつをふくむ煙草の煙は、喫煙しない第三者に最も強く被ひ害がいを及およぼします。すなわち副ふく流りゆう煙えんによる受動喫煙」

　ぽかんとなる冬真＋警官たち。

　少女が続ける──完かん璧ぺきなオーストリア流ドイツ語発音。

「煙草はあらゆる癌クレプス、肺気腫ルンゲンアウフブルング、気管支炎ブロンヒテイス、ぜんそくアスマ、胃潰瘍マーゲンゲシユヴアール、心筋梗塞ヘルツインフアルクト、脳卒中ゲヒルンシユラク、脳出血ゲヒルンブルートウング、糖尿病ツツカークランクハイト、口臭ムントゲリユーヒ、難産アイネゲブーアトシユヴエレ、カリエスクノツヘンフラースなど多くの病びよう疫えきをもたらし、また七百度にもなるその火は全世界の火事の原げん因いんのトップ。万一この文化施し設せつで火か災さいを起こせば、被ひ害がい額がくはあなたの一生が十回あっても足りませんわ」

　一いつ拍ぱくの間──少女が警けい官かんたちを見み渡わたす。

「ドイツ語は通じますかしら。薄うす汚ぎたない警察用語を使わなければなりませんの？」

　冬真に迫せまっていた警官──怒ど気きを込めて少女に近づく。

「それくらいにしておきな」

　半歩下がる少女──鼻に手を当てながら。

「なんて口こう臭しゆう。もう少し離はなれて下さいませんこと？」

　目を剝むく警官──意に介かいさぬ少女＝冬真へ微笑みかける。

「あなた、もしかしてカフェで、あたくしたちを探さがしていらっしゃった？」

「あの、僕ぼく……」

　返答につまる冬真──身を乗り出す警官。

「このガキ──」

　そのとき、けたたましい音が二人の声を搔かき消した。

　車のブレーキ音──タイヤの擦さつ過か音おん＝複ふく数すう。

　ふいに少女の身が沈しずんだ。

　翻ひるがえるスカート──長い脚あしが突とつ風ぷうのように警官の膝ひざを蹴けった。

　ものの見事に転てん倒とうする警官──ぎょっとなる冬真。

　通りに急停止した三台のバン＝その窓まどから突つき出される、幾いくつもの自動小しよう銃じゆう。

　閃せん光こう／轟ごう音おん──立て続け。

　弾だん丸がんの飛来──警官の上半身があった空間──教会の壁かべに、横よこ殴なぐりの弾だん痕こん×６。

　粉ふん塵じん／火花／鉄が焦こげる猛もう烈れつな異い臭しゆう──辺りが明るむ／目がくらむ／空気が震ふるえる。

　ほんの一いつ瞬しゆんの間に、世界の全すべてが塗ぬり替かえられる。

「なにが──」

　起こったか分からぬ冬真の胸ぐらを、少女の手がつかんだ。

　そのまま引き倒たおされる──信じがたい握あく力りよく・腕わん力りよく。

　すぐそばを空気を裂さいて何かが通り過すぎる──恐きよう怖ふが後から来る。

　少女とともに教会の玄関へ滑すべり込まされる──機き敏びんな退たい避ひ。

「あっ……」

　吸い殻を放ほうった警官──呆ぼう然ぜん──被弾＝胸むね・腹はら・脚。

　血ち煙けむりが舞まい、衣服が弾丸の熱で燃もえ、声もなく倒れた。

「こちらへ、早く！」

　少女の叫さけび──もう一人の警官が玄関へ転がり込む。

　少女に蹴られた警官が必死に地面を這はう──絶ぜつ叫きよう／金切り声。

「テ、テ、テロだぁ──っ！」




　　　　Ⅱ




　ミリオポリス第二十二区ドナウシユタツト──未来的建けん築ちく物ぶつの群むれ〈UNO-CITY〉＝国連都市。

　その中ちゆう核かくたる国連ビル──十階フロア。

　パーティ──二千五年にノーベル平和賞を受賞した国際原子力機関ＩＡＥＡの懇こん親しん会かい。

　二千十六年現げん在ざいの主しゆ眼がん。「核の平和利用、核兵器の拡かく散さん阻そ止し、石油使用と二に酸さん化か炭たん素そ増ぞう加か＝ハリケーン発生＝全地球規き模ぼの災害」

　どれも石油輸出国機構ＯＰＥＣには目の上のこぶ。

「相変わらずウィーン州は社会党の牙が城じようだ。次の選挙では何としても切り崩くずさねばならんぞ、エゴン局長」

　男──巨きよ漢かん／閣かく僚りようのバッジ／三さん白ぱく眼がん／むくんだ頰ほお／分ぶ厚あつい手にグラス＝蜂はち蜜みつ色のブランデー──人相の悪いヒグマの威い圧あつ感。

「閣下の国民党とともにドイツ系けい住民の票を狙ねらえば可か能のうかと。ゴットフリート内ない務む大臣」

　男──瘦そう軀く／黒ずくめのスーツ／細長い指にグラス＝血のような赤ワイン。眼鏡めがねの奥おくで光る神しん経けい過か敏びん気味の目＝獰どう猛もうな知ち性せい・静かな凶きよう暴ぼう性せい──人間大の黒いカマキリの雰ふん囲い気き。

「特に、こと治安に関しては、この街がまだウィーンと呼よばれていた頃ころから我わが未来党に実じつ績せきがありますからな」

「あら、それはどのような実績ですのエゴン局長どの？」

　歩み来る女性──優ゆう雅がな足取り／愛くるしい小顔／アップにした金きん髪ぱつ／ぱっちりとした目＝藍あい色の虹こう彩さい／小こ柄がらだがバラの花のような存そん在ざい感。

　襟えりぐり深く、背せ中なかが大きく開いた朱しゆ色のドレス／肩かたに羽は織おったストールで肌はだを隠かくす──ほっそりした手にグラス＝宝ほう石せきのようなピンクのシェリー酒。

　向き直るエゴン局長＝きびきびと。

「我が〈憲法擁護テロ対策局ＢＶＴ〉の定てい評ひようある最さい適てき部隊配置によって、多数の無む駄だな警官をリストラした実績だよ、ＭＳＳ長官ヘルガくん」

　女性＝ヘルガ──愛あい嬌きようをふくんだ憂ゆう愁しゆうの目。

「リストラという名の人種差別で優ゆう秀しゆうな人材を多数失いましたわ。トルコ系やスロヴェニア系であるというだけで職しよく場ばを追われた彼らは、なおも誇ほこりを失わず、多くが特とく殊しゆ部隊に再さい雇こ用ようされ、治安に貢こう献けんしています」

「いやいやいや、決して人種差別ではない。警けい備び費ひ用ようの削さく減げんは首相も賛さん同どうしている」

　ゴットフリート内務大臣──巨きよ体たいをそわそわさせて周囲を見る。

　パーティには各国の大使が多数列席＝人種差別的発言は即そく座ざに世界的ニュースと化す。

　エゴン局長──しかし周囲を意に介かいさず。

「やつらは最適な部隊に適合しない連中だった。それ以外に理由はない」

　ヘルガ＝慎つつましげな花のように。

「ドイツ系住民が集中する地ち域いきばかり警備を強化し、他民族系の地域には暴ぼう動どう鎮ちん圧あつ部隊や情じよう報ほう機関を配置……まるで外国人は全すべて、暴動やテロを起こす可能性があるとでも言うようですのね」

「その可能性は否ひ定ていできない」

　あっさり断だん言げんするエゴン局長──ぎょっとなるゴットフリート。

「あら、未来党のドイツ民族至し上じよう主義を、国連ビルでおおやけに発言なさるの？」

「自国の治安は自国人によってのみ行われるべきだ。外国人の警官などぞっとする」

「外国人は排はい斥せきすべきとおっしゃる？」

　愛らしく首を傾かしげるヘルガ──声こわ高だかに。周囲の客が眉まゆをひそめて振ふり返る。

「ややや、むろん我わが国もＥＵに従したがい二重国こく籍せきを認みとめているとも」

　ゴットフリートが慌あわててフォロー／エゴンを睨にらむ。

　しぶしぶ論ろん旨しを変へん更こうするエゴン。

「君が主しゆ張ちようする全域警備思想など夢ゆめのまた夢だ。都市の全てを守れるだけの予算を要求すれば、他局を圧あつ迫ぱくし、軍国主義的だという批ひ判はんにあう」

　ヘルガ──その言葉を待っていたかのような微び笑しよう。

「予算は今のままで十分ですわ。我われ々われの信条モツトーは要撃──すなわち待ち伏ぶせ。優すぐれた情報収しゆう集しゆう力りよくで敵てきの攻こう撃げきポイントを事前につかみ、人員を配置。相手が銃じゆう火かを上げると同時に、圧あつ倒とう的火力と機動力で制せい圧あつ。それが都市治安における最さい善ぜんの戦せん略りやくです」

　エゴン＝不ふ快かいそうに。

「だが憲けん兵ぺいや特殊部隊がいる。なぜ君ら〈公安高機動隊ＭＳＳ〉なのだ」

　ヘルガ＝残念そうに。

「彼らは全域警備思想に追つい随ずいできません。〈猟兵ヤクト・コマンド〉は紛ふん争そう地帯に派は遣けん、〈特殊憲兵部隊コブラ・ユニツト〉は空港や国連ビルの警備、また〈ミリオポリス憲兵大隊ＭＰＢ〉は日々増ぞう加かする凶きよう悪あく犯はん罪ざいの対たい処しよで手て一いつ杯ぱい……」

「だが問題がある。……聞けば、君の部隊の副官はトルコ系けいだそうだな」

　ぎくっとなるゴットフリート。「エ、エゴン局長……！」

　ヘルガ──平然と。

「それが何か？」

「人種を問わない部隊編へん成せいなど爆ばく弾だんと同じだ。治安は純粋な組織によって保たもつべきだ」

「純じゆん粋すいな組そ織しき？　それは過か去こに巨きよ大だいな災わざわいをもたらした、あの集団のようにかしら？」

　エゴン──握にぎり拳こぶしを敢かん然ぜんと振り上げて。

「我ら未来党はナチスを否定しない。ヒトラーは歴史上ただ一人、ドイツとオーストリアの統とう一いつをなしとげた」

　ゴットフリート──戦せん慄りつ／痙けい攣れんする顔。

「ややや、やめんか局長！　ユユ、ユダヤ系の資し本ほん家かも多数列席しているのだぞ！　国こく際さい問題を起こす気か！」

　向き直るエゴン──にわかに恫どう喝かつ口調になって。

「この国の多数のドイツ民族は、我が未来党の支し持じ者しやなのですぞ、内ない務む大臣閣かつ下か。だからこそ、あなたがた国民党は、我々と連立し、政せい権けんを獲かく得とくした──」

　にわかに着信音──エゴンの声を遮さえぎる。

　ヘルガが携けい帯たい電話を取り出す。「失礼」

　黙だまるエゴン──ほっとするゴットフリート。「パーティ中に無ぶ粋すいだな、ヘルガくん。マナーモードにしておきたまえ」

「御お言こと葉ばですが、治安を司つかさどる者が、万一にも連れん絡らくに支し障しようをきたすことは避さけるべきかと、ゴットフリート内務大臣閣下」

　携帯電話を耳に当てるヘルガ。

「私よ、ニナ……ええ、情報通りね」

　新たな着信音──ＢＶＴ局長エゴンの懐ふところ。

　さらに着信音──内務大臣ゴットフリート。

　フロア中で着信音──警察本部長／国連ビル治安担たん当とう／各党党員／各国大使。

　土ど砂しや降ぶりのような音──不ふ吉きつな音おん響きよう／ざわつくフロア。

　みな啞あ然ぜんと顔を見合わせ、示しめし合わせたように、一いつ斉せいに慌てて電話に出た。

　ゴットフリート──電話に出るなり顔面蒼そう白はくに／巨体が弾はじけんばかりの狼ろう狽ばい。

「し、し、宗しゆう教きよう連絡会議に襲しゆう撃げきだと⁉」

　ヘルガ──突とつ然ぜんの連絡に慌てふためく国家公務員たちを悠ゆう然ぜんと見み渡わたしながら。

「ＭＳＳがつかんでいた情じよう報ほう通りですわ。もしこれだけの列席者がいる最中に、宗教的要人が被ひ害がいを受けたとなれば、国際問題にもなりかねません」

「た……たたた、ただちに〈特殊憲兵部隊コブラ・ユニツト〉に守らせろエゴン局長！」

　ゴットフリートが口の端はしに泡あわを吹ふきながら指令。だが、携帯電話を耳に当てたまま歯を軋きしらせるエゴン──ヘルガを睨にらみながら、かぶりを振る。

「間に合いません……」

　呆ぼう然ぜんとなるゴットフリート──ヘルガ＝ささやき。

「警けい備び担当は暴ぼう動どう鎮ちん圧あつ用の装そう備びしかない警官たち。しかも現げん場ばは憲けん兵ぺい大隊の本部から最も遠い地区。ですが……ＭＳＳの人員でしたら既すでに配置済ずみですわ」

「そ、そ、その者たちに、大だい至し急きゆう、要人保ほ護ごを命じろ！」

「内務大臣！　ＢＶＴの管かん轄かつですぞ！」怒いかりで青くなるエゴン。

「死者が出れば私の首が飛ぶ‼」

　ゴットフリートの絶ぜつ叫きよう──怯おびえたヒグマの吠ほえ声。

　エゴンの絶ぜつ句く──振ふり上げた腕うでの下ろしどころを失くしたカマキリの怒り。

「情報だけを持ち、それを上じよう層そう部ぶへ報告するすべも、独どく自じに対たい抗こうするすべもなく、籠かごの中の鳥のようだった私どもＭＳＳの苦しみが御ご理り解かい頂いただけましたかしら、エゴン局長？」

　ヘルガの微び笑しよう──気品に溢あふれて／携帯電話へゴーサイン。

「ニナ、許きよ可かが出たわ」

　応おう答とう──鋭するどく。《では要撃を開始します》

「暖気運転中ウオーミングアツプといったところね。通話は継けい続ぞくして。本当の要撃サプライズはこれからよ、ニナ」




　　　　Ⅲ




　銃じゆう撃げき──嵐あらしのごとく。

　教会玄げん関かん口ぐち──石いし畳だたみ・教会の壁かべに火の雨／通行人たちの悲鳴──広がるパニック。

　車両から降おりて散開する者たち＝完全武ぶ装そう＋スキーマスク。

「ひっ、ひいっ」

　警官二名──玄関の壁かべ際ぎわに縮ちぢこまり、手だけ突つき出し発はつ砲ぽう＝でたらめ。

「それじゃ当たりませんわ、おどきになって」

　少女が前へ──手に九ミリ拳けん銃じゆう／膝ひざ立だち／素す早ばやく壁から半身を出す。

　撃つタタン！・撃つタタン！・撃つタタン！──精せい確かく無む比ひな二点連れん射しや×３。

　三台のバンで悲鳴／銃撃停止──啞然となる冬真＋警官たち。

「あの方を助けます！」

　撃うたれて倒たおれている警官──己おのれの血の池の中で弱々しく身じろいでいる／絶ぜつ望ぼう的な姿すがた。

　冬真が思わず口に出す。「あんなやつ──」

「負ふ傷しよう者しやにあんなやつは存そん在ざいしません！」

　少女──果か断だん／言うそばから飛び出す。

「援えん護ごを！」

　低く低く身を低め疾しつ走そう──敵が銃撃を再さい開かい／少女が走り抜ぬける火線の下・飛び交かう銃じゆう弾だんの狭はざ間ま──心しん臓ぞうが凍こおりつきそうな光景／見守ることさえ恐おそろしい賭かけ。

　慌あわてて撃ちまくる警官たち──一いつ瞬しゆんで命を奪うばう火の応おう酬しゆうのさなか、少女が負傷者の元に辿たどり着く＝その足あし下もとで火花。

　少女が倒れた警官の襟えりをつかむ／引きずる／後ろ向きに戻もどってくる。

　石畳に警官の血の跡あとが伸のびる──もはや機き敏びんに逃にげることさえ出来ぬ状じよう況きよう下か──その小こ柄がらな身からは信じがたい腕わん力りよく・勇ゆう気き・偉い大だいな背せ。

　一方の手に拳銃──精確な応射／危き機きの中を帰ってくる／一歩・また一歩。

　ただ呆然と見守ることしか出来ない冬真の心しん臓ぞうをわしづかみにする恐きよう怖ふ──そして得体の知れない昂こう揚よう。

　そして帰き還かん＝生還。

　少女の手で玄関に引っ張ぱり込こまれた負傷者──か細い息／生せい存ぞん／警官たちの歓かん声せい。

　美しく引き締しまった少女のおもて──息を吞のんで見つめる冬真。

「応急処しよ置ちを！」

　少女の声に従したがう警官たち。はっとなる冬真＝やっと体が動く──思わず手伝う。

　傷きず口ぐちを押おさえる／縛しばる／手に温かな血──命。

　戸口で身み構がまえる少女──銃の弾だん倉そうを交こう換かんする、血に濡ぬれた手。

　冬真の心を打つ、ひどく貴とうとい姿。

「君は、いったい……」冬真＝おずおずと。

　にこっと微び笑しようする少女。

「〈公安高機動隊ＭＳＳ〉要撃小隊所しよ属ぞく──鳳・エウリディーチェ・アウスト」

　可か憐れん──深紫の瞳デイープ・パープルの奥おくで踊おどる、激はげしい光。

　その脳のう裏りで無線通信ウイスパー＝ニナの号令。

《妖精スプライトたちへ！　〈紫火アメテユスト〉、〈青火ザーフイア〉、〈黄火トパス〉、総そう員いん、要撃開始！　敵てき勢せい力りよくの規き模ぼに留りゆう意いし、必要に応じて現げん地ち警けい備び陣じんと連れん携けいしろ！》

《了ヤ解ー！》

　鳳＝素す早ばやく銃を構えて。

《さ──ぁ、乙さん、雛さん！　お仕事ですわよ！》




　教会裏うら手て──礼れい拝はい堂どう。

　同じく三台のバンが殺さつ到とう──銃撃＝警官たちの負ふ傷しよう・逃とう走そう・絶ぜつ叫きよう。

　バンから降おりる武ぶ装そう犯はんたち──自動小銃を構えて裏口へ。

　その頭上から、にわかに高らかな笑い声。

「あっはは！　ドキドキするぅーっ！」

　ひさしから飛び降りる少女＝乙ツバメ──ワイルドに口にくわえたロリポップ。

　全体重をかけた蹴けりが、先頭の武装犯の顔面を直撃──悶もん絶ぜつ・転てん倒とう。

　咄とつ嗟さに何人かが撃つ／乱みだれ交う弾丸／地面を蹴る乙──宙ちゆうを舞まう。

　一いつ瞬しゆんで武装犯たちの背はい後ごに降り立ち、すらりとした脚あしを猛もう然ぜんと振ふり上げる。

「もっとドキドキさせてよ‼」

　蹴り＝ハンマーのごとく振るわれる黒いエナメル靴ぐつ／可憐なかかと／翻ひるがえるスカート／ちらりと覗のぞく水色の下着──とてつもない打撃。

　武装犯たちの被ひ害がい──頭ず蓋がい骨こつ／鎖さ骨こつ／肋ろつ骨こつ／上じよう腕わん骨こつ／大だい腿たい骨こつ。

　脱だつ臼きゆう／陥かん没ぼつ／複ふく雑ざつ骨折／粉ふん砕さい骨折／亀き裂れつ骨折──戦せん闘とう不ふ能のう。
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　教会横手──サイドチャペル側。

　停車中の二台のバンから多数の武装犯たちが現あらわれ、一いつ斉せいに銃撃。

　警官たちを蹴散らし、教会へ殺到──一人がワイヤーに足を取られる。

　セロテープで雨あま樋どいに固定された手しゆ榴りゆう弾だん＝安全ピンが外れる。

　トラップ＝鉄てつ槌ついのごとき爆ばく炎えん──悲鳴とともに吹ふき飛ばされる武装犯。

「なんだ⁉」

「いじめないで！　いじめないで！」

　いきなり少女の泣き声＝雛ヒビナ──側柱の陰かげ。

　両耳にヘッドホン／右手に携けい帯たい電話＆左手に手榴弾──一方を投とう擲てき。

「ボクをいじめないでぇーっ！」

　音を立て跳はねる手榴弾──武装犯たちのパニック。

　爆発──数名が宙を舞った。

　倒れた者がワイヤーを引っ張る＝排はい水すい溝こうに設せつ置ちされた対人地じ雷らいが炸さく裂れつ。

　飛び散る鉄てつ片へん──引き裂さかれる人体。

　大だい混こん乱らん──窓まど・壁かべ・道路・水路・石いし畳だたみ＝十分足らずで二十か所余あまりという不必要なまでの数のトラップを設置。

　自分がいる場所は絶ぜつ対たい安全という芸げい術じゆつ的計算──比ひ類るい無なき自じ己こ完結少女の泣き声。

「ボクをいじめないでよぉ！」

「動くな！　手にした物を置け！」武装犯の一人が雛に銃じゆうを向けて怒ど鳴なる。

「いつもみんな、なんでそんなことしたのってボクに訊きくよね」

　大音量のヘッドホン＝相手の言葉など聞いちゃいない爆ばく弾だん魔まの主しゆ張ちよう。

　その手が、携帯電話のボタンを素早く操そう作さ。

　一いつ瞬しゆんの発信パルス──停車中のバンに仕し掛かけたプラスチック爆薬が炸裂。

　爆風でなぎ倒たおされる全武装犯たち──雛に銃を向けていた武装犯も昏こん倒とう。

　燃もえ上がるバン／一いつ般ぱん車両／街がい路ろ樹じゆ。

　火炎の海を見つめる雛の琥珀の目アンバー・ライト。

「だって……だって夕焼け空に似にてたからだもん」




　教会内──廊ろう下かを走るニナ。

　右手に銃／左手に携帯電話──公会堂のドアを蹴り開く／銃を突つき出す／叫さけぶ。

「バロウ神父様！」

　一か所に身を寄よせている宗しゆう教きよう者しやたち──キリスト教・ユダヤ教・イスラム教・拝火教・ヒンドゥー教・マニ教・仏ぶつ教きよう・神しん道とう・各教派の指し導どう者しやたち／キリスト教だけで十数派。

　その一人＝バロウ神父。「よせ、撃うつな！」

　ニナへの叫びではない。

　カチリと撃げき鉄てつを上げる音──低いがよく通る声。「銃を足あし下もとへ」

　ニナ──冷静に動きを止める／ゆっくりと銃を床ゆかに置く／鋭するどく呟つぶやく。

「やはり、会合の一員が主犯か──」

　男──頭にターバン／浅黒い肌はだ／野生の鷲わしのような威い厳げん＝極きよく限げんまで研とぎ澄すまされ、張はりつめた顔・仕草・気配──銃を構かまえたまま、ニナの銃の刻こく印いんを一いち瞥べつする。

「ＭＳＳ……ミリオポリス公安高機動隊ズイヒヤーハイツシユツツか」

　ニナ＝男を真っ直すぐ見返す／冷ややかに。

「シェネル・シェン──表向きはモスク指導者。裏の顔は過か激げき派は組そ織しきジェマー・イスラミアの系けい譜ふを継つぐ〈戦闘部隊トイフア・ムカテイラ〉の幹かん部ぶ」

　シェネル＝何の表ひよう情じようも浮うかべぬ猛もう禽きんの目。

「ＭＳＳは常つねに情じよう報ほう力りよくに優すぐれ、実行力に不足し、皮肉に長たけている。トルコの美徳を忘わすれて堕だ落らくした女を遣つかわすとは……お前のような女の存そん在ざい自体が、神アツラーと祖そ国こくへの侮ぶ辱じよくだ」

　ニナ──無言／鋭く凍いてついた怒いかり。

　宗教者の一人が前へ出る──同じイスラムの老指導者イマームの嘆なげき。

「よせシェネル……ここは宗教間の対立を取り除のぞくことが出来る、大切な対話の場なのだぞ。それをこのような惨さん劇げきを起こしては、欧おう米べいの戦争主しゆ義ぎ者しやたちの思うつぼではないか。我われ々われは二度とアラブに戦火をもたらしてはならないと……」

「我々はお前たちのたわごとを宗教とは認みとめない。お前たちがもたらすのは堕落と妥だ協きようだけだ」

　シェネル──銃口を老指導者イマームへ。

「戦火は、すでにもたらされている。世界中で。これはその一つに過すぎない」

　ニナの叫び。「撃つなら私を撃て！」

　戸口から飛び出す小こ柄がらな影かげ──鳳＝素す早ばやくシェネルに銃の狙ねらいをつける。

「銃をお捨すてなさい！」

　シェネルが鳳を振ふり返る──刹せつ那な、窓を蹴けり開いて飛び込む疾しつ風ぷう──乙。

「ドキドキしてきたーっ！」

　乙の足がシェネルの胸むねへ──衝しよう撃げき／蹴り飛ばす／手から銃が離はなれる／床を滑すべる。

　着地──すぐさま次の蹴りを入れかけた乙が、たたらを踏ふむ。

　その場の全員が息を吞のむ。

「もとより生き長らえる気はない」

　シェネル──膝ひざ立ち／服の胸むな元もとを開く──胴どうに巻まかれた爆弾の束。

　さらにそのターバンがほどけ、床に落ちた。

　うっ──という呻うめき／悲鳴／おぞける声。

　眉まゆ一つ動かさないニナ・鳳・乙。

　バロウ神父──戦せん慄りつ。「何ということを……」

　シェネルの頭──無毛／額ひたいの後ろ・耳の後ろ・後頭部・大だい脳のう全体が、抉えぐられたようにぽっかりと消失＝人工皮ひ膚ふで傷きずを覆おおっている。

「ここにいる私は遠えん隔かく操作で動く亡なき骸がらに過ぎない。魂たましいは、やどるべき器うつわの裡うちにある」

　脳のない人間＝シェネルが宙を仰あおぐ。

　その口から朗ろう々ろうと放たれる祈いのり──コーラン。





「慈悲あまねく慈悲深きアッラーの御名においてビスミツラーヒル・ラハマーニル・ラヒーム

　　万有の主アッラーにこそ全ての称讃あれアルハムドウ・リツラーヒ・アーラミーン

　　慈悲あまねく慈愛深き御方アツラハマーニル・ラヒーム

　　最後の審判の主宰者マーリキ・ヤウミツデイーン

　　私たちはあなたにのみ仕えイイヤーカ・ナアブドウ・ワ

　　あなたにのみ御助けを請うイイヤーカ・ナスタイーン

　　私たちを正しい道に導きたまえイヒデイナツスイラータル・ムスタキーム」






　シェネルの手が腰こしへ──祈るように／爆薬のスイッチ。

　ニナの号令。「やれ、鳳！」

　銃撃タタン！──精せい確かく無む比ひな二点連れん射しや＝シェネルの口と喉のど笛ぶえに命中。

　延えん髄ずい破は壊かい／動作停止──祈りが途と絶だえる／背せから倒たおれる。

　鳳の無線通信。《雛さん！》

　雛が戸口から現あらわれ、たたっとシェネルの亡骸に走り寄よる。

「こんなの簡かん単たんだもん」無む造ぞう作さにコードを千切る──シェネルの爆薬を解かい除じよ。

「う、撃うった……？」

　戸口で声──冬真。怯おびえた目で鳳を見つめる。

「こ、殺したの……。き、君が……」

　振ふり返る鳳──毅き然ぜんと。

「ええ、そうですわ」

　冬真──絶ぜつ句く。

　ニナ──氷のような冷静さ。

「私が命じた。彼女に責せき任にんはない。容よう赦しやのない一いち撃げきをもって惨さん劇げきを抑よく止しするのが、我々の仕事だ」

「彼の死は私たちにとって既すでに惨劇だ……ニナ」

　バロウ神父──深い皺しわ／亡骸を見つめて。

「おお、シェネル……なぜだ。おお……」

　ひざまずく老指導者イマーム──こぼれ落ちる涙なみだ／血まみれのシェネルの顔を撫なでる。

「我々にとって、事じ態たいはいまだ進行中です。あの男が摘てき出しゆつ手しゆ術じゆつを受けたことは確たしかですが、肝かん心じんの脳のうの行方ゆくえはつかめていません」

「犠ぎ脳のう体たいか……」

　バロウ神父──瞑めい目もく／さらなる悲ひ劇げきに耐たえようとするように。

「眠ねむれる器が、彼の死を契機きつかけに目覚める……」




　　　　Ⅳ




　ミリオポリス第二十七区ヴイーナーヴアルト──古くから〈ウィーンの森〉と呼よばれる森林地帯。

　ドナウ川沿えん岸がんから離はなれた場所に置かれたコンテナ＝念入りに擬ぎ装そうと光学防ぼう壁へきを張はり巡めぐらされた鋼こう板はんが、虹にじ色いろを帯びながらロックを解かい除じよ。

　自動展てん開かい──四方へ幾き何か学がく的な卵たまごのように開く。

　現れたものの目覚め──自じ我がの獲かく得とく。

　わタし──鋼はがねの体／鋼の翼つばさ／鋼の武ぶ器き。

　鋭するどい嘴くちばし／暗あん灰かい色しよくのボディ／尾び翼よくに不思議な刻こく印いん＝『Princip Inc.』。

　無人の操そう縦じゆう席せきに駆かけ巡る意い志しと電子。

　エンジンと燃ねん料りよう／精せい密みつ機械の起動／モーターの回転──それが、わたシ。

　目的・行動・標的・手しゆ段だんが思い出される。

　己おのれの脳＝魂たましいを捧ささげたことが思い出される。

　犠脳＝力無き者が破は壊かいの王となるために。

　操縦訓練も知ち識しきの習得も必要なく、ワたシとこの鋼の体を一体のものとするために。

　さあ、始めよう。この命を全まつとうするために。

　操そう作さ盤ばんの全ランプが点てん灯とう。

　その中央で輝かがやく大きなカプセル──脳／髄ずい液えき／無数の接せつ続ぞくコード。

　唸うなり──ギロチン刃ばのような回転翼が動き出す／重力の鎖くさりを振ふりほどく。

　唸り──祈いのりにも似にて／風を巻まき揚よう力りよくを得る／浮ふ遊ゆう／木々を揺ゆらして森から現れる。

　唸り──機械の目で都市を見る／驚おどろくほど何もかも小さい／低い／哀あわれなほど醜みにくい。

　唸り──歓かん喜き＝咆ほう吼こうを上げて飛ひ翔しよう。

　もう誰だれもワタシを止められない。




「せせせ、戦術ヘリだとぉーっ⁉」

　国連ビル──ゴットフリート内ない務む大臣の絶ぜつ叫きよう。どよめくパーティ客。

　凍こおりつくエゴン局長。「そんなもの、どうやって都市に……！」

「〈カウカソスの大おお鷲わし〉──六百六十六万個このパーツに分ぶん解かいされ、運び込こまれた怪かい物ぶつ」

　ヘルガの声──あくまで穏おだやかに。

「人に火を与あたえた罰ばつで磔はりつけにされたプロメテウスの肝かん臓ぞうを貪むさぼる、神の鳥。その名は既すでにＭＳＳがつかんでいました。宗しゆう教きよう会議所は陽動。真の狙ねらいは恐おそらく──ここ」

　度ど肝ぎもを抜ぬかれてよろめく黒カマキリ＝エゴン。

「こ、国連ビルを爆ばく撃げきする気か……！」

　恐きよう慌こうをきたすヒグマ＝ゴットフリート。

「たたた、対たい抗こう措そ置ちは取っておらんのか‼」

「現げん状じようでは皆かい無む……ですが、これにサインを頂いただけましたら、その措置が可か能のうかと」

　ヘルガ──鮮あざやかな微び笑しよう／薔ば薇らのように。

　差し出されるカード──電子板が展てん開かい。

　文書の出しゆつ現げん＝コピー不可・閲えつ覧らん不可・極ごく秘ひ指令書。

「公安局のマスターサーバー〈[image: バク]バク〉の全使し用よう権けんを、私にお与あたえ下さる指令書です」

「きっ……、貴き様さま！　ヘルガ！」エゴン＝怒いかりで蒼そう白はく。

　ゴットフリートが息を吞のむ──震ふるえる手が伸のびる。

　目に見えぬ糸に操あやつられるように、分ぶ厚あつい指が電子板に近づいてゆく。

　エゴンの絶叫。「内ない務む大臣‼」

　ぎりぎりと歯は軋ぎしりするゴットフリート。「お、お前が、私兵を欲ほつしていることは察していた。それを、むざむざと……この女め狐ぎつねめが！」

　太い親指が電子板に触ふれた。指し紋もん認にん証しよう──データ適てき合ごう／サイン受理／僅わずか二秒。

「お褒ほめにあずかり光栄ですわ、閣かつ下か」

　電子板が畳たたまれ、ヘルガの胸むな元もとに押おし込まれる。

　窓まどを向くヘルガ──ストールが肩かたを滑すべり、一方の手に握にぎられる。

　その背せ・肌はだがあらわに──絶ぜつ句くするゴットフリートとエゴン。

　右肩から左ひだり腰ごしへ走る、雷らい火かのような巨きよ大だいな火傷やけど──その疵きず痕あとを背負うヘルガの顔から微び笑しようが消えた。

　苛か烈れつに都市を見み据すえるヘルガの横顔──真に咲さき誇ほこる薔薇の花のごとく。

　近づきがたく／触れがたく／比くらべるものとてなく──携けい帯たい電話へ唇くちびるを寄よせ、ささやく。

「得るべきものは得たわ、ニナ」

《おめでとうございます、長官》

「これがＭＳＳ初の公式戦よ。準じゆん備びは良いわね」

　そして、にわかに放たれる凄せい烈れつな号令。

「第一態たい勢せいへ移い行こう！　待機中の全接続官コーラスに〈[image: バク]バク〉の独どく占せん使用を通達！　〈転てん送そう塔とう〉のフル稼か働どうを要よう請せい！　〈焱の妖精フオイエル・スプライト〉による要撃を開始する！」




　教会──怯おびえたままの冬真／震ふるえが止まらず膝ひざをつく。

　拳けん銃じゆうをしまう鳳。「あなた、お名前は？」

「え──」びくっとなる。「と……冬真・ヨハン・メンデル……」

「ファーストネームは漢字名キヤラクターですの？」

「う、うん……」

　国連都市ミリオポリスの政せい策さく＝文化委い託たく──戦争や災さい害がいなどで保ほ全ぜん困こん難なんとなった国の文化を他国が維い持じする。日本の漢字名キヤラクターを名乗れば、毎月の保全金＋社会保ほ障しようが支し払はらわれる。

「冬真さん、あなたの誕たん生じよう日びは？」

「な、七月三日……」訳わけも分からず返答。

「蟹かに座ざですのね」

　微笑ほほえむ鳳──ポケットから銀のケースを取り出して開く。

　綺き麗れいに並ならんだ物＝カラフルな絆ばん創そう膏こう＝全すべてに手書きの印。

「さ、お手を。おまじないをして差し上げますわ」

　冬真＝恐おそる恐る手を出す。なぜか逆さからえない。まるで相手が看かん護ご師しか教きよう師しのような気分。

　鳳＝丁てい寧ねいな手つき──冬真の手の甲こうに、それがペタリと貼はられた。

　絆創膏＝バナナの香かおり＝蟹座の印。

「怖こわいときには勇気を、寂さびしいときには優やさしさを、哀かなしいときには喜びを与えてくれる、おまじないですわ」

　にこりと微笑む鳳──銃じゆうを持っていた姿すがたからは想そう像ぞうもつかぬ和やわらぎ。話しているだけで恐れが消え、不思議と体の強こわばりが溶とけてゆく驚おどろき。

　ふと他の二人の少女にも絆創膏おまじないが貼られていることに気づく。

　乙＝ほっぺた＝魚座の印。

　雛＝小さな鼻の頭＝山や羊ぎ座ざの印。

「戦せん術じゆつヘリが都市上空に出しゆつ現げん……！」

　ニナ──携けい帯たい電話を耳に当てたまま、バロウ神父に。

「十中八九、シェネルの脳のうを移い植しよくされた器かと」

「完全自じ律りつ兵器だ……都市の全マスターサーバーが干かん渉しようを試みてもハッキングによる停止は不ふ可か能のうだろう」

　バロウ神父＝哀しく目を伏ふせて。

「ヘルガは……〈[image: バク]バク〉を手に入れる気だね、あの全てを見通す、電子の〈三つ目〉を」

「じきにそうなるかと」

　顔を上げるバロウ神父──静かに鳳のそばに歩み寄る。

「久ひさしいね……お嬢さんフロイライン」

「御ご無ぶ沙さ汰たしておりますわ、神父様」

「本当に……使いこなせるのかね？」

「おめでとうございます、長官」ニナの声──その目が鳳たちへ。

　小さくうなずき返す鳳──目をバロウ神父に戻もどす。

「御ご覧らんに入れますわ、神父様」

　微び笑しよう──手を宙ちゆうへ差し伸のべる。

「転送を開かい封ふう」

　にわかに唸うなり──鳳の手が・足が、獣けものの咆ほう吼こうにも似にた音とともに、エメラルドの幾き何か学がく的な輝かがやきに包まれた。

　驚きよう愕がくする冬真＋宗しゆう教きよう者しやたち──もの悲しい眼まな差ざしのバロウ神父。

　鳳の手足が指先から粒りゆう子し状じように分ぶん解かい──一瞬で新たな姿すがたへ置き換かえられる／機甲化する。

　乙と雛の手足も同じ輝きに満ちる──形状の変へん貌ぼう──ありえない姿へ。

　僅わずか一秒余あまりの変化──完成／起動。

　三人の少女の背に、輝きが生える。

　紫むらさき・青・黄の、大きな大きな──羽。




　　　　Ⅴ




　ミリオポリス第十九区デープリング──市街地──上空。

　猛もう然ぜんと飛来する鋼こう鉄てつの大おお鷲わし＝完全武ぶ装そうの戦術ヘリ。

「来たぞ！」

　叫さけび──報ほう告こくを受けた現げん地ち警けい官かん隊たい＝急ごしらえの布ふ陣じん／ビル屋上に狙そ撃げき陣じん。

　飛び立つ警察ヘリ＝搭とう乗じよう狙撃手が、敵てき尾び翼よくの刻こく印いんをとらえる。

「プリンチップ株式会社Princip Inc.？　どこの企き業ぎようだ？」

「知るか、撃うて撃て！」別の狙撃手の号令。「どこに墜おとそうが構かまわん、どうせここらは外国人どもの住すみ処かだ！」

　一いつ斉せい射しや撃げき──到とう来らいする敵ヘリの装そう甲こうおよび防ぼう弾だんガラスに火花の雨。

　立て続けの銃撃──無む傷きずの敵ヘリ。

　追いすがる警察ヘリ──搭乗狙撃手が敵の操縦席を狙ねらう／呆あつ気けに取られる。

「む……無人⁉」

　敵ヘリの操そう縦じゆう盤ばんが反はん応のう──その嘴くちばし＝ガトリング砲ほうが音を立てて起動。

　にわかに咆吼──ビル屋上が蜂はちの巣に／狙撃陣の壊かい滅めつ／瞬またたく間。

　敵ヘリの急きゆう旋せん回かい──翼つばさで閃ひらめく火＝発射されたミサイル弾──警察ヘリを自動追つい尾び。

　搭乗員の悲鳴／絶ぜつ叫きよう。

　ふいに、幾いく筋すじかの閃せん光こうがミサイル弾を貫いた。

　炸さく裂れつ──炎ほのおから逃にげる警察ヘリ。

　搭乗者の驚おどろき。「なんだあれは⁉」

　にわかに舞まい降おりる紫の輝き──地上数十メートルで柔やわらかにはばたく、巨きよ大だいな羽。

　翻ひるがえるロングヘア×ウェーブ／勇ましく見開かれた深紫の瞳デイープ・パープル＝その左目の海かい賊ぞく傷きず。

　淡あわい紫の光こう沢たくを放つ、滑なめらかなフォルムの鋼鉄の手足。

　その右手に、非ひ常じよう識しきなサイズの特大兵器＝発射されたミサイル弾を精せい確かく無む比ひな掃そう射しやで撃げき墜ついした──十二・七ミリ超ちよう伝でん導どう式重じゆう機き関かん銃じゆう。

「ＭＳＳ要撃小隊《焱の妖精フオイエル・スプライト》っ！　初・公・式・出撃っ♪　ですわぁ──っ‼」

　鳳──歓かん声せい＝高らかに／歌うように。

　身長よりでかい機銃を軽々と掲かかげ／構かまえ／狙ねらう。

　掃射──閃ダダ光ダ！・閃ダダ光ダ！・閃ダダ光ダ！・閃ダダ光ダ！・閃ダダ光ダ！。

　たちまち火花まみれになる敵ヘリ──衝しよう撃げき／炎えん熱ねつ。

　その防弾ガラス・ボディ装甲・翼・尾翼に、亀き裂れつ／黒い染しみのように広がる弾だん痕こん。

　敵ヘリの旋回──退たい避ひ／反撃。

　ガトリング砲が咆吼を上げて負けじと弾丸をばらまく。

　すかさず左へ右へ舞う紫の輝き。

　揚よう力りよくと高度な平行移動ホバリングに優すぐれた幅はば広ひろのアゲハチョウの羽──掃射を続けながら、ひらりひらりと難なんなく敵弾をかわす／一発として食らわず接せつ近きん。

　火花に包まれながら敵ヘリが急きゆう下か降こう──旋回／急きゆう上じよう昇しよう。

　放たれるミサイル弾──すぐさま撃ち落とす鳳。

　爆発＝煙えん幕まく──猛もうスピードで転進する敵ヘリ。

　鳳の通信。《敵が南西へ進路を変へん更こう！》

　ニナの即そく応おう。《追うな、〈紫火アメテユスト〉！　最終要撃ポイントへ移い動どう！　〈青火ザーフイア〉と〈黄火トパス〉に敵武装を封ふうじつつ追い込こませる！》

《了ヤ解ー》

　鳳の即応──啞あ然ぜんとなる警察ヘリの搭とう乗じよう者しやらへ、にこりと微笑／飛ひ翔しよう／舞うように。




　ミリオポリス第十九区デープリング──南西／市街地──上空。

　大きく迂う回かいした戦せん術じゆつヘリが、ぐんぐんスピードを上げて驀ばく進しん。

　その仰ぎよう角かく七十五度から突とつ撃げき滑かつ空くうする──青い火。

「ドキドキしたいっしょー！」

　浮うき浮き突撃──乙。

　速度と垂すい直ちよく移動に優すぐれた縦たて長ながのトンボの羽──鋭するどい形の鋼鉄の手足／四つの関節を持つ長大な腕うで／両方の肘ひじから伸のびる灼刃ヒートブレイド──青白い炎。

　迫はく撃げき弾だんのごとく飛来する乙に、敵てきヘリが反はん応のう──ガトリング砲ほうが仰角を向く＝連れん射しや。

　螺ら旋せん状じように広がる弾幕を信じがたい速度で避よけながら、鋭えい角かく的に迫せまる乙。

　その両腕が、獲え物ものを捕ほ獲かくするトンボの顎あごのごとく開かれた。

　一いつ瞬しゆんの交こう錯さく──超高熱の白はく刃じんが、凄すさまじい速度で鋼鉄を溶よう解かい──両りよう断だん。

　縦たてに真っ二つに裂さかれたガトリング砲──その弾丸が暴ぼう発はつ／一挙炸裂／鋼はがねが砕くだけてめくれ返り、銃じゆう身しんがばらばらになって飛散した。

　青い火の離り脱だつ──敵ヘリの離脱＝機体下部から噴ふき出す黒こく煙えん。

　乙の無線通信。《そっち行ったぞ雛ぁっ！》

　雛の応答＝頼たよりなげ。《うぇ……》

　すぐ向こうにドナウ運うん河が／ドナウ川／新ドナウ川。

　その先に第二十二区ドナウシユタツト＝〈UNO-CITY〉。

　敵ヘリの猛進──低空飛行──次々に河面を越こえて高こう層そうビルの狭はざ間まへ突とつ入にゆう。

　間もなく、国連ビルが射しや程てい距きよ離り内に入った。

　両りよう翼よくのポッドが蓋ふたを開放──多弾頭式クラスター爆ばく弾だんが出しゆつ現げん──即そく座ざに発射＝全弾消しよう費ひ。

　宙ちゆうを奔はしる鉄の矢×８──その全弾頭が宙で分ぶん割かつ──×80以上になって容よう赦しやなく飛来。

　その正面。ビルの陰かげから躍おどり出る──黄の火。

「いじめないでぇ──っ！」

　雛──その背せの輝かがやき＝いかなる気流の乱みだれにも対応し、超高度な姿し勢せい制せい御ぎよを誇ほこる、鋭いスズメバチの羽。

　相変わらず両耳にヘッドホン／丸いフォルムの鋼鉄の手足／全身で危き険けん度どをアピールする警告黄色アンバー・ライト。

　両腕に剣けん吞のんな武ぶ器き──左腕＝円えん筒とう形けいポッドが展てん開かい──連結式爆雷チエーン・マインの束と化し、新しん体たい操そうのリボンのごとく８の字ダンス＝敵の爆弾群ぐんへ全すべて投とう擲てき。

　点火──飛び散る鉄てつ片ぺん＝雨のごとき火炎と鉄球が、敵ヘリの放ったミサイル弾を穿うがった。

　誘ゆう爆ばく──黙もく示し録ろく的轟ごう音おん──ビルの谷間に発生する炎の積せき乱らん雲うん。

　ミキサーのような爆ばく圧あつ──ビル壁へき面めん・窓まどに盛せい大だいな亀き裂れつ。

　凄まじいまでの爆風の中でも、雛は平気な顔で姿勢制御。

　爆ばく煙えんから飛び出す敵ヘリ──雛の即そく応おう＝その右腕を構かまえる。

　火炎放射器フアイアーブラスター──めくるめく火か炎えんの噴ふん射しや。

「いじめないでぇーっ！」

　超ちよう高温の炎ほのおの渦うずを浴びた敵ヘリが、焼けただれながらも雛の視し界かい下を飛び去ってゆく。

　さらに下か降こう──超低空飛行。

　翼つばさに残されたミサイル弾だん×６を包む炎──誘爆を避けて全弾発射。

　国連ビルへ遮さえぎるものとてなく、ミサイル群が白煙を噴いて直進。

　雛の通信。《鳳ぁーっ！》

　鳳の応おう答とう。《あとは、あたくしにお任まかせなさい‼》

　飛来するミサイル群──その正面に舞まい降おりる──紫むらさきの火。

　最終要撃地点に先回り──計算された待ち伏せサプライズ。

　右手に握にぎりしめたどでかい機銃を掲かかげる／構かまえる／狙ねらう。

　その残弾表ひよう示じ＝〈３００００〉

「さ──ぁ‼　ご奉ほう仕しさせて頂いただきますわよ──っ‼」

　掃ダダ射ダダ開ダダ始ダ！＝ミダダサダダイダダルダダ群ダダがダダ全ダダてダダ炸ダダ裂ダ！＝爆ダダ風ダ！。

〈２ダダ４ダダ０ダダ０ダダ０ダ！〉炎ダダのダダ壁ダダをダダ敵ダダヘダダリダダがダダ突ダダ破ダダ─ダダ─ダダ

　鳳ダダＶダダＳダダ自ダダらダダをダダ燃ダダえダダるダダ矢ダダとダダ化ダダしダダめダダてダダ迫ダダるダダ敵ダダヘダダリダ！。

〈１ダダ８ダダ０ダダ０ダダ０ダ！〉

「さダダーダダぁダ！、ダダさダダあダダさダダあダダさダダあダ！！」

〈１ダダ２ダダ０ダダ０ダダ０ダ！〉

「戦ダダ術ダダヘダダリダダごダダとダダきダダがダダなダダんダダぼダダのダダもダダんダダでダダすダダのダダぉダダ─ダダ─ダダっダ！‼」

《鳳ダダ、ダダ撃ダダちダダすダダぎダ！》《テダダンダダシダダョダダンダダ高ダダすダダぎダダぃダ！》乙ダダ＋ダダ雛ダ！─ダダ─ダダ鳳ダダのダダ怒ダダ声ダ！。《なダダんダダでダダすダダっダダてダ！⁉　無ダダ線ダダのダダ音ダダ量ダダをダダおダダ上ダダげダダなダダさダダいダダ、ダダ聞ダダこダダえダダまダダせダダんダ！！》

〈０ダダ６ダダ０ダダ０ダダ０ダ！〉

　灼ダダ熱ダダのダダ洪ダダ水ダ！─ダダ─ダダ敵ダダヘダダリダダのダダ突ダダ進ダ！─ダダ─ダダ操ダダ縦ダダ席ダダのダダ窓ダダがダダ全ダダ壊ダ！。

〈０ダダ２ダダ０ダダ０ダダ０ダ！〉

　弾ダダ痕ダ！＝ひダダしダダゃダダげダダるダダボダダデダダィダ！／へダダしダダ折ダダれダダるダダ翼ダ！／電ダダ話ダダ番ダダ号ダダ並ダダみダダのダダ弾ダダ数ダダがダダ全ダダてダダ命ダダ中ダ！。

　掃そう射しや開始から六秒＝〈０００００〉

　空転するドラム弾だん倉そう──凄まじい熱を放射する銃身。

　迫せまる敵ヘリ──もはや原型をとどめぬ火の塊かたまり。

　機銃のドラム弾倉が自動排はい出しゆつ──再さい装そう塡てん。

　退しりぞかない／退けない鳳──その背はい後ご＝僅わずか二百メートル先に国連ビル。

　さらに機銃を掲げ／構え／狙い──叫さけぶ。

「さっさと壊こわれなさいっ‼」

　再さい掃そう射しやの寸すん前ぜん──敵てきヘリの操そう縦じゆう席せきが、にわかに崩ほう壊かい。

　刹せつ那なの時間──引き裂さかれた鋼はがね、燃もえ上がる炎、その狭はざ間まに現あらわれたもの。
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　鳳の瞳ひとみ＝超音波探たん査さ＝電子探査によって浮うかび上がるカプセル。

　機体に移い植しよくされた、男の脳のう。

「あたくしも……あなたの行いを、宗しゆう教きようとは認みとめません」

　狙う──祈いのりに代えて＝閃ダダ光ダ！。

　脳が木っ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。

　ヘリの回かい転てん翼よくが分ぶん解かい──失速。

　鳳の視界下へ、黒こく煙えんを噴ふき上げながら失しつ墜つい。

　国連ビル玄げん関かんの噴水中央──ピンポイントで墜落。

　盛せい大だいな水しぶきが上がり、これまでで最も弱い爆発と炎が終しゆう焉えんを告げた。
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　国連ビル──静かな眼まな差ざしで、炎を見下ろすヘルガ。

「これが……この街に満ちた血まみれの怠たい惰だを清せい算さんする、最初の炎となるでしょう」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつのゴットフリート──よろよろとひざまずく／涙なみだ目め。

「か、各国大使がいるここに墜おとすとは……」

　エゴン──死しに神がみのように蒼そう白はくの顔。

「女シーザーめ……ＢＶＴと対立して生き残れると思っているのか。いつか身内に刺さされる日が来るぞ」

「ご忠ちゆう告こくありがとうございます、局長。それより戦せん術じゆつヘリを都市内に持ち込ませた責せき任にんについて、委員会が局長をお待ちでは？」

「お電話です」フロアの係員＝電話を手に。「ヘルガ様に、ウィーン州知事からです」

　エゴン──睨にらみ殺さんばかりの眼め。

　やがて、きびすを返してフロアを退たい去きよ。捨すてゼリフ──なし。

　その背せを見送りながら電話を取るヘルガ──あでやかな笑えみ。

「ご機き嫌げんよう、州知事様」

　太く穏おだやかな男の声。《画期的な対たい応おうだったな、ヘルガ。死し傷しよう者しやも都市被ひ害がいも、出しゆつ現げんした脅きよう威いに対し、考えうる限かぎりの最さい小しよう幅はばだ》

「光栄です、州知事様。ですがＭＳＳの情じよう報ほうでは、都市に運び込まれたプリンチップ社の兵器は、一つではありません」

《だがそれに対たい抗こうする手しゆ段だんを君が手に入れてくれた。ぎりぎりだが間に合った。敵が行動に出た今、猶ゆう予よは許されない。やつらに滅ほろぼされる前に、ともにこの都市を変えよう、ヘルガ》

　ヘルガの微び笑しよう＝高こう貴きな花のように──強きよう靭じんな意い志しを秘ひめて。

「はヤいー、私のお兄様マイン・ブルーダー」




　教会──テレビの前に集まる宗しゆう教きよう者しやたち・バロウ神父・冬真・ニナ。

　撃げき墜ついされたヘリの映えい像ぞう──〝羽の生えた人間〟の未み確かく認にん情じよう報ほう。

「出撃から撃墜まで三分十七秒──まずまずか」

　ニナ──携けい帯たい電話の時間表ひよう示じを確認。

「か……彼女たちは、いったい……」

　冬真が呆ぼう然ぜんとバロウ神父を振ふり返る。

「児童福ふく祉し法ほうの改定……」

　バロウ神父──告解のように重い声。

「超ちよう少子高こう齢れい化かによる人材不足を解決するため、十一歳さい以上の児童に労働の権利を与あたえ、また肉体に障しよう害がいを持つ児童を無む償しようで機械化する政せい策さくが発表された」

　後を続けるニナ＝冷れい厳げん。

「そして最も優ゆう秀しゆうな機械化児童には〈特とく殊しゆ転送式強きよう襲しゆう機き甲こう義ぎ肢し〉──通つう称しよう〈特甲トツコー〉を与あたえ、増ぞう大だいする凶きよう悪あく犯はん罪ざいやテロに対抗させた。彼女たちこそ〈転てん送そう塔とう〉への要よう請せい権けんを持つ最強の特とく殊しゆ兵科──ＭＳＳ要撃小隊《焱の妖精フオイエル・スプライト》だ」

「機械……？　彼女たちが……」

　冬真──言葉を失う──ふと香かおりに気づく。

　手の甲──蟹かに座ざの印＝苺いちごの香り。

　絆創膏おまじない＝勇気・優やさしさ・喜びのための。

　それを見て、確たしかに体の震ふるえが止まっていることに、ようやく気づいていた。




　第二十二区ドナウシユタツト──ドナウタワー。

　高さ二百五十メートル余あまりの塔。

　その頂ちよう点てんのごく僅わずかな面積に舞まい降おり、苦もなく着地ランデイングする、紫むらさき・青・黄の輝かがやき。

「夜だとよく分かんなかったけど、ここ高ぁっ。ドキドキするーっ」

　ワイルドにくわえたロリポップ──

　小隊の〝迫撃手モータル〟こと、乙・アリステル・シュナイダーの歓かん声せい。

「もう暗いところばかり飛ばなくても良いんだよね」

　相変わらず装そう着ちやくしたままのヘッドホン──

　小隊の〝爆撃手ボンバー〟こと雛・イングリッド・アデナウアー＝真顔。

「ええ。これでもう夜間の秘ひ密みつ訓練や極ごく秘ひ任にん務むからはおさらばですわ」

　誇ほこらしげ──艶つやめくロングヘア×ウェーブ。

　小隊長にして〝要撃手サプライザー〟たる鳳・エウリディーチェ・アウスト。

「ついにっ、公式出撃を成し遂とげたのですもの。お二人とも本当に偉えらいですわ。ご褒ほう美びにクイズの答えをお教えしますわね♪」

「あー忘わすれてた。Ｂだっけ？」「Ｃだもん」

「ッブ──‼」鳳──口を尖とがらせ全ぜん否ひ定てい。「正せい解かいはＡ──っ！　ですわ♪」

「んだっけＡ？」「子こ供どもが死んだから？」

「そう。狂きよう乱らんの呪のろいをかけられたヘラクレスは、自ら大切な我わが子を殺してしまったの。その罪つみを償つぐない、失われた希望を取り戻もどすため、数多あまたの難なん行ぎように挑いどむ決意をしたのだわ」

　解かい説せつする鳳──うっとり。

「は──……それってオレらになんか関係あんの？」「無む駄だっぽい知ち識しきぃ」

「あら、大いに関係ありますわ。だって、この都ま市ちはヘラクレスと同じですもの。歴史の中で自ら大切な希望を殺してしまった……だから現い在ま、多くの難行を乗り越こえねばならないのだわ。失われたものを取り戻すために」

　その深紫の瞳デイープ・パープルが見つめる街の全景──地平線まで続くかのような雑ざつ多たな建物の群むれ。

　歴史の碑いしぶみ──あるいは人々が今そこに生きている証しよう明めいの列。

　二人を振り返る──微わ笑らって。

「あたくしたちのお仕事は、そのお手伝いをすることよ」

「ふーん」「ふーん」

　乙＋雛──真しん剣けん味みに欠ける顔。

「んだか分かんねーけど、ドキドキできんなら文もん句くねーっしょ」

「ボクをいじめる相ひ手とをやっつければいいんでしょぉ」

《妖精スプライト達へ》ふいにニナからの無線通信。《状じよう況きよう終しゆう了りよう。総そう員いん、本部へ帰き還かんせよ》

「いきましょう、お二人とも」鳳──ふわりと宙ちゆうへ。「この決して墜おちない羽を手に入れたあたくしたちになら、きっと出来ますわ」

　青空／大地を覆おおう大都市──その狭はざ間ま。

　輝かがやき／踊おどるように──紫むらさき・青・黄の羽。

　これは難なん業ぎようを運命づけられ、また自ら選んだ者たちの記き憶おく──妖精たちの物語スプライト・シユピーゲル。
















第二話　バタフライ・レディ

















　　クイズです♪　クイズです♪

　　こと座ざのオルフェウスは、愛する妻つまを冥めい界かい

　　から連れ戻もどそうとした際さい、あることをして

　　しまったため、永えい遠えんに妻を失いました。

　　そのあることとはいったい何でしょう？




　　　Ａ☆妻の名を呼よんだ

　　　Ｂ☆妻を振ふり返った

　　　Ｃ☆妻の手を離はなした
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「さ──ぁ、答えはどれですかしら♪　乙ツバメさん、雛ヒビナさん？」

　少女Ａの微び笑しよう──公安局ビル＝二階フロアの自分のデスク。

　デスクに設置された銀色の肩かた書がき付きネームプレート。

『ＭＳＳ小隊長：鳳アゲハ・エウリディーチェ・アウスト』

　めいめいに椅い子すを引っ張ぱってきて居い座すわる少女Ｂ＋Ｃ──返答なし。

「おーう、ＦＦ・ＨのＤＳ版ばんを三秒でダウンロード。ＭＳＳのサーバー超ちよっ速ぱえーす」

　少女Ｂ＝乙ツバメ──蒼い眼スカイ・ブルー／鋭えい角かく的ツインテール。

　私し服ふく＝革かわジャケット／すらりとした脚あしに豹ひよう柄がらのパンツ／青地のエナメル靴ぐつ。

　椅子の上であぐらをかき、端末パソコンを勝手に操そう作さ──可か憐れんな唇くちびるにロリポップをくわえ、ガリガリ齧かじりながらゲームをインストール。

「………………」

　少女Ｃ＝雛ヒビナ──琥珀の目アンバー・ライト／金色のショートヘア。

　私服＝ゴスっ気たっぷりの白黒ふりふりワンピース／エプロン的前まえ掛かけ／細い脚あしにフリル付き黒ストッキング。

　小さな肩かたをすくめて自じ己こ閉へい鎖さ──両耳にヘッドホン＆旧きゆう式しきアイポッド＝端末パソコンにコードを勝手に接せつ続ぞく／自分のものではないＩＤを駆く使しして次々にネットから音楽をダウンロード。

　周囲──ひっきりなしに響ひびく電話のコール。忙せわしげに動く大人たち＝公安局員。

　その中で明らかに浮ういている少女たち＝周囲を意に介かいする様子──なし。

《ツ・バ・メさん、ヒ・ビ・ナさん》

　少女Ａ＝鳳アゲハ──地声から無線通信ウイスパーへ。

　九ミリ拳けん銃じゆうを取り出し、銃口にキリキリと音を立て消音器サイレンサーを装そう着ちやく。

《二秒以内に返事をなさい》

「Ｂかなっす」「Ｃだと思います」

　乙＋雛の即そく応おう──姿し勢せいを正し少女Ａへ回れ右。

「返事は素す早ばやく的てき確かくに。任にん務む中ちゆうの注意散さん漫まんは事じ故この元ですわ」

　乙──真顔／雛にひそひそと。

「……事故っつーか他殺？」

　雛──真顔／ヘッドホンを外さず読どく唇しん術じゆつで応おう答とう。

「今のうちに訴うつたえとくぅ？」

　鳳──銃から消音器サイレンサーを外して腰こしポシェットに収しゆう納のう。

「ゲームも音楽もほどほどになさい。お二人とも一日中そればかりではいけませんわ」

　腕うでを組む鳳──深紫の瞳デイープ・パープル＝左目に海かい賊ぞく傷きず／艶つやめくロングヘア×ウェーブ。

　私服＝上品な紫むらさきのピンストライプのジャケットにスカート／落ち着いた黒のストッキング／大人っぽいロングブーツ──年長者の貫かん禄ろく漂ただよう、気品に満ちた十五歳さい。

「鳳ってば知んねーの。これ頭良くなんの」「これ聴きくと健康になるんだよ、鳳ぁ」

　乙＋雛の反はん論ろん──モニターをそれぞれ指さす。

　眉まゆをひそめて覗のぞき込こむ鳳。

　解かい説せつ──ＦＦ・Ｈ／ＤＳ版。

『フェイタルファンタシー・Ｈａｌｏｏ／ニンデントーＤＳ版。夢ゆめのコラボレーション。当コンテンツをプレイした場合、『サウスパーク』の視し聴ちように比くらべ七・五倍、『日につ刊かんオーストリア新聞』を読むときに比べ一・七倍、脳のうの前頭野が活発化されて脳年ねん齢れいが若返ります』（※世界ゲーム協会調べ）

　解説──カトリック聖せい歌か集しゆう。

『教会の聖歌を聴きますと、日光浴に等しく体内のビタミン生成が活性化されるという研究結果が報ほう告こくされています』（※デジタル・グレゴリアンチャント管理組合）

　鳳──眉み間けんに皺しわ／怪け訝げん。

「……なんだかとっても信用ならない感じですわね」

　乙＋雛──異い論ろん。

「えーマジっしょ、これ」「絶ぜつ対たい本当だよぉ、鳳ぁ」

「だとしても人のお仕事用端末パソコンに勝手にゲームをインストールするんじゃありません」

　乙＋雛──異議。

「だったらオレもデスク欲ほしー」「ボク専せん用ようの端末ちょうだーい」

「ダ・メ。あたくしだってやっと手に入れたのですもの。お二人ともまだまだですわ」

　デスクを撫なでる鳳──うっとり。

　アルミ製せいの人間工学的デザインのデスク・椅い子す・電気スタンド。

　三つのモニター／専用端末／電話／整然と並ならぶ私し物ぶつ。

　マグカップ＝太字黒マジックで書かれた『ＡＧＥＨＡ』の文字。

　デスクの端はしに肩かた書がき付きネームプレート＝自分で貼はった蝶ちようのシール。

　乙──羨うらやましげ。

「はー、んだよ。胸むねがでかいからってずるいっしょー」

　雛──恨うらめしげ。

「目に傷きずがあるからって良いよねー」

　鳳──呆あきれ顔。

「そういう問題じゃぁ、ありません」

　ふいに脳のう裏りで響ひびく声。

《妖精スプライトたちへ。五分後にお客さんが到とう着ちやく。ただちに配置につけ》

　副官からの無線通信ウイスパー＝三人の顎がつ骨こつに移い植しよくされた通信器──声なき電子のささやきウイスパー。

　鳳──優ゆう雅がに起立。

《了りよう解かいですわ、ニナさん》

　乙──ロリポップを齧かじりながら起立。

「っつーか……クイズの答えはなによ」

　雛──ヘッドホンをしたまま起立。

「どうせお仕事が済すむまで教えないんでしょぉ？」

　にっこり微笑ほほえむ鳳──肯こう定てい。

「そ・れ・は、お仕事が終わってからのお楽しみですわ♪　さ、お二人ともお手をちょうだい。あたくしがおまじないをして差し上げますわね」




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──公安局ビル。

　都市最南部の伝でん統とう的てきな建物が並ぶ区く域いきにて艶あでやかに佇たたずむ銀と灰はい色の建物。

　半ば伝統的・半ば斬ざん新しんのコントラスト＝ハースハウス風建けん築ちく。

　煉れん瓦がとメタリック建材──どことなくメルヘンチックな八階建てビルディング。

「それほど大きな建物ではないのですね、トマス神父様」

　少年──黒い学童服／柔やわらかな金きん髪ぱつ／白い頰ほお／碧あおの睛ひとみ──まだ立ち上がって間もない若い子こ鹿じかの風ふ情ぜい──その一方の手に紙かみ袋ぶくろ。

「外からはそう見えるだけだよ、冬真トウマ」

　ビルに歩み寄よる初老の男──司祭服／見事な白はく髪はつ／灰はい色の目／深い皺しわ／厳きびしい自然に耐たえてきた老オークの樹きの佇まい＝揺ゆるがず／動じない。

「この街はウィーンと呼よばれていた頃ころから矛む盾じゆんした価か値ち観かんの融ゆう合ごうと、あらゆる機き能のうの総そう合ごうという難題があった。この建物も、地上部分の三倍の地下施し設せつがあり、実じつ質しつ的には三十二階建ての総合ハイテクビルに等しい」

　歴史遺い産さんの存そん在ざいによって制せい限げんされる都市設せつ計けい──その突とつ破ぱ口こうとしての実験精せい神しん。

　その結果──

〝全すべて一つにぶちこみなさい〟という〝融合・総合・結合〟思想が発達。

　その賜たま物もの──

「伝統的かつ斬新かつ自然と調和かつ未来的」な建築群の誕たん生じよう。

　その国こく際さい的評ひよう価か──

〝世界の維い持じ困こん難なんな歴史的建造物をミリオポリスに管理させよう〟

　その成果──

　戦争や災さい害がいなどで維持困難となった「金きん閣かく寺じ」や「マチュピチュ」や「アンコールワット」などがミリオポリスに運ばれ、国連から莫ばく大だいな保ほ存ぞん金きんがオーストリアとその首都であるミリオポリスに支し払はらわれる。

　その発はつ展てん──文化委い託たく制せい度ど。

　日本の漢字名キヤラクターを名乗れば毎月の社会保ほ障しよう＋保ほ全ぜん金きんが支払われるなど、他国の文化を丸ごと預あずかり管理する法制度が成立。ミリオポリスは一大国際〝管理〟都市に。

「この街の建築技ぎ術じゆつの成果ですね」

　冬真──感心しながら男とともにビルに歩み入る。

「建築だけではない。ありとあらゆる分野で合一思想コル・ウーヌムが発達した。宗しゆう教きようや哲てつ学がく……ときに、発達すべきではない分野においても……」

　男──重々しい声／それを遮さえぎる呼びかけ。

「バロウ神父」

　局員が行き交かうロビー＝公安局の紋もん章しようと国旗が描えがかれた床ゆかに立つ女。

　ニナ・潮音シオン・シュニービッテン──氷ひよう像ぞうのように直立不動／純じゆん白ぱくのスーツ／短い黒くろ髪かみ／黒ダイヤのような硬こう質しつの眸め／冴さえやかな肌はだ／凜りんとした美び貌ぼう──トルコ系けい。

「ようこそお出いで下さいました。長官のヘルガは委員会に出席しているため、副官である私が、あなた方を外部顧こ問もんとしてお迎むかえいたします」

　バロウ神父──穏おだやかな微び笑しよう／どことなく歓かん迎げいを拒こばむ足取りの重さ。

「今日は概がい要ようを聞くだけで良いかね？　午後から用事が入ってしまっていてね」

「構かまいません。どうぞ、こちらへ」

　入り口──警けい備び員いんとＸ線探たん査さ機き／空港並なみの検けん査さ。

「冬真。先日のお嬢じようさん方に御お礼れいを申し上げてきなさい。私の方はすぐに済すむだろう」

「はい、神父様」

「小隊長のデスクは二階です。このパスを持ってお入り下さい」

　ニナ──氷の剣けんのような無む表ひよう情じようさで通つう行こう証しようを冬真に手て渡わたす。

「ありがとうございます」

　冬真──一礼して階かい段だんへ向かう。その姿すがたを目で追うニナ。

「彼が後こう継けい者しやですか……？　元兵器開発局の技術顧問であった、あなたの」

「家族に不幸があって私の教会で世話をしている……ただの子こ供どもだよ」

「数学の才さい能のうに長たけた子供ですね」

「冬真についてＭＳＳで調べたかね？」

　バロウ神父──諭さとすように。

「彼が私と同じ道を歩むとは限かぎらないよ、ニナ」

「子供は、自分を育てる者の希望を敏びん感かんに察するものです、バロウ神父」

「私が望むのは、行き過すぎた合一思想コル・ウーヌムがこれ以上の悲ひ劇げきを生まぬことだけだ」

　うなずくニナ──ともにエレベーターへ。

　地下二階──広大な廊ろう下か・左右に部屋＝全すべて情じよう報ほう処しよ理り施設。

　その一室──資し料りよう閲えつ覧らん室しつ。

　椅子に座すわるバロウ神父──ニナがモニターを操そう作さ。

「現げん在ざい、情報解かい析せき班はんがミリオポリスに流入する兵器の部品パーツを監かん視ししています。部品パーツは確かく認にんされたものだけでも三千万個こ以上」

　モニター──膨ぼう大だいな名めい称しよう／数量データ／さながらアルファベットと数字の豪ごう雨う。

「その全てがネット販はん売ばいや商業取引などを擬ぎ装そうし、既すでに都市内に運び込まれ、組み立てが開始されているとみられます。どの部品パーツがどの兵器のものか特定出来たのは全体の二十％未満。組み立てに必要な施し設せつも多くが不明。それゆえ追つい跡せきが困こん難なんになっています」

「部品パーツの数が膨大でも、厳げん密みつに分類すれば二百種類以下になる。それらを予想される組み立て経けい過かと照合し、どんな兵器が、どんな施設で、どんな技ぎ術じゆつを持った人間の手で用意されようとしているかを判はん明めいさせればいい」

「それには優ゆう秀しゆうな兵器設計の経けい験けん者しやが必要です。あなたのような経験者が、バロウ神父」

　バロウ神父＝重い眼まな差ざし──重い声。

「さらなる悲劇を防ふせぐためだ……出来ることは協力しよう」

「感かん謝しやします。ただし情報漏もれを防ぐため、当ビルからデータを持ち出すことは一いつ切さい禁きんじられており──」

「情報管理の基き本ほんだな。毎日このビルに通って、解析すれば良いのかね？」

「はい。解析班のフロアに、二人分のデスクを用意しております」

「冬真を私の助手として、このビルへの出入りを認みとめてくれるというわけかね？」

「はい。彼の将しよう来らいにも役立つかと」

「くれぐれもスカウトはなしだよ。彼はクロースターノイブルク修しゆう道どう院いんの科学アカデミーに進学することが決まっているのだからね。さて……説明は以上かね？」

「もう一つ──前回の犠ぎ脳のう体たい兵器に脳を提てい供きようしたシェネルですが、その親族全員が消えました。彼らの行方ゆくえにお心当たりは？」

「……いいや。宗教会合でも彼らの身を案じているが、全く連れん絡らくがつかない状じよう態たいだ」

「連絡があった場合、通報して頂いただけますか」

　じっと見つめるニナ。やがて苦しげなバロウ神父の返答。

「そうせざるを得まい」

「ありがとうございます、神父様」

　ニナ──視し線せんを相手から外さずに。




　　　　Ⅱ




　ビル二階──幾いくつも並ならぶデスク。

　壁かべの大モニター／巨きよ大だいな書しよ類るい棚だな──ちょっとした図書館並なみの規き模ぼ。

　案内板を読む。第七まである『公安局事じ務む課か』、警けい察さつと連れん携けいした『科学捜そう査さ班はん』、第六まである『都市情報解析班』、別フロアから出向している『通信解析班』。

　そして──『公安高機動隊ＭＳＳ』の区画。

　やっと発見──『ＭＳＳ要よう撃げき小隊』のデスク。

　紙かみ袋ぶくろを手に、フロアを進む冬真──忙せわしげに動き回る大人たちの邪じや魔まにならないよう、小さく肩かたをすくめて小走りに移い動どう。

　すぐに見つける──デスクのネームプレート＋名前入りマグカップ確かく認にん。

　本人──不ふ在ざい。

「…………いない」

　冬真──持参した紙袋を手に立ちつくす。

　鳳が現あらわれる気配──なし。意外なほど残念がっている自分に気づく。

　凄せい惨さんな事じ件けんの渦か中ちゆうにいた鳳の横顔が思い出される。

　美しいまでに引き締しまったおもて──血に濡ぬれた両手。

　容よう赦しやなく毅き然ぜんとした姿すがた──優やさしい微笑ほほえみ。

　なんとなくデスクを見る。

　可愛かわいらしい写真立て──鳳＋乙＋雛の写真。

　子こ供ども用の迷めい彩さい服ふくを着た三人＝おそらく訓練中の光景。

　真しん剣けんな顔──みな、重たいものを背せ負おわされて必死に耐たえているように見える。

　その隣となりに別の写真立て──鳳＋見知らぬ二人の少女。

　一人はおかっぱの赤毛にミント色の目。

　もう一人は男の子のように短い金きん髪ぱつに萌もえ黄ぎの目。
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　鳳──今よりまだ幼おさない顔／短い髪かみ。

　ちょっとした違い和わ感。すぐにそれが何であるか理り解かいした。

　鳳の左目──傷きずがない。

　三人の手足に、少しどきっとなる。

　リハビリ用の、機械化された義ぎ手しゆ・義足。

（本当に機械なんだ……）という気持ちが起こる。

　わけもなく気まずい気持ちになって写真から目を離はなした。

　ふとモニターの一つで明めい滅めつする文字に気づく。

　スクリーンセーバー──

『昔者荘周夢為胡蝶』『栩栩然胡蝶也』『不知周也』

　複ふく雑ざつ怪かい奇きな文字の群むれが、暗い画面で、ひらひらと蝶ちようのように舞まっている。

「北京語マンダリンか日本語ヤパニシエかな……」

　ぽつりと呟つぶやく。途と端たん──

「中国の荘子ツアンツイによる漢詩キヤラクター・ポエトだそうだ」

　いきなり背はい後ごから返答が来た。

　ぎょっとなって振ふり返る冬真──さらに解かい説せつの声。

「内ない容ようは一度教えてもらったのだけどね。蝶になった夢ゆめを見た人間の自じ我がに関する興きよう味み深い考察で、ユングの夢ゆめ分ぶん析せきとはちょっと違ちがうらしい」

　すらすらとした口調──妙みように澄すました少年。

　はヘしイばゼみル色の目・くせっ毛／すっきりした目鼻立ち。

　公安局の制せい服ふく──さらにその上から大人用の白衣を着き込こみ、背せ丈たけに合わない裾すそを引きずるようにしている。まるで取り澄ました顔の白しら鷺さぎの風ふ情ぜい。

　少年が両手を広げ、やけにオーバーリアクションで言った。

「君は鳳を捜さがしているのかい？　あの果か敢かんにして問答無用、過すぎたことなど一いつ顧こだにしない、勇ましくも美しい我われらが拳けん銃じゆう使つかいを」

　一いつ拍ぱくの間──沈ちん黙もく。

　冬真がうなずいた／少年が続けた。

「だが残念。彼女は僅わずか数分前に任にん務むを命じられて席を立った。二人の部下をつれて。まったく凜り々りしい。そこの写真に写うつっているまだ泣き虫だった頃ころの鳳も、それはそれで可か憐れんで素す敵てきだったが、僕ぼくとしては、今の方が鳳らしいと思うね」

「……泣き虫？」意外＝思わず呟つぶやき返す。

　また一拍の間──得体の知れない優ゆう越えつ感をみなぎらせて笑う少年。

「ふふふ。どうやら、僕の方が彼女の過か去こについて今少し詳くわしいらしいね。ちなみに激げき辛から党とうで知られる彼女の飲み残しには、決して口をつけない方が良い。喉のどを焼かれて三日は喋しやべれなくなる」

「……飲み残し？」冬真──怪け訝げん。「口をつけたの？」

「む……」少年──咳せき払ばらい。「まあ、彼女が使用した器物に対する、はかない好こう奇き心しんが行き過ぎてしまった……というよりも、むしろ彼女たちの能のう力りよくの代だい償しようである、味み覚かく異い常じようを追体験してみようという試みと思ってくれたまえ」

　冬真──意味が分からず困こん惑わく。「……味覚異常？」

「おや、それもご存ぞんじない？　彼女たちは特とく殊しゆな空戦機動型であるゆえに、その脳のうへの負ふ荷かは並なみ大たい抵ていではない。それゆえ中ちゆう枢すう神しん経けいへのストレスが、激辛や極ごく甘あまなど、過か度どな味覚刺し激げきを求める行こう為いへとつながるのさ」

「はあ……」

「ところで、君は誰だれ？」

「冬真・ヨハン・メンデル。バロウ神父様の使いで……」

「ああ。なるほど。君があの思わせぶりな外部顧こ問もんことトマス・ルートヴィヒ・バロウ氏の助手と目されている人物だね」

　急に背せ筋すじを伸のばし、冬真に向かって対たい抗こうするような視し線せんを向ける。

「僕はここの接続官コーラス。水無月ミナヅキ・アドルフ・ルックナーだ」

「接続官コーラス？」

「おやおや、またもやご存ぞん知じない」鼻で笑う水無月。「ここのマスターサーバー〈[image: バク]バク〉に、脳機能のリンクを許きよ可かされた解かい析せき通信官──すなわち転送要員のことだよ。鳳や彼女の部下たちに特甲トツコーを転送する役目を司つかさどっている者の一人さ」

「そ……そうなんだ」

　冬真──あまり意味が分かっていないまま相手に合わせる。

「君はバロウ氏の助手だろう。得意科目はなんだい？」

「え……数学と物理かな」

「今少し自信がなさげだね。君がカオス理り論ろんの定てい義ぎをどう考えているか知りたいな」

「えっと……あまり詳しくないけど……たとえば自じ己こ相そう似じ的でリアプノフ指数が正であることや、ローレンツカオスの場合のテント写しや像ぞうみたいに非ひ線せん形けいの方ほう程てい式しきが原げん因いんでシステムが複ふく雑ざつ化かすることから初しよ期き値ちの誤ご差さが将しよう来らいの重大な予よ測そく結果を覆くつがえすことかな……」

　間──やや長い沈黙。

　水無月の咳払い──ぼそりと。「……見かけ通り嫌いやなヤツだ」

「……え？」

「いや。そこをどいてくれないかな。急いでセッティングしないといけなくてね」

　冬真を追い払うようにしてデスクへ──白衣のポケットからコード／光学器／バッテリー／小型カメラを取り出す。

「な……何をする気？」

「何って。このカメラとマイクを複ふく数すう箇か所しよに設せつ置ちするのさ。そうすれば書類仕事に励はげんだりネットで星占うらないを検けん索さくする彼女の姿すがたを、自分のモニターで観賞できるじゃないか」

「と……盗とう撮さつ？」

「しっ。人聞きが悪い。これは選ばれた少数によるきわめて貴き族ぞく的な楽しみ……」

　すらすら語る水無月──その背はい後ごに、突とつ然ぜんゆらりと現あらわれる人ひと影かげ──ぎくっとなる冬真。

「ふんっ」

　長い両りよう腕うでが水無月の首に巻まきつく──脳のうへの血流を止めるスリーパー固めホールド。

「きゅうっ」

　奇き妙みような声＝水無月がオチた。意い識しき喪そう失しつ──白目。

　その襟えり首くびをつかむ者。

　やたら背せの高い女──ほつれ気味の金きん髪ぱつ／緑の目に銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね／よれよれの白衣。

　シャープな容よう貌ぼう＝ただし、ぼんやりと無む表ひよう情じよう。まるで理科の実験室に住みついた白衣の幽ゆう霊れいといった佇たたずまい。

「はい、これ」

　無む造ぞう作さに名めい刺しを差し出す──思わず受け取る冬真。

『情じよう報ほう解析課課長シャーリーン・巫カンナギ・フロイト』＝日本の漢字名キヤラクターは二十五歳さいでミドルネームに。

「うちの部員が迷めい惑わくをかけた」ぼそぼそとした声。「もしまた迷惑をかけた場合、警けい察さつを呼よばずに、私に連れん絡らくを。警察沙ざ汰たになると私に累るいが及およんで私が迷惑するから」

　気け圧おされうなずく冬真──女が盗撮道具を拾い、水無月を引きずって立ち去る。

　同じ方角からやって来るニナとバロウ神父。

「シャーリーン」「やあシャーリーン」

「ちっす」

　女が気け怠だるげに挨あい拶さつ──去る。

「おや、お嬢じようさん方は不ふ在ざいかね？　お土産みやげを渡わたしそびれてしまったようだ」

「訓練中のようです」ニナ──冬真へ手を差し出す。「私が預あずかりましょう」

　お土産＝紙かみ袋ぶくろの中身＝教会で販はん売ばいしているカトリック・ロールケーキ。

　それを手渡す冬真──ふとかすかな違い和わ感。

　三人の所在を、なぜ直ちよく属ぞくの上司でありＭＳＳの副官であるニナが知らないのか。

「では、これで失礼するよ、ニナ」

　バロウ神父が言った。それで冬真が違和感について口にする機会が失われた。

　ロビーへ──バロウ神父と冬真が通つう行こう証しようを返へん却きやくし、本部ビルを立ち去る。

　二人をじっと見送るニナ。

　その手の携けい帯たい電話──おもむろに耳に当て通話。

「……ヘルガ局長、客が出ました」




「予定通りに行動よ、ニナ。じきに動きがあるわ」

　ささやき＝女──愛らしい小顔／アップにした金髪／目＝藍あい色の虹こう彩さい／公安局の制せい服ふく／小こ柄がらだがバラの花のような存そん在ざい感。

　携帯電話を手にしたまま、会議室のモニターへ目を向ける。

　映えい像ぞう＝先日の戦せん闘とうヘリ──公安委員の解かい説せつ。

「……近年、大都市ではマスターサーバーの電子干かん渉しよう能のう力りよくにより大型兵器は使用不能とされてきました。ですがこの犠ぎ脳のう体たい兵器は中ちゆう枢すうシステムに人間の脳を使用することでマスターサーバーの干渉に拮きつ抗こうし、大都市での破は壊かい活動を可か能のうとしています」

〈憲法擁護テロ対策局ＢＶＴ〉ビル──内ない務む省しようと国こく防ぼう省しようの合同会議。

　制服と軍服の群むれ──内務大臣と国防長官の出席──実じつ質しつ的な国防戦せん略りやく会議。

　モニター脇わきに立つ黒ずくめの男──ＢＶＴ局長エゴン・ポリ。

　瘦そう軀く／眼鏡めがねの奥おくの神しん経けい質しつな目／獰どう猛もうな知ち性せい──黒いカマキリを連想させる雰ふん囲い気き。

「……なお、この件でＭＳＳよりご説明があります」公安委員が女を見る。

　テーブルのマイクへ唇くちびるを寄よせる女──よく通る澄すんだ声。

「ＭＳＳ長官ヘルガ・不知火シラヌイ・クローネンブルグです。ＭＳＳでは二年前より多数の部品パーツの都市流入を警告しておりましたが、不幸にもその危き険けん性せいを認みとめられず、都市内での兵器組み立てを許ゆるす事じ態たいとなりました。現げん在ざい、残りの兵器特定を急いでおりますが、さらなる危き機きを回かい避ひするためには、要よう撃げき力りよくに優すぐれた上空部隊に加え、機動力に優れた地上部隊の存在が不可欠です」

　エゴン局長の牽けん制せい──きびきびと。

「既すでに、我わが局の〈特殊憲兵部隊コブラ・ユニツト〉が配置されている」

　ヘルガ──まるで気にせず。

「前回の戦闘で、ＢＶＴ直ちよつ轄かつの部隊は都市全ぜん域いきの警けい備びに追つい随ずい出来ないことが立りつ証しようされました。よってかねてからの要望通り、他都市へ派は遣けんされたままのＭＳＳ地上戦せん術じゆつ班はんをミリオポリスに復ふつ帰きさせることを提てい案あんいたします」

　エゴン局長──怒ど気き。

「反対だ。ＭＳＳはマスターサーバー〈[image: バク]バク〉の独どく占せん使用のみならず実質的に公安局ビル施し設せつを管理下に置いている。これ以上の増ぞう強きようは必要ない」

「いいえ」ヘルガ＝悠ゆう然ぜんと。「これは最さい低てい限げん必要な組そ織しき的対たい応おうです。プリンチップ社製せいの兵器が出しゆつ現げんした以上、猶ゆう予よは許されません」

　ざわめき──揺ゆらぎ。

　国防省の軍服組がマイクをつかむ。

「……プリンチップ社は、七年前のクーデター時に、首しゆ謀ぼう者しやが逮たい捕ほされ、壊かい滅めつしたはずでは？」

　ヘルガ──揺るぎなく。

「どこにも存在しない幽霊ダミー企き業ぎよう──プリンチップ社。これは資し金きんや物品を用意する支し援えん型テロの複ふく合ごう集しゆう団だんであり、一部が打撃を受けても、常つねに態たい勢せいを変え、活動し続けているとみるべきでしょう」

　さらなるざわめき。ささやき合う内務省の制服組。

　前へ出るエゴン局長。「だが公安局の一いち部ぶ署しよに過すぎぬＭＳＳが、都市の警備計画から逸いつ脱だつすることを認みとめるわけにはいかん。いかなる事じ情じようがあれ、特定の部署の独どく走そうを認めれば、他の多くの部署が真ま似ねをし始める。そうなっては全体の秩ちつ序じよが保たもてない」

　微笑ほほえむヘルガ。

「バタフライ効こう果かですわ」

「──なに？」

　ふいにコール音──ヘルガの携けい帯たい電話。

　呆あきれる内務大臣。「会議中くらいマナーモードにしてはどうかね、ヘルガくん」

「失礼」にっこり笑うヘルガ──電話に出る。「了りよう解かいよ。通話は継けい続ぞくして。──局長」

「なんだ？」

「前回の犠ぎ脳のう者しやの親族に動きあり。集団による武ぶ装そうおよび新たな犠脳者の可能性大」

　ざわめき／どよめき──ゴットフリート内務大臣の狼ろう狽ばい。「ま、まさか、また……⁉」

　エゴン局長──さらに前へ出て異い議ぎを唱える。

「馬ば鹿かな！　まだ本当に次の兵器が存そん在ざいするかも分からぬというのに！」

　ヘルガ──一いつ切さいの微び笑しようを消した苛か烈れつな表情でエゴンを見み据すえる。

「事態は急を要します。指し揮き可能な地上部隊が存在しないため現地警官を一時的にＭＳＳ指揮下に入れますが、よろしいですか？」

　全員の視し線せんが二人に集中する。

　エゴン局長──絶ぜつ句く。きりきりと歯を軋きしらせてヘルガを睨にらみ返す。

　ヘルガ──ささやき。

「了解されたようよ、ニナ」




　　　　Ⅲ




　第二十三区リーズイング──地下鉄の駅＝出口。

「私はこれから古い友人と会わねばならない。先に教会へ戻もどっていなさい」

「はい、神父様」

　素す直なおに従したがう冬真──通りを渡わたって行く。

　その後ろ姿すがたを見つめるバロウ神父──やがて反対方向へきびすを返す。

　しっかりした足取り──道路脇に停車中のタクシーに歩み寄る／無言で乗り込こむ。

「どちらへ？」

「……ファトマ・シェンの所へ」

　振ふり返るタクシー運転手──濃こい髭ひげ／トルコ系けい。

　携帯電話をバロウ神父に手渡す。

「あなたの電話は盗とう聴ちようされている」

　電話を受け取る──一つだけリダイヤル表ひよう示じされた番号。そのまま通話ボタンを押おす。

　車が走り出す──三度目のコールで相手が出た。

　女の声。「お久ひさしぶりですね、バロウ」

「ファトマ……まだ間に合う。どうか普ふ通つうの暮くらしに戻ってくれ。モスクの指導者イマームも君たちのことを心配している」

「兄シェネルは立りつ派ぱに聖せいなる務つとめを果たしました。あなたには頼たのみがあります。あなたはそれを受けなければなりません。さもなくば、あなたの大事な子こ供どもが咎とがを負いましょう」

「まさか、冬真を……？」

　電話の相手の沈ちん黙もく──雄ゆう弁べんなイエス。

　バロウ神父──痛いたみに耐たえるように目を閉とじる。

「愚おろかなことを……。いや……君たちがそこまで追いつめられていたことに気づかなかった私たちの方こそ、愚かと呼よぶべきか……」




　第二十三区リーズイング──公園脇を歩む冬真。

　すぐに教会へは戻らず、図書館へ向かう道を選せん択たく──その途と上じよう。

　ふいに木こ陰かげから飛び出すロングヘア×ウェーブ──深紫の瞳デイープ・パープルが、呆あつ気けに取られる冬真を見つめる。

「あら、奇き遇ぐうですわ」

　嬉うれしげな声──鳳。

「あ、鳳……さん？」

　あまりのことに、その場に棒ぼう立だちになる冬真。

「まあ、あたくしを覚えていて下さったのね。どうぞ鳳とお呼びになって、冬真さん」

「はあ、あの……どうして、ここに？」

「あなたは、どうしてこの道を？　教会へ行く道はあちらではありませんの？」

「少し調べものがあって図書館に……」

「まあ、奇遇。あたくしもよ。何をお調べになるのかしら？」

「え？　あの、荘子の詩を……」

「まあ、奇遇。あたくしもですわ」

「へ？　き、君も……？」

「ええ、奇遇ですわ。せっかくですから一いつ緒しよに参りましょう。さ、ほら」

　鳳＝羊を追い立てる牧羊犬のごとく冬真を急せかす。木こ漏もれ日の落ちる小道を並ならんで歩く。

「奇遇ですわ。荘子の詩は、あたくしも好きよ」

「いや、君の端末パソコンのスクリーンを見て……」

「あら。本部にいらしたの？」

「先日の御お礼れいをしたくて……」

　冬真の脳のう裏りをよぎる論ろん理り的思考──鳳がいる理由＝待ち伏ぶせ／尾び行こう。

　その理由──見当もつかない。

　鳳から奇遇、奇遇と連れん呼こされると、強ごう引いんに納なつ得とくさせられてしまいそうになる。鳳と会えたことに気持ちを奪うばわれ、それ以外のことがかすんでしまう。

「それで、ニナさんに、教会のケーキを預あずけて……」

「あら素す敵てき。あたくしケーキはなんでも好きよ。唐とう辛がら子しを沢たく山さんかけたものが特に」

「唐……」

　冬真──しばし味覚のパラドックスをさまよう。

　突とつ然ぜん、すぐそばで激はげしいブレーキ音。

　パン屋のトラック──その車体が陽ひ射ざしを遮さえぎる。

　助手席のドアが開く──二人の男が現あらわれる。

　どちらの手にも拳けん銃じゆう──低い声。

「騒さわぐな」

「まあ、大変」両手を挙げる鳳。「逆さからってはダメ。大人しく言うことを聞きましょう」

　冬真──啞あ然ぜん／呆ぼう然ぜん。

　鳳とともにトラックの荷台へ──ドアが閉しまる／走り出す。




　その様子を見つめる二人の少女。

　通りのビルの屋上──乙＋雛＝無線通信。

《鳳、演えん技ぎ下手すぎ》《ベタすぎぃ》

《お黙だまりなさい。しっかり追つい跡せきするんですわよ、お二人とも》

　走るトラック──追う乙＋雛。

　ビルの屋上から跳ちよう躍やく──次々に建物を跳とび渡わたる──軽々と。




　トラックの荷台──薄うす暗くらがり。

　荷台の内部に設せつ置ちされた、奇き妙みような機械の唸うなり──明めい滅めつ。

　体の拘こう束そく／物品の押おう収しゆう──されず。ただ得体の知れない機械と一いつ緒しよに閉とじ込められる。

「え……オルフェウス？」

「ええ。答えはどれだと思いますかしら？」

「あの……Ａ？　名前を呼よんだから？」

「ふふ。答えは無事に戻ったときにお教えしますわね♪」

　にっこり笑う鳳。

　無事に──という言葉で、怯おびえきった冬真の心しん臓ぞうが、ふいに恐きよう怖ふの音を立てた。

　全く突とつ然ぜん、暗くら闇やみに閉とざされ、再ふたたび太陽を見ることが出来るかも分からないという超特大級の理り不ふ尽じんさが、あらためて襲おそいかかってくる。二度と出来なくなるかも知れないことが次々に思い浮うかび、噴ふき出す恐きよう怖ふを倍ばい増ぞうさせた。

「こ、ここから出ないと……」

　中ちゆう途と半はん端ぱに腰こしを上げた途と端たん、トラックがカーブ──ものの見事にひっくり返った。

「う、うわっ、わっ……」

　心臓がバクバクと激はげしく鼓こ動どうし、パニックに襲われかけながら慌あわてて起き上がろうとしたところへ、ぺたりと、何かを頰ほおに貼はられた。

　薄暗闇──鳳の微び笑しよう。

「おまじないをして差し上げましたわ。もうこれで大だい丈じよう夫ぶ」

　バナナの香かおり──見えなくても分かった。

　おまじない＝絆ばん創そう膏こう＝蟹かに座ざの印。

「きっと助けが来ますわ。それまで落ち着いてお話でもしていましょう」

　鳳の穏おだやかな声──ほっぺの絆創膏。

　それだけで不思議なくらい心が落ち着き、苦しかった呼こ吸きゆうが和やわらぐのを覚えた。

「は、話って……何を……？」

「そうね……なぜ冬真さんは教会に入られたのですかしら？」

「ま、まさか入ると思わなかった。両親が死んで、バロウ神父に引き取られて……ウィーンの森の事じ故こ。戦争のために誰だれかが集めた武ぶ器きが暴ぼう発はつしたんだ。化学兵器──ハイキングに来てた友達みんな……」

　言葉が次々に滑すべり出て、ほとんど一息に言った──それでさらに不安が宥なだめられた。

「鳳さんは……なぜ公安に？」

「まさか入るとは思いませんでしたわ。似にていますわね。あたくしも家族を森で喪うしないましたの。理由は……そう。冬真さんと同じ。暴発。とても大きな……炎ほのお。それで一度、体を失って、でも新しい手足の操縦を誉ほめられて……ＭＳＳに入るよう勧すすめられたのですわ」

　思い出す──写真／機械の手足／見知らぬ少女たち。

「……写真を見たよ。君のデスクで。あの、失礼だと思ったんだけど……」

　くすっと笑う鳳。

「構かまいませんわ。大切な物ですけれど、隠かくす物ではありませんもの。乙さんに雛さん、それに……あたくしを導みちびいて下さった、二人の大事なお友達」

「お友達も……ＭＳＳに？」

「ええ。三人一緒に。あの二人のお陰かげで今のあたくしがありますの。でなければ、あたくし今でもずっと、泣いてばかりでいたに違ちがいありませんわ」

　微び笑しよう──そっと頭上を指さす。

「今は二人とも、天そ国らから見守って下さっていますわ……きっと」

「そう……なんだ」

　口ごもる。気まずさ──なし。ひとえに鳳の平然とした態たい度どの賜たま物もの。

「あの漢詩キヤラクター・ポエトは？　何かのおまじない？」

「あれは『胡蝶の夢ドリーム・オブ・バタフライ』……父様が教えて下さったの」

　遠い眼まな差ざし──鳳の唇くちびるから、澄すんだ声こわ音ねが零こぼれ出す。

　詠えい唱しよう。

　昔、荘そう周しゆうは夢ゆめで蝶ちようになった／ひらひらとして蝶そのものだった／

　自然と楽しく気持ちがのびのびした／自分が荘周であることは分からなかった／

　にわかに目覚めると、なんと自分は荘周だった／

　荘周の夢で蝶になったのか、蝶の夢で荘周になったのかは分からない／

　しかし荘周と蝶とには間違いなく区別があるはず／

　こういうのを「物化」という。

「あたくし、幼おさない頃ころは病気ばかりで学校にも行けず、家で勉強しておりましたの。そんなあたくしに父様が、蝶の夢の詩を教えて下さったのですわ。でも最初は英語の詩でしたから、もとは漢詩だと知ったのはずいぶん後になってからでしたの」

　鳳──くすくす笑い。

「夢で蝶になったのか……蝶の見る夢なのか」

　冬真──不思議な気分で呟つぶやく。

「幼い頃は、蝶になった自分を空想したものですわ。でも大事なのは、それを空想する自分が間違いなく生きてここにいるということ。あなたもあたくしも、まだ生きておりますもの。決して諦あきらめず、焦あせらず、心穏おだやかに。必ず助かると信じましょう、冬真さん」




　　　　Ⅳ




　第二区レポルトシユタツト／ドナウ運うん河がとドナウ川の中州──プラーターの森の遊園地。

　タクシーが停車した。

　運転手につれられ二十階建てのビルへ──エレベーター。

　最上階の展てん望ぼう台だいに出る──一キロ先に見える観かん覧らん車しや／まばらな観光客。

　その一角。静かに佇たたずむ女──チュニック丈だけの長なが袖そで／パンタロン／頭にスカーフ。

　運転手に肩かたをつかまれ立ち止まるバロウ神父──矢や継つぎ早に言葉を放つ。

「ファトマ。君の国トルコは政せい教きよう分ぶん離りを唱え、ＥＵ加か盟めいを目指してさらなる民主化を進め、過か去この大戦における虐ぎやく殺さつの罪つみも国こく際さい的に償つぐなった。君は祖そ国こくと神を否ひ定ていするのか。イスラムの指導者イマームたちも、今このとき聖せい戦せんを唱える者は一人もいないのだぞ。アラブ諸しよ国こくもテロ戦争を支し援えんすることはない」

「祖国と神アツラーは、大いなる炎をキプロスで上げた。私も兄シェネルもそこにいた。そして……あなたも」

　女──今まさに炎を見つめるような眼差し／声音。

「そしてこの国オーストリアは、トルコがヨーロッパと関かかわることを長らく拒こばみ続け、イスラムへの懐かい疑ぎと憎ぞう悪おの種を育てた」

「戦場と化したキプロス島を見て、私は兵器開発から退しりぞくことを決めた。あの島の悲ひ劇げきを知る者が、なぜそれを繰くり返すのだ」

「繰り返しはしない。全すべては勝利のため。あなたもそれに協力しなければならない」

「協力？」

「私たちが組み立てる器うつわについて調べないこと。ＭＳＳには、私たちが指し示じした通りの内ない容ようを伝えること。さもなくば……」

「偽にせ情じよう報ほうなどすぐに露ろ見けんする。その前に冬真の姿すがたを見せたまえ。幾いくらでも偽ぎ造ぞうできる画が像ぞうや音声ではなく、本人の姿を」

　女＝ファトマが指さす──反対側のエレベーター。

「そこに来ています」

　振ふり返るバロウ神父──愕がく然ぜんとなって凍こおりつく。

　離はなれた場所に立つ二人の男──そして冬真──鳳。

　鳳の無線通信。《バロウ神父様を確かく認にん》

　ニナの鋭するどい応おう答とう。《一いつ般ぱん客きやくの退たい避ひは完かん了りようしている。そこにいるのは擬ぎ装そうした警けい官かんたちと武ぶ装そう犯はんたちだけだ。やれ、妖精スプライトたち！》

　鳳の手が腰こしポシェットへ──魔ま法ほうのように一いつ瞬しゆんで拳けん銃じゆうが現あらわれる。

　流れるようなきわめて自然な動作で構かまえる／狙ねらう──撃つタタン！。

　バロウ神父のそばにいた運転手が胸むねに弾だん丸がんを食らって吹ふっ飛んだ。

　両りよう脇わきの男たちが慌あわてて銃を抜ぬく。

　鳳──冬真の襟えり首くびをつかんでしゃがませ、至し近きん距きよ離りで撃つタタン！、撃つタタン！、撃つタタン！。

　男たちが棒ぼうのように倒たおれる──血が雨のように降ふり注ぐ／凄すさまじいまでの硝しよう煙えんの臭におい。

「わあっ、わっ、わぁーっ！」

　言葉にならない悲鳴を上げる冬真を引きずり、カフェのカウンターの陰かげに飛び込こむ鳳。

　周囲──一般客に化けた警察／テロリストたちが銃を抜く。

　激はげしい銃じゆう撃げき──血ち飛沫しぶき／砕くだけ散る観光土産みやげ／銃弾の熱で燃もえ上がる絨じゆう毯たん。

「ドキドキするっしょーっ‼」

　エレベーターから飛び出す疾しつ風ぷう──ロリポップをくわえた乙。

　テーブルを盾たてに銃撃戦を繰り広げる男たちの顔面へ、飛び蹴げり／回し蹴り／かかと落とし──悶もん絶ぜつ／転てん倒とう／失神。

「いじめないで、いじめないで‼」

　雛──乙の背はい後ごで炸さく薬やくを減へらした対人地じ雷らいを点火。

　音速で発はつ射しやされたる鉄の玉が、銃を構える男たちをまとめて吹っ飛ばした。

　ニナ──バロウ神父を非ひ常じよう階かい段だんの方へ避ひ難なんさせながら銃撃。

　その対角線上──倒れゆく仲間たちを、じっと見つめるファトマ。

　警官がファトマに銃を向けて叫さけぶ。

「動くな、逮たい捕ほする！」

　ニナの怒ど号ごう。

「何をしている、射しや殺さつしろ！」

　ファトマ──ゆっくりとスカーフを外す。

　警官たちが息をのんで後ずさる。

　無毛＝額ひたいの後ろ・耳の後ろ・後頭部が消失──脳のうのない女の微び笑しよう／携けい帯たい電話を操そう作さ。

　バロウ神父の叫び。

「よせっ、ファトマーっ‼」

　はっとなる鳳──冬真を引っ張ぱる／銃を窓まどへ向ける──撃つタタン！。

　亀き裂れつ──肩かたから飛び込む／ガラスが砕くだける──二人、地上三百メートルの空中へ。

「うぁっ……ああああーっ‼」

　冬真の絶ぜつ叫きよう──めくるめく落下の加速／吹き上げる猛もう風ふうが叫びをかき消す。

　そしてファトマの服の下で、爆ばく薬やくが点火された。

　轟ごう音おん──展望台の窓ガラスが吹き飛び、炎を噴ふき出した。

　真っ逆さかさまに落下する二人──絶叫し続ける冬真。

　鳳の冷静な呟つぶやき。

「転送を開かい封ふう」

　唸うなるような音とともに鳳の手足をエメラルドの幾き何か学がく的な輝かがやきが包む。

　手・足が粒りゆう子し状じように分ぶん解かい／置ち換かん──一瞬で機き甲こう化か。

　そして鳳の背せから生える、紫むらさきの輝きに満ちた──蝶ちようの羽。




　第一区インネレシユタツト──ＢＶＴビル会議室。

　モニター──爆発炎えん上じようするプラーター・ビル。

　ぶるぶる震ふるえるゴットフリート内ない務む大臣──顔面蒼そう白はく。

「か、か、か、観光名所で、自爆を許ゆるすとは……」

　どよめき──腰を浮うかす制せい服ふく組ぐみ／軍服組。

　ヘルガの重い声。「逮たい捕ほを命じず、即そく射殺すべきでした……局長」

　モニター脇わきのエゴン局長──警けい察さつへの無線機を手に棒ぼう立だち。

　そこへ公安委員が走り込んできて叫んだ。

「第二十七区ヴイーナーヴアルト、ドナウ川にて巨きよ大だいな物体が浮ふ上じよう──南下を開始！」

　みな次々に立つ──叫ぶ──わめき散らす。

「なんだと⁉」「ヘリを北へ！」「なんたる失しつ態たい！」「映えい像ぞう班はんを急がせろ！」

　モニターに表ひよう示じ──空くう撮さつ部隊の映像。

　遊ゆう覧らん船せんを転てん覆ぷくさせながら河かわを南下するもの──漆しつ黒こくの骨組み。さながら巨大な魚の骨ほね。肋ろつ骨こつしかない潜せん水すい艇てい。船せん尾びから船首にかけて、真っ黒い筒つつ状じようの何かが設せつ置ちされている。

　エゴン局長──呆ぼう然ぜんとなってよろめく。

「な、何だ、あれは……」

　ヘルガ──果か敢かんな表ひよう情じよう。

「〈ステュクスの渡わたし船〉……冥めい府ふの案内者カロンが乗る弔とむらい船の名。ＭＳＳでつかんだ情報の中に、あの水中移い動どう砲ほう台だいの設計概がい要ようがありました」

「ほ……砲台だと？」

　目を剝むくエゴン局長──同じとき、モニター上で船が停止した。

　その肋骨が開く──骨組みが川底・川岸に突つき刺ささる──船体を固定。

　筒が仰ぎよう角かくを向き、筒内から小口径の筒が次々に伸のび、馬ば鹿かげた長大さの砲身に。

「あんなもの、一発撃うてばひっくり返るだけだ」

　呆あきれ返るエゴン局長──だがさらに事じ態たいが進しん展てん。

　にわかに船体中央部で水すい蒸じよう気きが発生。船の周囲だけ河の色が変わる。

　波が盛もり上がる──河の水がどんどん吸すい寄よせられて棘とげだらけの個こ体たいへ変へん貌ぼう。

　啞あ然ぜんとなる制服組──度ど肝ぎもを抜ぬかれて叫ぶ軍服組。

「こっ……氷だとぉーっ……⁉」




　第二区レポルトシユタツト──展望台。

　階かい段だん際ぎわ＝爆ばく発はつを逃のがれたニナ／バロウ神父／数名の警察官たち。

　ニナの携けい帯たい──画面に転送される空撮部隊の映像。河の水を凍こおらせる巨大な鉄てつ塊かい。

　バロウ神父が言った。

「氷結装そう甲こうだ。通つう常じようの氷ではなく、凍とう結けつ剤ざいとの親和作用でコンクリートのように固体化する。破は壊かいしても河の水を吸い上げ、すぐに修しゆう復ふくされるだろう」

「砲ほう撃げきまで、どれくらいの猶ゆう予よが？」

「十秒足らずで砲台が安定する。射しや程てい範はん囲いは……ミリオポリス全ぜん域いきだ」




　ひらりひらりと舞まう紫むらさきの輝かがやき──鳳の背から生えたアゲハチョウの羽。

　右手に非ひ常じよう識しきな特大サイズの十二・七ミリ超ちよう伝でん導どう式重じゆう機き関かん銃じゆう。

　左手に抱だきかかえられた冬真──必死に鳳の体にしがみつく。

　剝き出しの頰ほおに吹ふきつける上空数百メートルの風。

　九十度変転した世界──地面が巨大な壁かべのように見える。

　恐きよう怖ふと驚おどろき──得体の知れない感動で声もなく硬こう直ちよく。

　ビル──風に吹かれる爆ばく煙えん。

　その陰かげから、青と黄の輝き──同じく機甲化した乙＋雛。

　三人の脳のう裏りに響ひびく無線通信──ニナの声＝刃やいばのごとき鋭するどい指令。

《要撃小隊〈焱の妖精フオイエル・スプライト〉へ、ただちに要撃開始！　敵砲撃を封ふうじ、本体を破壊しろ！》




　　　　Ⅴ




　凍りつく河──立ちこめる冷気。さながら冥府の光景。

　砲台が安定するとともに、機械と〝融合・総合・結合〟された存そん在ざいが、自じ我がを確たしかなものにしてゆく。

　鋼こう鉄てつに覆おおわれたシステム──その中心で輝く大きなカプセル＝髄ずい液えき＝脳のう。

　もはや女が兵器になったのか、兵器であった存在が女の脳を得たのか、はっきりと区別することも出来ない。意識にのぼるのは数多あまたの標ひよう的てき群ぐん。そして積み込まれた砲ほう弾だんの束──その全すべてを撃ち尽つくすという焼けつく思い。

　犠ぎ脳のう＝無力な者が破壊の炎ほのおをもたらす／訓練も学習もないまま戦いの化け身しんとなる。

　機械の目／機械の耳が、大気の動きを正せい確かくに読み、巨きよ大だいな砲身が狙ねらいをつける。

　始めよう──この命を全まつとうするために。

　装そう塡てん──かつてなく満たされる思い。

　そして──咆ほう吼こう。

　凄すさまじい轟とどろきとともに無数の氷ひよう片へんが舞まい上がり、灼しやく熱ねつの砲撃が放たれた。




《さ──ぁ、乙さん、雛さん！　等とう間かん隔かくに縦じゆう列れつ追つい随ずい！　敵の砲撃に合わせ両りよう翼よく補ほ佐さ！　よろしいですわね！》

　鳳の即そく応おう──冬真を抱かかえたまま羽をはばたかせて北上。

　想そう像ぞうを絶ぜつする速度で、髪かみが・衣服が・手足さえもが煽あおられる。発車したジェットコースターの先頭で安全装そう置ちもなく立っている気分／風ふう圧あつ／上じよう昇しよう感／めくるめく速度の激げき流りゆう。

《砲撃確かく認にん！》

　ニナの通信──鳳の羽が大きく翻ひるがえり、液えき晶しよう系けいの螺ら旋せん分子で形成されたその羽自身が、一種のセンサーとなり、音波・電子・各線探たん査さによって標的を把は握あく。

　巨大な機銃を掲かかげ──構かまえ／狙ねらいをつけた。

「大砲の玉ごときがなんぼのもんですのぉ──っ‼」

　冬真──呆ぼう然ぜん。

「大砲って……」

　激しい風の音の向こうからやってくる、壊こわれた笛が出すような、ひゅるひゅるという音。

　掃ダダ射ダ！＝鳳ダダのダダ右ダダ手ダダのダダ機ダダ銃ダダがダダ凄ダダまダダじダダいダダ連ダダ射ダダ速ダダ度ダダでダダ火ダダ線ダダをダダ吐ダダきダダ出ダダしダダてダダ切ダダ迫ダダすダダるダダ音ダダをダダ迎ダダ撃ダ！。

　そダダしダダてダダ青ダダ空ダダのダダ一ダダ点ダダでダダ閃ダダ光ダダがダダ生ダダじダダたダダかダダとダダ思ダダうダダやダダ──

　雷らい鳴めいのような爆発音が、大空に囂ごう々ごうとこだました。

《初弾を撃げき墜つい》

　鳳の報ほう告こく──さらに直進／さらに砲撃を確認／掃ダダ射ダ！・掃ダダ射ダ！・掃ダダ射ダ！──瞬またたく間に撃墜。

　上空の炸さく裂れつが砲弾のものであり、今その弾道を正確に直進しており、撃うち損そんじれば下手をすると真っ先に砲弾の直撃を食らうのだ──

　ということを理り解かいした冬真を、当然のことながら超ちよう弩ど級きゆうの戦せん慄りつが襲おそった。頭が真っ白になり、口が勝手に悲鳴を上げ始める。

「うっ……うわぁっ！　うあ、うわぁぁっ‼」

「あっ、ちょっと……」
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　鳳──暴あばれる冬真を抱だきかかえる／横よこ揺ゆれ／狙いがぶれる。

　砲弾の接せつ近きん──一いつ瞬しゆんで遥はるか上空を飛来＝撃ち損じ。

　さらに次弾の砲ほう撃げき音おん──対応不ふ能のう。

「うぉっひょー、ドキドキするぅーっ‼」

　凄まじい速度で飛ひ翔しようする乙──青の火。

　その空中捕ほ獲かく能力を比ひ較かくすれば、生物であろうと機体であろうとぶっちぎりで敵てきはいないトンボの羽。

　四つの関節を持つ両りよう腕うで──その灼刃ヒートブレードが白熱。

　飛来する砲弾へ鋭えい角かく的に切せつ迫ぱく──交こう錯さく──一瞬で焼き切られた砲弾が宙ちゆうで炸裂。

　青い輝かがやきが、揚よう々ようと宙を舞う。

「ボクをいじめないでぇ──っ‼」

　弾道上で正確に８の字ダンスをする雛──黄の火。

　超高度な姿し勢せい制せい御ぎよと滞たい空くう力りよくを誇ほこるスズメバチの羽。

　その左腕の円形ポッドから連結式爆雷チエーン・マインの束を展てん開かい──新しん体たい操そうのリボンのごとく投とう擲てき／炸裂／飛び散る鉄片＝砲弾を蜂はちの巣に穿うがつ──爆ばく炎えんが地上を眩まばゆく照らす。

　二人の散開──フォロー。

　鳳が急きゆう降こう下か──冬真を降おろした。

「ここでお待ちになって」

　冬真──愕がく然ぜん／涙なみだ目め／強風が涙さえ吹ふき飛ばしてゆく。

　落下する以前に、地上を見るだけで魂たましいが砕くだけそうな高所──

　地上二百五十メートルのドナウタワーの尖せん塔とう。

　それでも鳳の飛翔に付き合う方が恐おそろしく、がくがく震ふるえながらうなずく冬真。

　鳳の微び笑しよう／飛翔──冬真に背せを向け北上。

　そして。

　地上──パン屋のトラック。

　その荷台の機械が作動開始──突とつ如じよとして、目に見えぬ電子の爆風を吹き荒あれさせた。

「なに……⁉」

　鳳──ふいに耳鳴り／無線通信にノイズ。

　沈ちん黙もく──センサーの大半が無む効こう化か／手足に軋きしみ／羽に重み。

　まるで音も光もない泥どろ沼ぬまに放ほうり込こまれたような感覚。

　理解＝強力な電でん磁じ波は。電磁気パルスＥＭＰ爆ばく弾だんなどに類した兵器。

　戦慄＝散開した仲間と連れん絡らく不能／再ふたたび食らえば羽の機き能のうが失われて落下する可か能のう性せい大。

　選せん択たく＝一瞬の判はん断だん──直進。

　決断＝敵へ向かって、決して振ふり返らずに飛翔。

　信しん頼らい＝電磁兵器を察知した仲間が訓練通りフォローしてくれるはず。

　信頼＝仲間は縦じゆう列れつの先頭にいる自分が敵を要撃すると信じているはず。

　信頼＝羽が機能を失っても、優ゆう秀しゆうな接続官コーラスたちが一瞬で再さい転てん送そうしてくれるはず。

　信念＝自分は決して振り返らない。二度と──あのオルフェウスが犯おかした過あやまちのように。

　振り返ってしまうことで、大切な存そん在ざいを喪うしなうなどということは、絶ぜつ対たいにしない。

　果ダダ敢ダダにダダ掃ダダ射ダダ＝迫ダダりダダ来ダダるダダ砲ダダ弾ダダをダダ撃ダダ墜ダダ。

　飛ダダびダダ散ダダるダダ炎ダダ＝過ダダぎダダ去ダダっダダたダダ悲ダダ劇ダダ。

　甦ダダるダダ記ダダ憶ダ！。

　過か去こ。

　父と母──「由ゆい緒しよ正しい」家か系けい。

　生きつ粋すいのドイツ民族主しゆ義ぎ者しや。

　遺い伝でん病びようを抱えて生まれた鳳を溺でき愛あいしつつも「悲ひ劇げき」と呼よんだ。

　当時──ヒトの遺伝子解かい析せきに「アンサリＸＹプライズ」という高こう額がくの賞金がかけられ、世界の研究者が白熱。遺伝子研究が医学に応おう用ようされるも、世界的な「遺伝子差別」が高まっていた。

　鳳の弟と妹＝健康。長女の存在は隠かくされ続けた。だが鳳が物心つき始めた頃ころ、その存在が明らかになり──父は政せい府ふの重要ポストを失った。

　事実──不明。

　本当に遺伝子差別で職しよくを失ったのか、単に父が無能だったのかは分からない。

　だがそれ以来、鳳の両親は、あるカルト教きよう団だんに没ぼつ頭とうするようになってしまった。

　教団の主しゆ張ちよう──遺伝病を抹まつ殺さつすべきとする「ナチス優ゆう生せい学がく」は正しい。

　ただし遺伝子の欠けつ損そんは「人が持つミクロ物ぶつ質しつエネルギーの別空間の現あらわれであるオーラ」によって修しゆう復ふく可能。

　そのためには断だん食じきなど過か酷こくな修しゆ行ぎようが必要。

　教団員──多くの遺伝病を持つ子こ供ども／親が熱ねつ烈れつに修行に励はげむ。

　結果──何人もの子供が餓が死し。

　公安局の捜そう査さ──教団に解散命令。

　教団員は従したがわずに抵てい抗こう＝武ぶ装そう＝ウィーンの森に秘ひ密みつの「砦とりで」を作って立て籠こもる。

　そのときの鳳の目に映うつっていたもの＝狂くるった大人たち／鳳の病気が理由で、餓死寸すん前ぜんにされた弟・妹。

　ある夜──鳳は「砦」を抜ぬけ出した。

　弟と妹を助けてくれる大人を求めて逃にげたのだ。けれども暗い森の中で鳳は振り返った。弟と妹のことが心配で、「砦」に戻もどってしまった。

　同じとき──教団を捜査する公安員たちがすぐそばまで来ていたことも知らずに。

　同じとき──狂った大人たちはついに「最後の救きゆう済さい」として教団員を一か所に集め、長々とした祈いのりのあとで、大量のロケット燃ねん料りように火をつけようとしていたことも知らずに。

　泣きながら「砦」に戻った鳳を、燃もえ盛さかる炎ほのおと爆ばく風ふうが出で迎むかえた。

　父母は塵ちりに。弟と妹は、後日、炭化した顎あごの骨ほねのかけらが発見された。

　鳳は全身負ふ傷しよう──瀕ひん死し。

　児童福ふく祉し局きよくで機械化され、労働児童育成コース行きに。

　狂った炎──今でもはっきり思い出せる。

　自分があのとき振り返らず助けを求めていれば、止められたかもしれなかった。

　けれども過去を思い出す自分は、決して過去の思いの産物ではない。

　一人だけ生き残ってしまった自分──そのことを嘆なげく思いも今は過去のものだ。

　はっきりとした区別──意い識しき。

　狂ってしまう前の父様が、自分に教えてくれたこと。

　今ここにいる自分は、今この瞬間を生きる「物化」された自分なのだから。

　轟ごう音おん──砲ほう撃げきの音がすぐそばに迫せまった。

　河面かわもに鎮ちん座ざする真っ黒い砲台が、肉にく眼がんでも見える。

　掃そう射しや──ほとんど目の前で砲ほう弾だんを破は壊かいした。

　吹ふき荒れる炎と鉄てつ片へんの嵐あらしの中を真っ直すぐに飛び抜けてゆく。

　降こう下か──近づくほどに自分の体が小さくなっていくような錯さつ覚かく。

　あまりに巨きよ大だいな存在。鳳の上半身がそのまま入りそうな大口径。まるで黒いビルが凍とう結けつしたような姿すがた。

　掃射──砲台全体を覆おおう分ぶ厚あつい氷の装そう甲こうを撃うち抜けない／破壊してもすぐ復活。

　弱点＝ただ一つ。

　砲口に刻こく印いん＝『プリンチップ株式会社Princip Inc.』

　鳳の口から迸ほとばしる言葉にならぬ声──吶とつ喊かん。

　その眼がん前ぜんで砲口の闇やみが鳳を向く──砲撃。

　凄すさまじいまでの至し近きん距きよ離りで音速を超こえる砲弾と機き銃じゆう掃そう射しやが激げき突とつした。

　閃せん光こうと轟音によって一いつ瞬しゆんで視し界かいを失い、音が消え、斧おののように機甲を切り裂さく爆ばく圧あつの中を飛び抜けながら、鳳は、果か敢かんにして問答無用の勢いきおいで、右みぎ腕うでごと機銃を砲口の中に突つっ込んだ。

「ご奉ほう仕しさせて頂いただきますわぁ──っ‼」

　叫ダダ喚ダダとダダとダダもダダにダダ砲ダダ身ダダ内ダダ部ダダへダダ掃ダダ射ダダ＝無ダダ数ダダのダダ火ダダ線ダダがダダ砲ダダ台ダダ内ダダ部ダダへダダ躍ダダりダダ込ダダむダダ。

　跳ダダ弾ダダのダダ嵐ダダがダダシダダスダダテダダムダダをダダ切ダダりダダ裂ダダくダダ／カダダプダダセダダルダダをダダ穿ダダつダダ／脳ダダをダダ吹ダダきダダ飛ダダばダダすダダ。

　ぎダダっダダしダダりダダ詰ダダめダダ込ダダまダダれダダたダダ砲ダダ弾ダダにダダ食ダダいダダ込ダダむダダ。

　爆ばく裂れつ──巨きよ大だいな金かな槌づちで叩たたかれたように、氷ひよう塊かいが木っ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。

　河面から鋼こう鉄てつの破は片へんが混まじった濁だく流りゆうのような黒こく炎えんが噴ふき出し、砲口が、血のような炎と爆圧を吐はいて、鳳の右腕をもぎ取った。

　武器と右腕を失って、宙に放ほうり出される鳳──強烈な爆風を立て続けに浴びた羽が急きゆう激げきに機き能のうを低下。

　十数メートルの高さから落下──歯を食いしばる鳳。

　その視界の隅すみに──鋭えい角かく的に滑かつ空くうしてくる青い火。

　鳳が宙ちゆうに差し出す左手へ、四つの関節を持つ長い腕が伸のばされ、しっかりとつかんだ。

「ドキドキしたー鳳ぁ⁉」

　笑い──乙。

　河の下流から飛んでくる黄色い輝かがやき──雛。

「変なトラックがいてボクをいじめようとしたからぁ、やっつけたよぉ、鳳ぁ」

　鳳──微び笑しよう／信しん頼らいに応こたえてくれた仲間たちへの感かん謝しやを込めて。

「ありがとう……乙さん、雛さん」




　ＢＶＴビル会議室──電波妨ぼう害がいで乱みだれるモニターの画が像ぞう。

　ノイズ──ふいに映えい像ぞうが元に戻もどった。最も頑がん丈じような砲身だけを残して瓦が解かいした砲台の様子を、その場にいる全員が目まの当たりにする。

　脱だつ力りよくして座ざ席せきにへたり込むゴットフリート内ない務む大臣。「や、や、やった……」

　制せい服ふく組ぐみ／軍服組の歓かん声せい──呆ぼう然ぜんとなるエゴン。

　ヘルガの淡たん々たんとした報ほう告こく。

「通信回かい復ふく……ＭＳＳ要よう撃げき小隊が目標を撃げき滅めつ。もし地上部隊がいれば、電でん磁じ波はによる攻こう撃げきを未然に防ふせげたはず。どうか地上部隊の復帰をご検けん討とう下さい、局長」

　エゴン──苦しげ。

「だ、だが、一いち部ぶ署しよに、警けい備び計画の逸いつ脱だつを許ゆるすわけには……」

「いいえ。バタフライ効こう果かですわ」

「なに？」

「蝶ちようのはばたきが、海を越こえた大陸で台風を起こす……同じシステムを用いても、ちょっとした前ぜん提ていの違ちがいから重大な結果の違いが出ることの、喩たとえです。私どもＭＳＳは逸脱するのでも、無む闇やみと武ぶ装そう化かするのでもなく、蝶のはばたきのように微力ながらも確たしかな働きをもって、都市の警備計画を遂すい行こうする所しよ存ぞんです」

　ヘルガ──立て板に水の演えん説ぜつ。

　全員の注目を浴びるエゴン──怒いかりで息を詰つまらせながら。

「し……慎しん重ちように、検けん討とうする」

「ありがとうございます、局長」

　ヘルガの微び笑しよう──艶あでやかに。




　近づいてくる三つの輝かがやき──尖せん塔とうで震ふるえる冬真に安あん堵どの笑えみ／その顔が急に強こわばる。

「お待たせしましたわ、冬真さん♪」

　鳳──右腕が肩かたからもげてなくなっている。

「腕が……」

「ご心配なく。この方が体重が軽くなって運びやすいんですの」

　差し出される左手──冬真が慌あわてて握にぎる。鳳にしがみつく。

　鳳の全身の機甲──戦せん闘とうの過か酷こくさを物語る損そん傷しよう──亀き裂れつだらけ。

　一か所だけ柔やわらかな感かん触しよく──頰ほおに当たる鳳の胸むね。

　思わず顔が赤らんだ。その頭上で鳳の声がした。

「冬真さんと、お二人には、頑がん張ばったご褒ほう美びにクイズの答えをお教えしますわ♪」

　冬真＋乙＋雛の回答。

「クイズって……Ａ？」「あー、Ｂ？」「Ｃでしょぉ」

「うふふふ、なんでしょう？」

　鳳──やたら嬉うれしげ。

「正せい解かいは乙さんっ、Ｂ──っ‼　でした──っ‼」

　着地──整地されたプラーターの森の一角。

　ふと、降こう下かの不安を紛まぎらわすために、鳳が自分に話しかけてくれていたことに気づいた。

「Ｂって……振ふり返ったから？」

「その通り、ですわ♪」

　鳳＝にっこり──ふわりと宙ちゆうに舞まい上がる。

「さ、この道を真っ直すぐ、振り返らずにお進みになって。そうすれば、ニナさんとバロウ神父様がいるビルに着きますわ」

「あの……」

　礼を言う間もなく、冬真が見上げるよりも、もっと高い場所へ。

　はばたき──踊おどるように。

　紫むらさき・青・黄の輝かがやきが、晴れた青空の彼方かなたへ飛び去っていった。
















第三話　ドラゴンフライ・ガール

















　　クイズです♪　クイズです♪

　　魚うお座ざは、双そう魚ぎよ宮きゆうとも呼よばれ、二匹ひきの魚の

　　尾おがリボンで結ばれた姿すがたで描えがかれます。

　　このリボンはいったい何のためでしょう？




　　　Ａ☆二匹を生いけ贄にえにする飾かざり

　　　Ｂ☆二匹が悪いことをした罰ばつ

　　　Ｃ☆二匹が離はなれないための命いのち綱づな












　　　　Ⅰ




《答えはど──れ、ですかしら──っ♪　乙ツバメさん、雛ヒビナさん？》

　鳳アゲハの無線通信──声なき電子のささやきウイスパー。

　夜の山さん岳がく地帯──そのどこかにいる二人──返答なし。

「はー、きれーな月。あそこまで飛んでいきてー」

　一キロ東──乙。

　月光を吞のんで光る、青い尖せん鋭えいな鋼こう鉄てつの四し肢し──〈転送〉済ずみの特甲トツコー。

　四つの関節を持つ長大な腕うで／逆ぎやく三さん角かくを描えがく尖とがった脚あし／背せに青い巨きよ大だいなトンボの羽。

　断だん崖がいに腰こしかけ、可か憐れんな唇くちびるにくわえたロリポップをガリガリ齧かじり、大たい気き圏けんの彼方を眺ちよう望ぼう。

「…………」

　二キロ南西──雛。

　丸っこいフォルムの鋼鉄の四肢──全身で危き険けん度どをアピールする警告黄色アンバー・ライト。

　その背で黄色に輝く鋭するどいスズメバチの羽。

　両耳にヘッドホン＆腰に旧きゆう式しきアイポッド──暗くら闇やみの恐きよう怖ふをかき消す管かん弦げん楽曲＝大音量。

　大きな樹きの根本にうずくまり、心の中で呪じゆ詛そ＝怖こわいよ怖いよ暗いの怖いよ暗いところはもう飛ばなくていいって言ったくせに鳳のバカバカ噓うそつきおたんこなす死んじゃえ。

《お・ふ・た・り・と・も》

　鳳──丘おかの上／右手に馬ば鹿かでかい機き銃じゆうを掲かかげ／ズガシャッ、とドラム弾だん倉そうを装そう塡てん。

《あたくしの訓練用の標的シース・シヤイベになるお覚かく悟ごですかしら？》

《Ｂす》《Ｃです》

　乙＋雛──即そく答とう。

《反はん応のうは迅じん速そくに。実戦でないからといって気を抜ぬいてはなりません》

　鳳──鮮あざやかな紫むらさきの光こう沢たくを放つ、優ゆう雅がなフォルムの鋼鉄の四肢／背に紫のアゲハチョウの羽／右手に超ちよう特とく大だいの兵器＝十二・七ミリ超ちよう伝でん導どう式重じゆう機き関かん銃じゆうをかざし、さらに無線通信。

《冬真トウマさんの答えはどれですの？》




　三キロ南──岩山のふもとに停車中の大型車。

　キャンピング・トレーラー並なみの設せつ備び──ＭＳＳの通信車両＝その観測室。

「へ……？」

　冬真──黒い学童服／柔やわらかな金きん髪ぱつ／碧あおの睛ひとみ／まだ立ち上がったばかりの子こ鹿じかの風ふ情ぜい──いきなり通信機インカム越ごしに鳳に呼びかけられ、びっくりして顔を上げる。

「あ、えっと……Ａの生贄？」

《さあ、どれでしょう♪》

　やたら嬉うれしげな音声──車内に設せつ置ちされた幾いくつものモニターの一つ＝遠くにいる鳳と機銃が小さく映うつっている。

《神父様は、どれだと思いますの？》

「私は既すでに答えを知っていてね、お嬢さんフロイライン」

　モニターをチェックするバロウ神父──司祭服／優やさしい微び笑しよう＆深い皺しわ。

「ここは解かい答とう者しやのために、ヒントを。二匹の魚は、姉と弟で──」

《ダ・メ・で・す、神父様！　それ以上言ってはいけませんわ。ニナさんはどーれ、ですかしら？》

「ふむ……なるほど」

　携けい帯たい電話を操そう作さするニナ──氷ひよう像ぞうのように直立不動／純じゆん白ぱくのスーツ／凜りんとした美び貌ぼう。

「今、携帯電話で答えを検けん索さくした」

《それはルール違い反はんです‼》

「速すみやかな情じよう報ほう収しゆう集しゆうと解かい析せきが私の役目でな」

　ニナ──小さく微び笑しよう。

「答えは演えん習しゆうの後だ。準じゆん備びはいいか、〈紫の火アメテユスト〉、〈青の火ザーフイア〉、〈黄トのパ火ス〉」

《いつでも♪》《うーす》《Ｃだもん》

　ニナの確かく認にん──観測準備の完かん了りよう／待機中のスタッフからＯＫの合図。

　バロウ神父が静かに／冬真が真しん剣けんに、モニターを見つめる。




　ニナの号令。《これよりＭＳＳ要よう撃げき小隊〈焱の妖精フオイエル・スプライト〉の演習を開始する！》

　丘の上──ふわりと舞まい上がる鳳。

　断だん崖がい──浮うき浮きと宙ちゆうへ跳とぶ乙。

　林──にわかに飛び出す雛。

　飛ひ翔しよう──丘を越こえ、谷を渡わたり、木々の間を縫ぬい、夜の闇やみを引き裂さくように。

　紫むらさき・青・黄の輝かがやき──僅わずか数秒で時速百キロ超に到とう達たつ。

　さらに加速──複ふく雑ざつな地形を難なんなく飛び抜ける。




「もう最初の目標地点に来た⁉」

　冬真の驚きよう嘆たん──モニター＝激はげしく変化する観測数すう値ち。

「見事だ……三人とも自じ在ざいに〈燐晶羽フエデール〉を使いこなしている」

　バロウ神父──重い呟つぶやき。

「すごい。虫の羽をモデルにした機材が、こんなにも高こう性せい能のうだなんて」

　冬真──興こう奮ふん気ぎ味み。

「もともと昆こん虫ちゆうの羽ほど多元的な能力を獲かく得とくした生体構こう造ぞうはない」バロウ神父──穏おだやかな声で解かい説せつ。「それは本来、体温を調節し、また光や音や温度を感知し、あるいは敵てきへの威い嚇かくや擬ぎ態たいを行う器官だった。それがいつしか高度な飛行能力までも獲得したのは、驚おどろくべき神の御み業わざというほかない」

　モニターの数値が証しよう明めいする高い能力──〝生体力学現げん象しよう〟

　羽を上下に動かすのではなく、８の字を描えがきながら羽全体を裏うら返がえし、揚よう力りよくを発生。柔じゆう軟なんに羽が動くためヘリコプターなどの尾び翼よくは一いつ切さい不要。どんな飛行機も実じつ現げん不ふ可か能のうな、ホバリング・運うん搬ぱん飛行・垂すい直ちよく離り着ちやく陸りく・姿し勢せい制せい御ぎよ・旋せん回かい運動など、超高度な飛行能力を発はつ揮き。

　ニナ──さらに解説。

「また、どんな飛行機体も、失速すれば必ず墜つい落らくする。だが虫はその羽の能力ゆえに突とつ風ぷうの中でも自在に飛行することが可能。まさに、決して失墜しない、究きゆう極きよくの飛行体だ」




《うっひょぉーっ、ドキドキしてきたぁーっ！》

　乙──凄すさまじい高速飛行。

　羽がセンサーとなって周囲の地形を把は握あく──尖とがった岩の狭はざ間まを、瞬またたく間に飛翔。

　ニナの通信。《これより〝ハエフリーゲ〟の群むれを飛ばす。各員、連れん携けいして追い立てろ》

　乙の前方──小さな輝きが次々に出しゆつ現げん。

　ブンブン音を立てる飛行体──三人の〈羽フエデール〉の開発時に生まれた副産物。

　小型の〈羽フエデール〉を装そう備びした円えん盤ばんが、待機していたスタッフが操そう作さする射しや出しゆつ機きによって打ち出され、鳳・乙・雛の前方を飛び回り、仮想敵フエイカーの役をなす。

《敵を探知スパイク！　さーぁ、乙さん、雛さん！　目標群を追つい尾び！　予定空くう域いきで二人交こう互ごに挟撃サンドイツチ訓練を二回ずつ！　良いですわね！》

　鳳──〈紫の火アメテユスト〉

　敵群に後方から切せつ迫ぱく／機き銃じゆうを構かまえ／狙い／掃ダダ射ダ！＝ペイント弾だん。

《ボクをいじめないでぇーっ！》

　雛──〈黄トのパ火ス〉

　泣き声／右みぎ腕うでの武ぶ器きを掲かかげる／火か炎えん放ほう射しや＝オレンジ色のスプレー。

《ドキドキするっしょー！》

　乙──〈青の火ザーフイア〉

　かじり終わったロリポップの棒ぼうをぷっと捨すて、ハエの群に向かって突とつ撃げき滑かつ空くう。

　両腕・両りよう脚あしから飛び出す灼刃ヒート・ブレード＝訓練用なので灼しやく熱ねつしないまま。

　ハエの一匹を撃墜ヒツト──鋼こう鉄てつの刃やいばで叩たたき割わる。

　ニナの声。《直ちよく接せつ攻こう撃げきはするな〈青の火ザーフイア〉。これは演えん習しゆうだ。〈紫の火アメテユスト〉の指し示じに従したがえ》

　だが乙は、すかさず次の一匹に接せつ近きんすると、トンボの顎あごのごとき両腕を開き、問答無用で木っ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだいた。




《二つ目の〝ハエフリーゲ〟の破は壊かいを確かく認にん》

　通信車両──別室にいる情じよう報ほう官かんより報告。

　ニナ──氷の剣けんのごとき鋭するどい表情／その手に握にぎった携けい帯たい電話が、みしっと軋きしむ。

　ふいに、lulululu という響ひびきがスピーカーから聞こえ、驚いて顔を上げる冬真。

「乙の羽の歌声だ」

　バロウ神父──モニター上で音おん源げんを特定。

　人間の耳には聞こえない低周波＝観測機を通して増ぞう幅ふくされ、やっと聞こえる、かすかな羽の歌声。

「羽が音を出しているんですか？」

「揚よう力りよくを増まし、より高速で複ふく雑ざつな飛行を可能にするための機能だ」

　バロウ神父──モニター操作／乙の体内情報／脈みやく拍はく・脳のう波はを追跡トレース。

「瞑めい想そう状じよう態たい……？　いや……まるで悪あく夢むにうなされているようだ……」

　突とつ然ぜん、ビーッという音が発生。

　モニターに光点──乙が〝攻撃不可の標的〟を、すなわち地上に設せつ置ちされた一般市民を示すターゲット群を、まとめて粉ふん砕さいしたことを示しめす音だった。




《何をしているのですか、乙さん‼》鳳の怒ど声せい。

《あーあ》雛の呆あきれ声。

　どちらも乙には聞こえず／届とどかず／地上すれすれの超ちよう低空飛行で丘に飛び出していた。

　まるで青い輝かがやきを放つ砲ほう弾だんのように、設置されたターゲットを次々に打ち砕いてゆく。

「もっとドキドキさせてよーっ！」

　迸ほとばしる笑い声──だがその胸むねの鼓こ動どうは決してドキドキなどしない。

　ただ機械化された心しん臓ぞうのペースメーカーが、チクタク・チクタク・チクタクと精せい確かくに時計のような音を立てるだけ。

　その胸＝音の奥おくで、何かが首をもたげ、にやりと笑うイメージが、ふいに乙の脳のう裏りに閃ひらめいた。

　それは大きなワニ──いつからか乙の胸の奥に住みついた〝時計を吞んだワニクロツクダイル〟だ。

〝そのままドキドキし続ければ〟

　とワニが言う。

〝パパとママに会えるかもしれんぞ〟

　乙は従った──自分が何の声を聞いているのかも考えず。

　加速──目の前が真っ青に透すき通る、異い様ような興こう奮ふん状態。

　すぐ背はい後ごから自分を脅おびやかすものが迫せまっているとでもいうような超高速飛行。

　みるみる迫るハエの射しや出しゆつ機き──大きくその右腕を振ふりかぶった。

　慌あわててスタッフが退たい避ひ──乙が切迫。

　その手刀＝右手首が、杭打ち器バイルバンカーのように前方に向かって飛び出し、ハエの射出機の側面を貫かん通つう。

　だが灼しやく熱ねつ機能はオフになっていることから対象を溶よう断だんできず、真っ直すぐ飛び抜ぬけようとして右腕全体が引っ掛かかり／ひん曲がり／衝しよう撃げきとともに四つの関節がバラバラに分ぶん解かいされて宙ちゆうを舞まった。

　拍ひよう子しに乙の全身が前のめりに失速／前方へ向かってキリモミ──瞬しゆん時じの判はん断だんで、迫る地面を左足で蹴ける。

　角度が悪く足首が砕くだけ飛ぶ／右みぎ膝ひざが岩地に激げき突とつ／素す早ばやく残った左腕で頭部をカバー。

　墜つい落らく──手足が折おれ跳とぶ衝撃。

　地面を転がること二百メートル余あまり──もうもうと砂さ塵じんを巻まき上げ、やっと停止していた。




「た……大変だ！」

　冬真──乙の墜落を確認し、慌てて通信車両から飛び出していく。

「生身の損そん傷しようは確認されていない」

　バロウ神父の呟つぶやき──深い溜ため息いき。

「乙の……例のあれかね？」

　ニナ──ようやく携けい帯たい電話を握にぎりしめる手から力を抜いて。

「……おそらくは」

　通信車両から三百メートルほど離はなれた地点──ハエの射出機の一つに、乙のもげた腕うでが突つき刺ささっている。

　周辺──照明／飛散した乙の機き甲こうの破は片へん／集まってくる訓練スタッフの大人たち。

　そして担たん架かに乗せられた乙。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ⁉　乙さん……」

　息せき切って駆かけつけた冬真が、ぎくりと凍こおりつく。

「へーき、へーき。大したことないっしょ」

　笑う乙──右腕／両りよう脚あしが、砕け／もぎ取られ／左腕しかない欠損した姿すがた。

　羽だけが、背せから両りよう脇わきへ柔やわらかく伸のびている。

　その姿に、冬真の中の何かが衝撃を受けた。

　それは、人間には手足があるのが当たり前という、逆さからいがたい常じよう識しきだ。

　しかしそうではない。考えるまでもなく、ない者もいる、という事実の方が、よっぽど当たり前であり常識なのだ。

　その冬真の背後から、バロウ神父が現あらわれ、乙に歩み寄よった。

　ペンライトの灯あかりで、乙の手足＝機甲の損傷を見る。

　そのせいで、乙に手足がないということが余よ計けいにあらわになったが、バロウ神父も乙もスタッフの大人たちも、まるで気にしていないようだった。

　バロウ神父がペンライトをしまった。

「問題ない。衝撃を防ふせぐための、通つう常じようの壊こわれ方だ。よく咄とつ嗟さに地面から自分を守ったね。帰ったら念のため精せい密みつ検けん査さをしよう。痛いたみは？」

　乙が顔を横に振る。

「元に戻もどっていい？」

「ああ。還かん送そうを実行しなさい」

　乙の唯ゆい一いつ無事な左手が宙ちゆうに差し伸べられた。

〈還送〉──転てん送そう塔とうにアクセス／その手足がエメラルドの輝かがやきとともに粒りゆう子し状じように分解／一瞬で置ち換かん／羽が消え、傷きず一つ無い普通の手足に戻った。

　通常の制せい服ふく＋手足に戻り、スカートを翻ひるがえらせながら担架から飛び降おりる／伸びをする。

「んー。ドキドキしたー！」

「馬ば鹿かおっしゃい」

　びしっと叩たたきつけるような声──鳳。

　ぎくっとなる乙──つかつかと歩み来る鳳＝通常の制服＋手足。

　その背はい後ご──同じく通常の姿に戻った雛が、肩かたをすくめながら追つい随ずい。

　乙の目の前で、ぴたりと足を止める鳳──腕組み／無む表ひよう情じよう／美しいまでに引き締しまった顔／左目の傷／まばたきせぬ深紫の瞳デイープ・パープルにみなぎる異い様ような迫はく力りよく。

　沈ちん黙もく──鳳は無言／乙も無言。

　乙が耐たえきれなくなったように、そっぽを向き、もごもご呟く。

「別に……二回も敵てきに勝ってんじゃん。こんな訓練、ほんとは必要ねーっしょ……」

「それを判はん断だんするのはあなたではありません」

　鳳──雷かみなりのように相手をすくませる声こわ音ね／迫力。

「一いつ般ぱん市し民みんを示しめすターゲットまで破は壊かいするような人が、一度や二度の実戦で勝ったくらいで、訓練が必要ないなどと、どうして言えるのでしょうね」

「別に……」

　口ごもる乙──そのまま言葉を失い、むっつり押おし黙だまる。

　雛は距きよ離りを取って退たい避ひ／何となくはらはらする冬真／バロウ神父は静かに傍ぼう観かん／ニナは目もくれずスタッフに後始末を指し示じ／大人たちはみな仕事に取りかかっている。

　叱しかられて周囲から取り残されたような乙──やがてまたぽつっと呟く。

「だって……」

「あやまんなさい」

　鳳──断だん固ことした一言／まるきり幼おさない弟妹きようだいを叱りつける長女の姿。

「だって……」

　また呟き──だが続きが出て来ない。胸むねの奥おくの、何か抗あらがえないものに従したがうしかなかったのだと言いたいが、説明するすべが分からず、黙りこくることしか出来ない。

　ふと、鳳が溜め息をついた。

　急に雰ふん囲い気きを和やわらげる／困ったような微び笑しよう／相手の内心を代だい弁べんしてやるように、優やさしく言った。

「実戦に勝って、浮うかれるのも分かりますわ。だって、それだけの戦せん闘とうを経けい験けんしたのですもの。でも、だからといって訓練を疎おろそかにしない心こそ、わたくしたちを守る、何よりの鎧よろいであり武ぶ器きなのですわ。誰だれのためでもない、あなたを守るための」

　一転して柔らかに諭さとす鳳──冬真の方が素す直なおに感心。

　だが乙は、そのいかにも長女的で全すべて分かったような口ぶりに、逆ぎやくにかちんと来た。反はん抗こうする理由が何なのかも分からず言葉が口をついて出た。

「一般市民なんて……仕事中だったら、何人殺したって良いんだろ」

　ぎょっとなる冬真／さらに縮ちぢこまる雛／バロウ神父は傍観／ニナがちらりと乙を見る。

　鳳──呆あきれ顔。

「何をおっしゃるの」

　乙──うつむいて。

「だって本当っしょ」

　冬真が咄とつ嗟さに振ふり返る──ゆっくりとうなずき返すバロウ神父。

「……戦闘中の彼女たちは法ほう務む上じよう、弾だん丸がんと同等の存そん在ざいだ。彼女たちが殺さつ傷しようした対象は、流れ弾に当たったとみなされ、彼女たちの誰も、責せき任にんは追つい及きゆうされない」

　絶ぜつ句くする冬真──だが鳳は平然としている。

「無む闇やみに市民を巻まき込こむような、性能の悪さを自じ慢まんする気ですかしら？　その前に大切な手足を壊こわしたことを反省なさい」

　乙──止まらない反抗態たい勢せい。

「どうせ偽物の手足じゃん。代スわペりアだって沢たく山さんあるっしょ」

　鳳──言いふくめるように。

「あなたの命は一つです。それを守るための手足を──」

「オレだってスペアはいるっしょ。鳳が前に組んでたやつらみたいに」

　すっと鳳の表情が消えた。

　冬真──呆ぼう然ぜん。スペア。予よ備び。代だい替たい品ひん。そんな言葉を人の命に当てはめて良いわけがないという、この上なくまっとうな気持ちが胸をつく。

　バロウ神父もニナも何も言わない。鳳に全てを任まかせている。

　乙──止まらない／止められない／意地になって言い放った。

「オレなんて、鳳の死んだ仲間のスペアっしょ。スペアが誰かを殺したって誰が気にすんの。スペアが死んだって──」

　鳳の淡たん々たんとした声。

「あやまんなさい」

　雛が天てん罰ばつを恐おそれるようにびくっとなる。

　乙──きっとなる／大きく息を吸すう／大声で叫さけぶ。

「どーせ、鳳だって人殺しじゃんかっ！」

　啞あ然ぜんとなる冬真。

　鳳──突とつ然ぜん、にっこりと微び笑しよう。

　ぎゅっと右みぎ拳こぶしを握にぎり、大きく振りかぶった。

「せーの♪」

　そして、冬真が目をまん丸にするのも／乙が叫ぶのも／雛があわわとなるのも、一いつ切さい構かまわず──凄すさまじい速さで右ストレート。

　ガッツーン、と良い音がした。




　　　　Ⅱ




　昼過すぎ／ミリオポリス第一区インネレシユタツト──ウィーン旧きゆう市し街がいと呼よばれる昔ながらの街。

　大通りを進む、〈ミリオポリス公安高機動隊ＭＳＳ〉の公用車──黒くろ塗ぬりのベンツ。

　後部座ざ席せきに二人の女じよ性せい──ＭＳＳ長官ヘルガとニナ。

「乙さんザーフイアが、そんなことを……鳳さんアメテユストも大変ね」

　ヘルガ──愛らしい小顔／アップにした金きん髪ぱつ／公安局の制せい服ふく／小こ柄がらだがバラの花のような存そん在ざい感。

「乙に例の兆ちよう候こうが見られた件けんはいかがしますか？」

「彼女のあれは特甲トツコー児童に必要な、強きよう迫はく観念の一つよ……そうたやすく消せるものではないわ。彼女たちに生きた弾丸としての自覚があるなら、その責せき任にんは、引き金を引く大人である私が背せ負おうだけよ、ニナ」

　ヘルガ──穏おだやかな声。

　神しん妙みようにうなずくニナ。

「それにしても……本当にスペアがあったら、少しは気が楽になるのかしらね。たった三人しかいない私たちの切り札……今は、一人として失うわけにはいかないわ」

「はい……ヘルガ長官」

　停車──〈憲法擁護テロ対策局ＢＶＴ〉ビルの駐ちゆう車しや場じよう。

　車を降おりてエレベーターへ──十五階。

　会議室に入るヘルガとニナ──敬けい礼れい。

　着席している情じよう報ほう監かん督とく官かん／情報官たち。

　中央に座すわる黒ずくめの男＝ＢＶＴ局長エゴン・ポリ──瘦そう軀く／眼鏡めがねの奥おくに神しん経けい質しつな目／黒いカマキリを連想。

　壁かべに巨きよ大だいモニター──撮さつ影えい班はんによる複ふく数すうのリアルタイム映えい像ぞう。

　ドナウ川沿えん岸がんの車工場──展てん開かいする特とく殊しゆ部隊／通信車両／封ふう鎖さ線せんが、映うつし出されている。

　エゴン局長──手て振ぶりでヘルガとニナに着席を促うながす。

「現げん在ざい、我わがＢＶＴが誇ほこる〈特殊憲兵部隊コブラ・ユニツト〉の機き甲こう部隊が展開中だ。諸しよ君くんの外部顧こ問もんトマス・バロウ神父の分ぶん析せきで、事前に敵てきの工場が特定された。これで、大型兵器の三度目の出しゆつ現げんはない」

「何よりです、局長」

　ヘルガ──ニナとともに、ゆったりと腰こしかけながら。

「ところで、なぜＢＶＴの情報監督官までお集まりに？　てっきり我がＭＳＳ地上戦せん術じゆつ班はんのミリオポリス復ふつ帰きについて、前向きな御ご返へん答とうが伺うかがえるかと思っておりましたが……」

「この作戦が、諸君らＭＳＳの部隊増ぞう強きようが不必要であるということの証しよう明めいともなろう」

「必要という証明になる可か能のう性せいもあると？」
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「その減へらず口が今日限かぎりになるという証明だ」

　エゴン──こめかみに怒いかりの青あお筋すじ／威い圧あつ／相手の言葉を一いつ蹴しゆうするように。

「情報官らに出席してもらったのは他ほかでもない。ＭＳＳ長官および副官である両名には、重大な情報操そう作さの嫌けん疑ぎがかけられているからだ。よって、ただ今より作戦と平行し、事じ情じよう聴ちよう取しゆを行う。両名にこれを拒こばむ権けん利りはない。結果次し第だいでは、この場で諸君らの即そく逮たい捕ほもありうるということを、肝きもに銘めいじておきたまえ」

　ニナ＝無表情──ヘルガ＝艶あでやかに微笑。




　ミリオポリス第二十六区ラツフルズシテイ──ドナウ川沿岸。

　遠くの対岸では、シンガポールから文化委い託たくされた石せき像ぞうが、平和そうに口から水を噴ふいている。獅し子しの頭に魚の体──マーライオン。

　河かわのこちら側では、小さな工場を特殊部隊が包囲／市民の退たい避ひ／突とつ入にゆう準じゆん備び中ちゆう。

　一角にＭＳＳの通信車両──通信官たちおよび冬真とバロウ神父が待機中。

「はー、良い天気ぃー」

　工場から百メートルほど離はなれたビル──屋上の柵さくに座すわる乙。

　左顔面に青い痣あざ／口にロリポップ／ほっぺに絆ばん創そう膏こう＝魚うお座ざの印＝いつものおまじない。

　昨夜──鳳にぶん殴なぐられ／だらだら鼻血を流すも、ただひたすら無言。

　今日──作戦開始時に鳳が絆創膏おまじないをほっぺに貼はるときも、目を合わさずむっつり。

「どうせ大人がいっぱいいて出番ねーし、ふけちまおーぜ、雛ぁ」

　乙＝反省の色──なし。

「鳳に撃うたれるよぉ」

　膝ひざを抱かかえて柵にもたれている雛──小さな鼻に絆創膏おまじない＝山や羊ぎ座ざの印／ヘッドホンをしたまま読どく唇しん術じゆつで返答。

「それより鳳にあやまったらぁ、乙ちゃん」

「やーだよ」乙＝身を翻ひるがえして屋上に着地。「雛が行かねーんならオレ一人で……」

「どこへ行く気ですの？」

　雛＝びくっと硬こう直ちよく──乙＝立ち止まる／むっつり。

　屋上出入り口──腕うで組ぐみする鳳＝じろっと半はん眼がん。

　叱しかるかと思いきや、くすっと苦く笑しよう／優やさしい口調に。

「様子を見に来てみれば……命令違い反はんで処しよ罰ばつされますわよ。配置に戻もどりなさい」

　穏おだやかに諭さとす長女的態たい度ど──それが、むしろ乙の理由無き反はん抗こう態たい勢せいを急きゆう激げきに促そく進しん。

　いらいら任まかせの言葉が口をつく。

「……スペアっしょ」

「まだそんなことを──」

「ほんと、やーだね。鳳の死んだ弟妹のスペアなんて」

　乙＝条じよう件けん反はん射しや的に発言／暴ぼう言げん。

　鳳＝さっと表ひよう情じようを失う／言葉を失う／怒いかり／あるいは、どこか傷きずついたような顔。

　雛＝とばっちりを恐おそれ、うずくまって目をそらす。

　そのとき──ずしん、と地上で重い音。

　工場へ歩み来る、クレーン車並なみの鋼こう鉄てつの巨きよ体たい。

　二つの腕うで・四つの脚あし／その背にまたがる操そう縦じゆう者しやのカプセル＝まるでラクダのこぶ。

〈特殊憲兵部隊コブラ・ユニツト〉が所有する軍用機体──正式名めい称しよう〝ケンタウロスツエンタウアー〟。

　別名〝フンコロガシコツト・ロールト〟×四機が、工場の敷しき地ち内ないへ侵しん入にゆう──包囲。

「怖こわぁい……」

　雛＝機体への率そつ直ちよくな感想。

　鳳／乙──無言で向き合ったまま。

「くれぐれも持ち場を離はなれてはなりません」

　鳳＝機械的に言って、きびすを返す／去る。

　乙＝置き去りにされたように、むっとしたままガリガリとロリポップを齧かじり続ける。




　ＢＶＴビル──会議室。

　モニターに映し出されるケンタウロスたち＝機械仕じ掛かけの馬と人間が一体化した鋼鉄の騎き士し──と言うには、かなりダンゴムシっぽい姿すがた。

「都市のマスターサーバーの管理下で、三か所のＢＶＴ管かん轄かつの格かく納のう庫こに、合計十六機のケンタウロスを緊きん急きゆう配はい備びした。もはやＭＳＳの戦せん闘とう部隊は必要ない」

　エゴン──勝ち誇ほこったような笑えみ。

「そもそも、ＭＳＳ地上戦術班を都市外へ派は遣けんさせたのは君自身だ、ヘルガ長官。彼らには当地での任にん務むがある。今さら戻せというのは虫が良すぎる話だ」

　ヘルガもニナも無言──エゴンが情じよう報ほう官かんらを見やる。

「では、モーリツ・ライト情報監かん督とく官かんより、ＭＳＳにかけられた嫌けん疑ぎについて説明してもらおう」

　監督官がゆっくり起立。ふっくらした頰ほお／右目に丸い電子眼鏡めがね／頭に青い除じよ菌きん帽ぼう／ゆったりとした法ほう衣えのような除菌服──まるで裁さい判ばん官かんのサイバー版ばんパロディ。

　太い指でキーを操そう作さ──モニターの一部にウィンドウ＝通信設せつ備びのデータを表ひよう示じ。

「データ規き制せいプログラムが使用された痕こん跡せきの一いち覧らんです。明らかにＭＳＳ側からの規制で、開示不ふ可かとなったデータには、敵てきの兵器に関する捜そう査さ情報もふくまれておりました」

　エゴン──後を続けて。

「ＢＶＴの下部組そ織しきにすぎんＭＳＳが、一方的に規制を敷しき、情報を独どく占せんした証しよう拠こだ。これは重大な越えつ権けん行こう為いであるばかりか、ＭＳＳが敵の活動を助ける工作をした証拠にもなりかねない」

「私どもが敵のスパイである……と」

　ヘルガ──やっと口を開く／穏やかな微び笑しよう。

「まさに密みつ室しつ裁判ですわね。望むところですわ、局長」

　そこへ別の情報官の声。「突とつ入にゆう準じゆん備びが完かん了りようしました」

　モーリツ監督官──淡たん々たんと無表情。

　エゴン──ヘルガを睨にらみすえたまま、うなずいた。

「……突入だ」
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　けたたましい音とともにケンタウロスが突進していった。

　上じよう腕わんの拳こぶしに内ない蔵ぞうされた振しん動どう型がた雷らい撃げき器きが、厳げん重じゆうにロックされた工場の扉とびらにヒット。

　轟ごう音おん──鉄の扉が吹ふっ飛んだ。

　同時に、銃じゆうを持った特とく殊しゆ部隊員たちが、入り口と窓まどから一いつ斉せいに侵しん入にゆうを開始。

　その様子を、通信車両のモニターで見つめるバロウ神父・冬真・ＭＳＳ情報官ら。

　一階＝無人──バロウ神父の呟つぶやき。

「地下だろう。何かが大量に電力を消しよう費ひしている」

　映えい像ぞう＝瞬またたく間に工場内を制せい圧あつする特殊部隊員ら。

　地下へ──一機のケンタウロスを先頭に扉を破は壊かい／侵入。

　にわかに唸うなるような音。

　ずらりと並ならんだ、巨きよ大だいな電リ磁ニ石ア式のカタパルトデッキ×複ふく数すう──まるで古代の射しや出しゆつ機き。

　デッキの上に積み重ねられた、鋭するどい形けい状じようの巨大な物体が、ガチリと音を立ててカタパルトに装そう塡てんされた。

「なんだ、あれは⁉」

　特殊部隊員の声──ケンタウロスを先頭に、射出機へ素す早ばやく接せつ近きん。

　そして待ちかまえていたようにデッキがそれを発射──猛もう然ぜんと飛来した。

　激げき突とつ──ケンタウロスの上腕を瞬しゆん時じに切せつ断だん──外へ飛び出した。

　屋外──通信車両へ歩み寄よろうとしていた鳳が、はっと宙ちゆうを仰あおぐ。

　ビルの屋上──呆あつ気けに取られる乙＋雛。

　それ＝ヨットのマストほどもある鋼こう鉄てつの刃やいば──さながら宙を舞まう巨大な短剣ダガー。

　後部に翼つばさ／ジェット噴ふん射しや──工場の壁かべを貫つらぬいて空中へ。

　同型のものが立て続けに射出され、群むれとなって空へ躍おどり出る。

「〈ステュムパロスの群むれ鳥どり〉だ……！」

　通信車両──バロウ神父の切せつ迫ぱくした声。

「高度な編へん隊たいプログラムによって自じ律りつ飛行する強きよう襲しゆう飛行機体……。これほどの数を用意していたとは……」




　ＢＶＴビル──会議室。

　席を蹴けって立ち上がるニナ。「ただちに要よう撃げきを──！」

「不要だ！　ケンタウロス機き甲こう隊たい、今すぐ鎮ちん圧あつしろ！」

　叫さけぶエゴン──ヘルガを振ふり返る／睥へい睨げい。

「支し局きよくにすぎんＭＳＳの越えつ権けんについて、ヘルガ長官の言い分を聞いておこうか」

「守るためですわ……この都市と、そして我われ々われの組そ織しき全体を」

　ヘルガ＝一点の曇くもりもない微び笑しよう──データディスクを取り出し、座ざ席せきの端末パソコンに差し込こむ。

「これが、その証拠です」

　モニターに新たなウィンドウが出しゆつ現げん──暗号解かい読どくのデータ群。

　エゴン＝不ふ快かい／不ふ審しん。

「……なんだ、これは？」

「私どもが発見したスパイプログラム……全すべてＢＶＴ本部に仕し掛かけられたものです」

　ぎょっとなって跳とび上がる情じよう報ほう官かんら──エゴンの怒ど声せい。

「何を馬ば鹿かな‼」

「いかなる言語にも翻ほん訳やくしえない言葉を発する〈テューポーンの黒い舌した〉……かつてプリンチップ社が開発し、七年前のクーデターで猛もう威いを振るったスパイプログラムの名です。発見不ふ可か能のうとさえ評ひようされるそれを解かい析せきできるのは公安局マスターサーバー〈[image: バク]バク〉のみ」

　エゴン──握にぎり拳こぶしを机つくえに叩たたきつけて。

「でっち上げだ‼」

「解析結果をもとにＢＶＴのシステムをお調べ下さい。なお侵しん入にゆう経けい路ろは有線でも無線でもなく、電気コードです。電力回路から直ちよく接せつ、情報を読み、外部へ流す仕組み……ですわね？　モーリツ・ライト情報監督官どの？」

　エゴン──ぞくっとなった顔で振り返る。

　いまだ無表情のままのモーリツ監かん督とく官かんが、冷ややかな眼まな差ざしをヘルガに向けている。

　ゆっくりと立ち上がり、その場にいる面々を見み渡わたすヘルガ。

「先ほど私が密みつ室しつ裁さい判ばんと申し上げたのは、被ひ告こくとしてではありません。原告として、そこにおられる監督官を、漏ろう洩えい罪ざいの容よう疑ぎで訴うつたえるためですわ……局長」




　ドナウ川沿えん岸がん──屋外にて棹さお立だちになる三機のケンタウロス。

　その腕うで＝ガトリング砲ほう──空飛ぶ短剣の群むれを迎げい撃げき。

　地下にいるケンタウロスが、射出機に向かって連射。

　崩ほう壊かい──射出機に仕掛けられていた爆ばく薬やくが点火した。

　大爆発──工場の屋根がめくれ返って炎ほのおが噴ふき出し、ビル屋上の乙が歓かん声せいを上げた。

「すっげーっ！」

　そのそばで雛が怯おびえた顔でうずくまる。

「うぇ……」

　ケンタウロスが建物の屋根に登って敵てきを迎撃──だが、いきなり砲火が停止。

　全ぜん機き能のう停止──次々に残りのケンタウロスたちがひざまずき、動かなくなった。

「どうなってる⁉」特殊部隊員らの困こん惑わく。

　そしていまや空を覆おおい尽つくさんばかりに増ふえた短剣の群から、一体が急きゆう降こう下か。

　停止したケンタウロスに迫せまる──その腹はらに突つき刺ささる。

　寸すん前ぜんで逃にげ出していたパイロット──その背はい後ごで短剣が自爆。

　閃せん光こう──爆ばく炎えん──ケンタウロスの手足が吹ふき飛び、胴どう体たいが燃もえ上がった。

　敵＝空飛ぶ機き雷らいの群──燃もえ盛さかる爆ばく炎えん。

　それらを見つめる乙の胸むねの奥おくで、チクタク・チクタクと音が響ひびき、また、あのワニが現あらわれようとしていた。




　ＢＶＴビル──会議室。

「ケっ……ケンタウロスが⁉　何が起こった⁉」

　愕がく然ぜんとなるエゴン──うろたえる情報官たち。

　微び動どうだにしないヘルガ・ニナ──そしてモーリツ監督官。

　モニター──ケンタウロスの最後の一機が抵てい抗こうも出来ず、複ふく数すうの短剣に貫つらぬかれ爆ばく砕さい。

「……ＢＶＴの緊きん急きゆう回線から、配はい備びされた全ケンタウロスに活動停止プログラムを流し込んだのだ」

　ぼそりと声──モーリツ監督官。

　エゴン──息を詰つまらせる／声を絞しぼり出す。

「モ……モーリツ監督官……？」

「全員、動かないように」

　懐ふところから手を出すモーリツ監督官──拳けん銃じゆう／エゴンに狙ねらいをつける。

　ニナの即そく応おう──素す早ばやく銃を抜ぬき／構かまえ／モーリツ監督官の頭部を狙う。

「無む駄だな抵てい抗こうはよせ！」

「きっ、貴き様さまっ！　それでも生きつ粋すいのオーストリア人か！」

　エゴン──銃を向けられながら絶ぜつ叫きよう。

「愚おろか者が！　国家反はん逆ぎやく罪ざいで即そく逮たい捕ほだ！　一生を連れん邦ぽう刑けい務む所しよで送るがいい！」

「逮捕……？　それは無理だ。私という存そん在ざいは、もうここにはいない」

　モーリツ監督官の不気味な笑えみ──もう一方の手で、頭の除じよ菌きん帽ぼうを外す。

　エゴンと情報官ら──絶ぜつ句く。

　ニナとヘルガ──眉まゆ一つ動かさず。

　モーリツ監督官──無毛＝額ひたい・耳の後ろ・後頭部が消失＝脳のうのない男の笑み。

「七年前のクーデターで、真に国家を憂うれえる者は死に、血まみれの怠たい惰だに染そまった日和ひより見み主しゆ義ぎ者しやどもだけが生き延のびて権けん力りよくを手にした……。今日、その報むくいをもたらすべく私は生きた。 新たな全体主義の担にない手として、 この国の迎げい合ごう主義者どもに鉄てつ槌ついをもたらすために」

　モーリツ監督官──エゴンを見つめ／引き金を絞り／言った。

「死ぬがいい」

　高らかに響ひびき渡わたる銃声──弾はじかれたように背せをそらし、よろよろと後ずさるエゴン。

「な……」

　エゴンの目が、呆ぼう然ぜんとヘルガへ向けられる。

　ヘルガ──その手にいつの間にか握にぎられた銃──引かれた引き金／硝しよう煙えんの臭におい。

　ごぼっと、モーリツ監かん督とく官かんが血を吐はいた。

　首に二発──延えん髄ずい破は壊かい＝その場にくずおれた。

「な……な……」戦せん慄りつから醒さめぬエゴン。

　沈ちん黙もくする部屋に響く、苛か烈れつな声──ヘルガ。

「ただちに第一態たい勢せいへ移い行こうよ、ニナ！　待機中の全接続官コーラスに〈[image: バク]バク〉のフル稼か働どうを指令！　〈焱の妖精フオイエル・スプライト〉による要よう撃げきを開始する！」
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　空を覆おおい尽つくすべく飛び交かう短剣の群。

　それの一体──内部にカプセル＝髄ずい液えき＝脳のう。

　その意識は個人ワタシであることをやめ、機械の群ワタシとして目覚めている。

　個こが全体、全体が個である存在ワタシとなるための犠ぎ脳のう。

　個の拡かく散さん──新たな自じ我がの獲かく得とく＝究きゆう極きよくの全体主義。

　使命に生きる者が、正しい報ほう復ふくをもたらすために。

　何も恐おそれはしない──全ては同どう胞ほうたちのため。

　さあ行こう──この命を全まつとうするために。

　滅ほろびが群となって襲おそいかかるときが来た。




《要撃開始！　犠脳体兵器の連れん携けいを断たち、同どう空くう域いきからの侵しん攻こうを許ゆるすな！》ニナの指令。

　乙──歓かん声せいを上げて屋上から思いきり跳ちよう躍やく。

「転送を開かい封ふう‼」

　乙の体をエメラルドの輝かがやきが包み、一いつ瞬しゆんで置ち換かん──青い鋼こう鉄てつの四し肢しとトンボの羽を持つ特甲トツコー機体と化す。

　鋭するどい輝きに満ちた青い火──猛もう然ぜんと飛ひ翔しようを開始。

「待ってよぉ、乙ちゃーん」

　背はい後ごから雛──黄の火。

　鳳が先行して機き甲こう化か──上空から指し示じ。

《さ──ぁ、お仕事ですわよ‼　乙さん、雛さん！　旋せん回かい運動中の敵てき群ぐんを三方から追撃！　要撃地点に追い込こみますわ！》

　乙──魚の群に食いつくサメのごとく迫はく撃げき。

　猛もうスピードで交こう錯さく──手足の灼刃機能ヒート・ブレードをいかんなく発はつ揮き＝すれ違ちがいざまに両りよう断だん。

　敵が爆ばく炎えんを上げるより遥はるか以前に離り脱だつ。急きゆう襲しゆう能のう力りよくにおいて全地球規き模ぼで勝てるものなどいないトンボの羽が、さらに揚よう力りよくを求めて Lululululu と人間には聞こえない歌声を発する。

　僅わずかに遅おくれて鳳と雛が追撃を開始。

　敵の即そく応おう──群を三分ぶん割かつ＝直進する群・左旋回する群・右旋回する群。

　うち、右旋回した群が降こう下か──速度を増ます。

　食らいつく乙──急降下／反転／九十度のＬ字ターン。

　非ひ常じよう識しきなほどの超ちよう高こう速そく・超高度な追つい跡せき飛行。

　速度を上げて横転ローリング──背面飛行から水平飛行へ一いつ瞬しゆんで戻もどる。恐おそるべき空戦機動で群のど真ん中を突つっ切りながら体を回転させ、問答無用の超ちよう近きん接せつ空戦戦せん闘とう。

　小隊の〝迫撃手モータル〟──その真しん骨こつ頂ちよう。

　切せつ断だん／溶よう断だん／両断──飛行する短剣の群を一挙両断、立て続けに起こる爆ばく炎えん。

《乙さん！　ルートに戻りなさい！》

　鳳の声──だが乙の心には届とどかない。追い立てるべき群の進行を塞ふさぎ、別ルートへ旋回させ、返す刀で先頭の機体を切り裂さき、輝かしい炎ほのおに見入り／ぞくぞくし／笑った。

「ドキドキするっしょーっ‼」

　激はげしい叫さけび──だがその胸むねは決してドキドキなどしない。

　機械化された胸の鼓こ動どう──正せい確かくに時を刻きざむ音＝チクタク・チクタク・チクタク。

　その時計のような音が体の中から迫せまってきて、ふいに、胸の奥おくに住みついた、あの凶きよう暴ぼうな〝時計を吞んだワニクロツクダイル〟のイメージとともに、炎の記憶が甦よみがえってきた。

　最初に思い出すのはシートベルト。

　そして飛行機。

　乙──八歳。

　その日、パパとママに挟はさまれて飛行機の座ざ席せきに座すわっていた。仲が良さそうな親子。

　けれどもパパは言った。〝パパとママは別々の場所で暮らすことになったんだ〟

　そしてママは言った。〝どちらと住みたいか、あなたが選んで良いのよ〟

　二人の冷たい声。二人は喧けん嘩かをしたわけではなかった。ただパパにはパパの仕事があって、ママにはママの夢ゆめがあった。どういう仕事であり夢であったか、もう思い出すこともできない。でもそれらが、そのとき座っていた座席のシートベルトみたいにパパとママを縛しばり付けてお互たがいの手も握にぎれないようにしてしまったことだけは覚えてる。

　飛行機──乙がパパとママのどちらと暮らすか決めるまで、親しん戚せきに預あずけるための旅。

　パパとママと自分がバラバラに別れて、みんなが独ひとりぼっちになるための空の旅。

　最悪の旅。

　機体がガタガタ揺ゆれて、急に斜ななめになったり。

　フライトアテンダントが忙せわしげにどこかと連れん絡らくを取ろうとしたり、〝大だい丈じよう夫ぶです〟〝当機の安全は〟といったことを、不自然なくらい冷静に口にしていたりした。

　そんな中、乙はむっつり押おし黙だまっていた。

　他人の前ではパパとママが普ふ通つうの夫ふう婦ふみたいに振ふる舞まっていることが悲しくて。

　そして急にシートベルトを外すと、座席から飛び出したのだ。

　そんな場所に座っているからいけないんだ。そんな風に縛られてるくらいなら外せば良いんだ。そうすればパパとママも本当はお互いのことが好きで、乙もパパとママのことが好きで、また三人一いつ緒しよに暮くらせるんだ──

　そう言いたくてたまらなくて、でもどうしようもなくて、パパとママの制せい止しの声も聞かずに通路に飛び出したとき。

　飛行機の窓まどの外で、真っ赤な炎ほのおが噴ふき上がっていた。

　耳が痛いたくなるほどの音──そこら中で悲鳴が上がり、何より自分の心しん臓ぞうがドキドキ激はげしい音を立て、パパとママが何かを言っているのに何も聞こえなくなってしまった。

　ぐわん、という感じで世界が斜めになった。

　乙は宙ちゆうに投げ出され、四方から轟ごう音おんが迫せまり──そして、衝しよう撃げきが来た。

　その瞬しゆん間かん、乙は、飛行機事じ故この中でも、最悪の死がどのように訪おとずれるのかを目まの当たりにした。高速で飛来する機体が山さん岳がくにぶつかった衝撃とともに、速度と圧力が、腹はらに巻まかれたシートベルトを刃は物ものと化しめ、乗客の肉体を、一いつ斉せいに、真っ二つに切断したのだ。

　そのとき、乙は死に包まれ、死に救われた。

　切断された乗客たちの体が宙に飛び出し、その肉と骨ほねとはらわたが、機体の壁かべに叩たたきつけられる乙のクッションとなったのだ。

　暗転──そして再ふたたび乙が目覚めたとき、その体はまさに奇き跡せき的に生せい存ぞんしていた。

　背せ骨ぼねは折おれ、胃い袋ぶくろは裂さけ、肺の血管は破は裂れつしていたが、それでも生き残った。

　また、さらに奇跡的なことに、一帯に雨雲が押し寄よせ、激はげしい炎を消し去ってくれた。

　墜つい落らくした夜から、救助されるまでの十時間以上──乙は死体の山の中にいた。

　パパとママを探さがし、やがて朝あさ陽ひが射さしてきたとき、きらきら光るものを見た。

　千切れて転がった二本の腕うで──その右手と左手が、しっかり握り合っていた。

　光るものは左手の指輪だった。ママの指輪。パパとママの手。

　乙は動くことも声を出すことも出来ず、ただ二人の手を見つめていた。

　唯ゆい一いつの生せい存ぞん者しや＝乙は、救助され、機械化され、ただちに労働児童育成コース行きに。

　炎＝ドキドキする心臓の鼓こ動どう──その向こう側には今も、あの座ざ席せきに座すわったパパとママがいて、通路に出た乙に向かって何かを言っている。

　二人が何と言っていたか、知る方法は一つしかない──とワニが言う。

　速度を上げろ。炎を起こせ。何もかも真っ二つにしろ。

　本当に死ぬほどドキドキした、あの墜落の瞬間のように。

　そうすればもう一度、パパとママに会えるかもしれないぞ──




《止まれ、〈青の火ザーフイア〉！　〈紫の火アメテユスト〉、それ以上〈青の火ザーフイア〉を先行させるな！》

　ニナの鋭するどい叫さけび──鳳の歯がみ／敵てき群ぐんに機き銃じゆう掃そう射しやを浴びせながら、相手を呼よび続ける。

《乙さん！　止まりなさい、乙さん！》

　ふいに無線通信＝雛。《ねえ鳳ぁ。あの子たち、乙ちゃんをいじめる気だよぉ》

《なんですって？》

《乙ちゃんが追いかけてるんじゃなくて追いかけさせてるの。あの子たちの一人に乙ちゃんが近づいたら爆い発じすめるるつもりだよぉ。そうしろって、一番大きな子が言ってるからぁ》

《一番大きな子？》

　鳳の探たん査さ──該がい当とうなし／どれも全く同じ形けい状じよう。

　だが雛がそう言うなら、そうなのだ。

　敵はいわば空飛ぶ爆ばく弾だんであり、そして雛は天才的な爆弾魔まだった。

《今言った敵を教えてちょうだい、雛さん》

　鳳の要よう請せい──素す早ばやく敵を追撃しながら、雛が脳のう裏りの映えい像ぞう情じよう報ほうを送信。

　標的役である〝あの子たちの一人〟および〝大きな子〟を確かく認にん。

《あとねあとね、大きな子の頭の中だけやっつけたらぁ、ボクがその子になったりとか出来るかもぉ》雛＝妙みように楽しげ。

　鳳──ルートおよび要撃地点を再さい設せつ定てい／作戦立案──そして、言った。

《あたくしが、乙さんを使って、大きな子を仕し留とめますわ。その後は、あなたに任まかせますわよ、雛さん》




　止まらない／止められない突とつ撃げき滑かつ空くう──青の火＝乙。

　激はげしい旋せん回かいを繰くり返す敵の群むれに食らいつきながら、ワニの声を聞いていた。

　あの飛行機がなぜ墜おちたか──ワニは言う。あれは事じ故こじゃない。五人の男たちがパイロットを殺し、自分たちで操そう縦じゆうして、ミリオポリスに突つっ込もうとしたのだ。

　あの伝説の９１１──ツインタワーみたいに。だが飛行機の燃ねん料りようもろくに計算せず、このままでは墜ちると慌あわてた挙げ句、本当に墜ちたのだ。

　あるいはもう一つの噂うわさ──ハイジャックされた飛行機が都市へ接せつ近きんすることを恐おそれた軍が、多数の乗客ごと、極秘に撃墜したのだ。

　そういうやつらがパパとママを奪うばい、同じような種類の人間がこうして繰り返し現あらわれ、乙に炎ほのおを見せ続けるなら、いっそ炎を自分のものとして相手に叩たたきつけてやればいい。

　もし炎がパパとママに会うための扉とびらなら──その鍵かぎを自分の手に握にぎりしめ、まっしぐらに突っ込んでいけばいい。そう、ワニは言う。

　乙はその通りにした。真っ直すぐ真っ直ぐ、敵の群に飛び込んでゆく。

　ふいに減げん速そくする個体──乙の攻撃射界キル・ゾーンに入ってきた。

　それが、雛の言う〝あの子たちの一人〟であることなど考えもせず、乙は燃もえ盛さかる刃やいばを振ふり上げ、猛もう然ぜんと追いすがった──そのとき。

《いい加減になさい‼》

　もんのすごい怒ど鳴なり声が脳裏に轟とどろいた。

　敵の群と乙が、ほぼ直進コースに入った、その真正面に、突とつ如じよとして鳳が出しゆつ現げん。

　先回り──待ち伏ぶせした鳳が、敢かん然ぜんと機銃を構かまえ／狙ねらう。

　正せい確かくに、撃うつべきものだけを探査／意い識しきにとらえ──そして引き金を引いた。

　閃ダダ光ダ！──正確無む比ひな一連れん射しや。

　その灼しやく熱ねつする弾だん丸がんが、止まらない／止められない乙に向かって飛来した。

　体を固定するものなど皆かい無むの、きわめて不安定な滞空状態ホバリングにおいて、確たしかな意い志しを込めて引かれた引き金／放たれた弾丸──鳳の超ちよう精せい密みつ射撃。

　そして次の瞬しゆん間かん、超高度な空中機動を可か能のうとするトンボの羽が、ものの見事に撃ち抜ぬかれ、木っ端ぱ微み塵じんに吹ふっ飛んだ。

　急きゆう激げきな失速ストール──乙の目が真ん丸に見開かれ／宙ちゆうに投げ出され／落下した。

　体の自由が利きかず、まるであの墜つい落らく事じ故この瞬間に再ふたたび放ほうり込まれたような無重力の中。

　にわかに〝あの子たちの一人〟が自爆──数体が誘ゆう爆ばく。

　爆ばく圧あつと炎の嵐あらしが吹ふき荒あれ、その爆風に追いやられるようにしてさらに失墜／落下加速の中に叩き込まれる乙の脳裏に、またもや、すんごい声が轟いた。

《手を出しなさい‼》

　びくっとなって条じよう件けん反射的に頭上へ差し出した乙の右手を、炎の雲を突き抜けて現れた鳳の左手が伸のび──とらえ／握りしめた。

　しっかりと──固く。

　敵てきの群が、身動きの取れなくなった鳳と乙を狙って、すかさず旋回。

　だが鳳はそれらに目もくれず、後続してくる別の群へ向かって、巨きよ大だいな機き銃じゆうを掲かかげ／構え／狙い定め──叫さけんだ。

「ごダダ奉ダダ仕ダダしダダまダダすダダわダダよダダ─ダダ─ダダっダ！‼」

　一連の閃せん光こうが、群の中の一体を正確に貫つらぬいた。

　弾丸が機体を穿うがち／内部のシステムを引き裂さき／カプセルと脳のうを粉々に吹き飛ばす。

　だが群は止まらず──既すでに与あたえられた命令プログラムに従したがって行動／襲しゆう撃げき続行。

　迫せまり来る敵の尖せん端たんが刃の群となって、鳳の機銃／右みぎ上じよう腕わん部ぶを切せつ断だん。

　空中で身を翻ひるがえす鳳──右足で、飛来する相手の尖端を蹴けり飛ばした。

　衝しよう撃げきで足首がバラバラに崩ほう壊かい──反動で退たい避ひ。

　だが、すぐに周囲を旋回する何体もの敵が、二人を包囲。

　輪を描えがいて飛行する敵の群──二人もろとも自爆する気だと知れた、その直前。

　ふらふらと失墜する〝大きな子〟の腹はらに、ミツバチのようにぺたっと張はりついた雛が、鳳の空けた弾だん痕こんに手をかけて引き裂さき、内部に両腕を突っ込んでいた。

　その両手の指が工作機械に変へん貌ぼう──ふんふんこれこれこんな感じでボクのものになっちゃうんだよね、と自由落下の真っ最中に配線を改かい造ぞう──プログラムを流し込み／偽にせの指令を最さい優ゆう先せん事じ項こうとして設せつ定てい／群を形成する全すべての個体へ発信。

　敵全群が、ぴたりと一時停止。

　失速──失墜。

　全ぜん個こ体たいが、次々に、真っ逆さかさまになって下か降こうを開始。

　鳳と乙を取り囲んでいた個体も真下へ尖端を向け、次々にドナウ川に飛び込むと、水中で自爆し、マーライオンも驚きよう愕がくの水しぶきを立て続けに上げたのだった。
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　　　　Ⅴ




　ドナウ川沿えん岸がん──川かわ縁べり／工場付近。

　鳳がぐいっと乙の体を引き上げ、壊こわれた右腕で抱だき支ささえながら、ゆっくりと舞まい降おりた。

　鳳の左足／乙の両足が、穏おだやかに着地ランデイング──コンクリートの堤てい防ぼうの上。

　だが鳳は乙を離はなさず、その両手に力をこめ、片かた足あしで立ったまま、かすかに震ふるえている。

　乙──防ぼう御ぎよ態たい勢せい＝首をすくめ／身を固くし／怒ど鳴なられるかぶん殴なぐられるか蹴飛ばされるかと身み構がまえたところへ──訪おとずれたのは、小さなささやき声。

「……どーせ、偽にせ物ものじゃん。スペアじゃん。なんてこと、平気で言ってんじゃないっしょー……ですわ」

　鳳らしからぬ口調／こもったような声に、乙はびっくりして別の意味で言葉を失った。

「殺して良いじゃん。死んで良いじゃん。なーんてこと平気で言っちゃって、結局あなたが自分をどうして良いか分からない、だめだめな言い訳わけっしょー……ですわ」

　澄すましたような口調／けれども震える声こわ音ね／乙を抱く腕うでに優やさしく力がこもった。

「誰だれかが誰かの代わりになれるなんて、そんなことあるわけないっしょー……ですわよ。いっぺん、あなたの手足を作るために、どれだけの人がどんな思いを込めてくれてるか、知ってみろー……ってんですわ」

　乙は無言で顔も上げず、自分の方が手も足も無事なくせに、羽が破やぶれた自分を抱きしめてくれる相手に身を任まかせていた。なんだかそうしなきゃいけないような、そうするのが当然なような、不思議な気持ちで。

「なーにが……死んでも誰が気にすんだよーっ、ですか。このあたくしに向かって……」

　ふいに鳳がしゃくり上げ──そしていつもの、あの怒鳴り声がきた。

「あやまんなさいっ！　あなたがスペア呼よばわりした人たちにっ！　あなたを育ててくれたご両親にっ！　あなた自身にっ！　あやまんなさいっ！　このあたくしにっ！　あなたが死んでしまうなんて考えたら、怖こわくて怖くて悲しくてどうしようもないのにっ‼」

　ほとんど泣き声──どっちが年上だか分からない情なさけない声。

「一人になっては駄だ目め……絶ぜつ対たいに駄目。あたくしたち、いつでも三人一いつ緒しよよ。決して、誰か一人が背せ負おったり、誰か一人に任せたりしてはいけないの……お願い、分かって」

　けれども乙はやっぱりあやまることも出来ず、何も言えず、じっとしていた。ぽろぽろ零こぼれる涙なみだが乙の首くび筋すじにポタポタ落ちてきて、あったかくて、もっと何か言って欲ほしくて。

　ただ鳳の大きな胸むねに顔を押おしつけて、黙だまってその優しい声を聞いていた。




　ＭＳＳ通信車両──車内モニター。

　川縁に降り立った鳳と乙──そのそばに雛がふわふわ降りてくる。

　冬真──床ゆかにひざまずいて神に祈いのりっぱなしだった姿し勢せいのまま脱だつ力りよく。

「よ、良かった……三人とも無事で……」

　バロウ神父──モニターを見つめながら微び笑しよう。

「答えはＣ……だな」

「え？」

　きょとんとなる冬真──ふと思い出す。

　クイズ＝魚うお座ざのリボン。

「Ｃ……命いのち綱づな？」

「そう。あるとき天空にいるオリンポスの神々を、大地ガイアから生まれたテューポーンという怪かい物ぶつが襲おそった。かの雷らい霆てい降ふらすゼウスでさえ苦戦するほどの強大な怪物だ」

　バロウ神父──穏おだやかに／諭さとすでもなく／ゆっくりと懐なつかしい話でもするように。

「その怪物に突とつ然ぜん襲いかかられたアフロディーテとエーロースの姉弟きようだいは、咄とつ嗟さに互たがいの身をリボンで結び、魚に化けて河かわへ飛び込んだ。決してお互いが離れてしまわないように。それが魚座……どんな危き機きにおいても決して離れない、固い絆きずなを象しよう徴ちようする星座だ」

　バロウ神父が見つめるモニターに、冬真も目を向けた。

　互いを抱だきしめ、支ささえ合う手足──たとえ壊こわれていても、それが機械仕じ掛かけにすぎないとしても、決して偽物には見えなかった。何一つとして、偽物などなかった。




　ＢＶＴビル──会議室

　携けい帯たい電話を握にぎった手を下ろすニナ。

「要よう撃げきに成功……妖精スプライトたちは三人とも無事です」

　うなずき返すヘルガ──そこへカチリと撃鉄を上げる音。

　エゴン──死んだ男の手から銃じゆうを取り上げ、真っ直すぐヘルガに向けている。

「なぜスパイプログラムの存そん在ざいを私に連れん絡らくしなかった。事前に警けい告こくできたはずだ。そのために、ＢＶＴは厳げん重じゆうな緊きん急きゆう連れん絡らく態たい勢せいを──」

「作らされていたのです、局長」

「……なに？」

「モーリツ監かん督とく官かんが言ったではありませんか。緊急回線を通してケンタウロスの停止プログラムを流したと。その回線システムの構こう築ちくもふくめ、私たちはみな、それぞれの組そ織しきを──互いの反目を作らされていたのです」

　ヘルガ──自分に向けられる銃ではなく、真っ直ぐにエゴンの目を見つめ返して。

「あなたが私に銃を向けていること自体、敵てきが仕組んだ演えん出しゆつに過すぎないとしたら？」

「馬ば鹿かな。それがＭＳＳ長官としての言い分か？　独どく走そうの強きよう弁べんを──」

「いいえ。かつてともに学んだ、国こく際さい刑けい法ほう学がく研究メンバーの一人……その後こう輩はいとしての言葉ですわ。エゴン先輩」

　エゴン──沈ちん黙もく＝銃を向けたまま。

「ＭＳＳの地上戦せん術じゆつ班はんを都市外へ派は遣けんしたのは、まさにケンタウロスを襲ったような情じよう報ほう汚お染せんを避さけるため。敵のスパイプログラムの網を除じよ去きよし次し第だい、ＭＳＳはＢＶＴとの情報連絡を密みつに取る方ほう針しんです。今後は互いに情報を共有できるでしょう」

　ヘルガ──にこっと微笑。

「また、今回はっきりしたことが一つ……局長は、敵のスパイではないということ」

　エゴン＝青あお筋すじ。「当たり前だ！」

　微笑を消すヘルガ──毅き然ぜんとした表情に。エゴンに向かって、退たい室しつの敬けい礼れい。

「かつてともに国を守るすべを学んだメンバーが、いつか組織を超こえて、再ふたたび絆きずなを取り戻もどせることを信じております」

　きびすを返すヘルガ／ニナ──二人の退去を見送り、やがてエゴンが銃を下ろした。
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　翌よく々よく日じつ──夜の山さん岳がく地帯を飛び交かう紫むらさき・青・黄の輝かがやき。

　鳳の無線通信──潑はつ剌らつと。《位置につきましたわね！　本日の訓練を開始しますわよ！》

《うぃーす》《はあーい》

　乙＋雛──吞のん気きに応おう答とう。

《訓練といえども気を抜ぬいてはいけません。良いですか、乙さん。決して──》

《三人一いつ緒しよ、絶ぜつ対たい一人は駄だ目めっしょ》

　乙──そのぶっきらぼうな返答に、鳳が黙だまる。

《何度も言わなくたって……オレだって分かるっての》

　むすっとした感じの乙のいらえ。

《それなら……けっこうですわ》

　澄すました調子の鳳──その実、乙のこの上なく素す直なおな返事に、うるっとなっている。

　その様子を、モニター越ごしに見ている冬真──思わず微笑えましい気分になる。

　ニナの通信──鋭するどい指令。《訓練開始！》

　にわかに飛び立つ紫・青・黄の輝き──猛もう然ぜんと加速。

　鳳の号令。《さーぁ、仮想敵フエイカーが来ますわよ！　予定空くう域いきで挟撃サンドイツチ、良いですわね！》

　青い火──乙＝瞬またたく間に予定コースを無む視し。

《っひょー！　ドキドキしてきたーっ‼》

　飛び交かう〝ハエフリーゲ〟の群に向かって、最短距きよ離りで突とつ撃げき滑かつ空くう。

　雛がびっくりして退たい避ひ──乙は構かまわず〝ハエフリーゲ〟を破は壊かいし、そのまま射しや出しゆつ機きに切せつ迫ぱく。

　内なる衝しよう動どうのままに猛然と飛来──かと思うと、横よこ殴なぐりに飛んできたペイント弾だんの掃そう射しやにぶち当たり、くるくる回って慌あわてて着地していた。

「な……なにすんだよぉー……」

　全身どどめ色になった乙の情なさけない声。

「それはこちらのセリフです‼」

　鳳──いつでもまたペイント弾を発射する気で機き銃じゆうを構かまえたまま、乙の目の前で着地。

「あんなに言ったのに、まだ分からないんですか、乙さん‼」

　乙──あっけらかんと。

「だって、どうせ危あぶなくなったら鳳が助けてくれるっしょ？」

　鳳──ひくっと頰ほおが引きつる。

「なんですって？」

　雛が宙ちゆうでびくっと身を縮ちぢこめる。

　その様子を通信車両のモニター越ごしに見守るニナ・バロウ神父・冬真たち──揃そろって神妙な顔に。

「鳳、言ったじゃん。オレがどんなに速く飛んでっても、鳳たちがオレを一人にしないって。絶ぜつ対たいに」

　乙──心に一点の曇くもりもない晴れやか宣せん言げん。

「だからーオレ、いっぱいドキドキして良いし、好きに飛んで良いってことっしょー！」

　鳳は、しばし乙のその笑え顔がおを見つめ、やがて深々と溜め息をつくと、ズシャンと音を立てて機銃を地面に落とした。

　ぎゅっと右みぎ拳こぶしを握にぎりしめる──大きく振ふりかぶる。

「せーの♪」

　ガッツーン、と良い音がした。
















第四話　ハニー・ボム・ハニー

















　　クイズです♪　クイズです♪

　　「混こん乱らん」を意味する英語はパニックpanic。では、

　　その語ご源げんとなった星せい座ざは、どれでしょう？




　　　Ａ☆蟹かに座ざ

　　　Ｂ☆天てん秤びん座ざ

　　　Ｃ☆山や羊ぎ座ざ
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《さーぁ、答えはどーれ、ですかしら？　乙ツバメさん、雛ヒビナさん？》

　鳳アゲハの声なき電子のささやきウイスパー──顎がつ骨こつに移い植しよくされた通信機。

　ミリオポリス第十九区デープリング──ドナウ運うん河が沿ぞいに並ならぶゴミ焼しよう却きやく場じよう＆浄じよう水すい場じよう。

　配置についた少女Ｂ＋Ｃ──返答なし。

「超ちようダンジョンっしょー、これ！　ドキドキすんねー！」

　乙ツバメ──小隊の制せい服ふく＝青いスカート／ニーソックス／エナメル靴ぐつ。可か憐れんな唇くちびるにくわえたロリポップをガリガリ齧かじり、洞どう窟くつのごとき地下運河入り口にて果か敢かんな仁に王おう立だち。

「…………」

　雛ヒビナ──小隊の制服＝芥から子し色いろのスカート／ストッキング／エナメル靴。完全自じ己こ閉へい鎖さ中ちゆう──両耳にヘッドホン＆腰こしに旧きゆう式しきアイポッド＝下水道入り口にて、小さな体をすくませて呪じゆ詛そ＝暗いよ臭くさいよ気持ち悪いよこんなのひどいよ鳳のバカバカ呪のろわれて死んじゃえ。

　二人ともいつもの絆ばん創そう膏こう＝おまじないを配はい給きゆう済ずみ。

　乙＝ほっぺ＝魚座の印──雛＝鼻の頭＝山羊座の印。

《あ・な・た・た・ち》

　鳳──小隊の制服＝紫むらさきのスカート／タイツ／黒靴。浄水施し設せつの屋上にて仁王立ち──地上にいる二人を同時に視し野やに入れ、九ミリ拳けん銃じゆうにカチリと実じつ弾だん装そう塡てん。

《下水の底に沈しずみたいですかしら？》

《Ｂっす》《Ｃです》

　乙＋雛──即そく答とう。

《警けい戒かい待機中は常つねに緊きん張ちようを保たもつこと。ぼんやりしていては事じ態たいに対たい応おう出来ませんわ》

　鳳──銃にきちんと安全装そう置ちをかけ、さらに通信。

《冬真トウマさんの答えはどれですかしら？》




　浄水場の敷しき地ちの一角──雛が待機中の下水道入り口付近。

　通信機材＋丸テーブル＋日よけパラソル＋複ふく数すうのＭＳＳ通信車両および電力供きよう給きゆう車両。

「えっと……」

　冬真──パラソルの下で通信機を調整中／咄とつ嗟さに思案。

「Ａの……蟹座？」

《どれでしょう♪》

　なんとも嬉うれしげな音声──さらに呼よびかけ。

《水無月ミナヅキさんは？》

「ふふふ、僕ぼくかい？」

　少年＝水無月──やたら丈たけ長ながの白衣／はヘしイばゼみル色をした目＆くせっ毛／取り澄すました白しら鷺さぎを連想させる姿すがた。同じくパラソルの下で通信機を調整中──公安専せん用ようの盗とう聴ちようコードを駆く使しして周囲の電波を不要に拾いまくりながら回答。

「そう。確たしかにＡＢＣと来れば男女の秘ひめ事と相場は決まっている。だが僕にはむしろ君のその類たぐい希まれなる豊ほう胸きようを想起させられて仕方がない。よって敢あえて僕はこの答えを選ぼう──Ｆカップ」

　キラリ、と彼方かなたで何かが光り、次の瞬しゆん間かん、それが水無月の額ひたいを猛もう然ぜんと直ちよく撃げき──ビシーッと激はげしく鞭むちでも打ったような鋭するどい音を立てた。

「きゃん」

　悲鳴──盗聴仕様の機材ごとひっくり返る水無月。

　思わず驚おどろきのけぞる冬真の前で、コーンとそれが跳はねて転がった。

　鳳の放った弾丸＝射しや撃げきではなく投げたもの。

《セクハラ変へん態たい通信官さんに天てん誅ちゆう、ですわ》

　傲ごう然ぜんと怒いかりのみなぎる鳳の声──すぐに気を取り直して通信。

《シャーリーンさんは？》

「んあ？」

　女──緑の目に眼鏡めがね／ほつれ気味の金きん髪ぱつ／よれよれの白衣。

　胸むねに身み分ぶん証しよう＝『情じよう報ほう解かい析せき課か課長シャーリーン・巫カンナギ・フロイト』

　持参のビーチパラソル＆ビーチチェアに寝ねそべり、ぼんやり無む表ひよう情じように女じよ性せい用よう下着の通つう販はん雑ざつ誌しを読みふける──リゾート感いっぱいの幽ゆう霊れいといったおもむき。

「あー……答えね。うん。あれだ。Ｄでしょ？　ね？」

《Ｃまでです！》

「うそうそ」

　蠅はえを払はらう牛の尾おのように手を振ふるシャーリーン＝自じ堕だ落らくを絵に描かいたような仕草。

「ほら。知ってるからさ、答え。言っていいなら言うけどさ。いい？　言って」

《だ・め・で・す》

「ちぇ」下した唇くちびるを突つき出すシャーリーン＝通信機インカムを口元に。「ニナとバロウ神父は？」




　ミリオポリス第六区マリアヒルフ──薄うす汚よごれたビル＋商店＋アパート。

　排はい気きガスで枯こ死しした並なみ木き＋埃ほこりをかぶった放置車両──ミリオポリス一の貧ひん困こん区く。

　寂さびれた街のそこかしこで、公安および私し服ふく警けい官かんの車両が待機中。

「ふむ」ニナ──車内＝運転席にて携けい帯たい電話を操そう作さ。「今、ネットで答えを検けん索さくした」

《ルール違い反はんです‼》鳳＝憤ふん然ぜん。

「最初の携帯電話世代らしい対たい応おうだ」バロウ神父──深い皺しわ＆優やさしい微び笑しよう。「私も答えを知っているので、ヒントを。パニックのスペルに気をつければ、ある神の名と──」

《神父様！　ヒントを出し過すぎですわ！》

「突とつ入にゆうの準じゆん備びが整った。答えは任にん務む終しゆう了りようまでお預あずけだ」

　ニナ──携帯電話へささやきながら車の外へ。

　一方の手に銃じゆう──ひび割われだらけのマンションを見上げる。

《神父様も突入に参加なさいますの？》

「私は安全になってからにさせて頂いただくよ、お嬢さんフロイライン」

　バロウ神父──通信機インカムを頭に固定／防ぼう弾だんガラス越ごしに視し線せん／通信。

　ニナと警官隊がマンションに突入──出入り口を制せい圧あつ。

　目的の部屋のドアを粉ふん砕さい器きで破は壊かい──武ぶ装そうした警官隊が雪崩なだれれ込こむ。

《いたぞ！》《動くな！》警官たちの声──突入から一分弱。

　ニナの通信。《制圧終了。バロウ神父、目的の人物を発見しました。意い識しき不明。頭部に摘てき出しゆつ手しゆ術じゆつの痕こん跡せきあり》

「四人目の犠ぎ脳のう者しやか……」

　バロウ神父＝重い表ひよう情じよう・重い声──外へ出る。

　警官隊の間を通り、エレベーターにて目的の階に。ドアが吹ふき飛んだ後の入り口をくぐって室内に入る。

　寝しん室しつ──古びた部屋。

　異い様ように真っ白な最新の医い療りよう用ようベッド／点てん滴てき／生命維い持じ装置。

　さらに大がかりな機材──ネットに接せつ続ぞく中ちゆうであることを示しめすランプ＝無数のコードがのたくり、ベッドで眠ねむる男の頭部へつながっている。

　男──濃こい髭ひげ／削そげた頰ほお／半はん眼がん。

　無毛の頭＝額ひたいの後ろから後頭部が消失／傷きず口ぐちを覆おおう人工皮ひ膚ふ。

　脳を丸ごと失った男の、こめかみから延えん髄ずいにかけて銀色の機械＋無数のコード。

「〈シュリンクスの葦あし笛ぶえ〉……催さい眠みん誘ゆう導どうとともに仮か想そう現げん実じつを体験させる装置だ」

　バロウ神父の呟つぶやき──重い足取り／重い溜ため息いき。

「脳のない人間が、どのような夢ゆめを見るというのか……」

　ニナ──携帯電話の画が像ぞうで男の顔を照合。

「ケマル・グルダー、三十六歳。〈戦闘部隊トイフア・ムカテイラ〉に所しよ属ぞく。最初の犠脳者シェネル・シェン亡なき後、一連のテロを指し揮き。ただし電話もメールも郵ゆう便びんも追跡できず。今まで通信手しゆ段だんが不明でしたが……」

「独どく自じのサーバーにおける仮想現実空間を通して、仲間たちと会っているのだろう」

　うなずくニナ──携帯電話のスピーカー機き能のうをオンに。

「シャーリーン。この男の意識と、サーバーを確かく保ほしたい」

《あー、駄だ目めっぽい》シャーリーンのだらんとした声。《〈[image: バク]バク〉が、そっちの男が沈しずんでる場所へのリンクを拒きよ否ひってんのよ。すんごい警告。例のスパイプログラムだね》

　バロウ神父──男の接続機材を見つめて。

「〈テューポーンの黒い舌した〉だ……解かい析せきを試みれば情じよう報ほう汚お染せんにさらされる」

　ニナ──携帯電話の主回線を切り替かえ。

「いかがしますか、ヘルガ局長？」




「物理的・電子的に現げん場ばを封ふう鎖さ。しかるのち独どく立りつ閉へい鎖さ型の解析機材を設せつ置ちよ、ニナ」

　ミリオポリス第一区インネレシユタツト──富ふ裕ゆうな市民や観光客でにぎわう観光名所。

　国立オペラ座ざそばのホテルのカフェ──悠ゆう然ぜんとした様子で携帯電話にささやく女。

　バラの花のような存そん在ざい感＝ＭＳＳ長官ヘルガ・不知火シラヌイ・クローネンブルグ。

「問題は、彼が犠脳者であること。敵てきは既すでに活動を始めているわ。私たちの足下で」

《やはり先日の〈群むれ鳥どり〉は囮おとり……？》

「ＢＶＴ機き甲こう隊たいの配置を防ふせぎ、治安の目を地下からそらすための陽動よ。バロウ神父が敵兵器の解析を行っていなければ危あやうかったわ」

《では、例の地図を入手し次し第だい、妖精スプライトたちによる先行要よう撃げきを開始します》

「来たわ」ヘルガ──オペラ座から通りを渡わたってカフェに入る男を確かく認にん。「舞ぶ台たいは地下よ。通信設せつ備びのチェックを万全にね」

《了りよう解かい》

　ニナ＝通信アウト。

　ヘルガ＝微び笑しよう──歩み来る男へ。

「ごきげんようグリユス・ゴツト、利ト根ネ先せん輩ぱい」

「その名で呼よぶな。私はもう成人した」

　男＝呆あきれ顔──文化委い託たくされた漢字名キヤラクターは二十五歳さいの成人時にミドルネームに。

　椅い子すを引こうとしたウェイターを手て振ぶりで止めてエスプレッソを注文。

　てきぱきと自分で椅子を引き、座すわり心地ごこちをやたら細かく微び調ちよう整せいしつつ着席。

　長身瘦そう軀く／いかにもエリート風の銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね／何に対しても大真ま面じ目めにこだわる技ぎ巧こう派はの瘦やせ蜘ぐ蛛もといった様子の男──ＭＰＢ副長フランツ・利根・エアハルト。

　ヘルガ＝細説。

「文化委託制度を受け入れた最初の世代にして、ともに学んだ国こく際さい刑けい法ほう学がく研究メンバーとしての親愛ですわ、先輩」

「ならば従したがおうか。昔からお前の親愛に逆さからうと隠かくれた棘とげに刺さされるからな、不知火シラヌイ」

「それはＢＶＴ直ちよつ轄かつたる〈ミリオポリス憲兵大隊ＭＰＢ〉副長としての人物分析プロフアイルですの？　勇ゆう猛もうを誇ほこる隊において、随ずい一いちの頭ず脳のう派はと評ひようされる〝蜘蛛の巣フランツ〟様」

「〈ミリオポリス公安高機動隊ＭＳＳ〉長官にまで出世した後輩に関する個こ人じん的な経けい験けん則そくだ」

　男──ウェイターが運んだエスプレッソのカップの取っ手を精せい確かくに右九十度に調整／敬けい礼れいでもするような仕草で一口／右みぎ眉まゆを僅わずかに上げて美う味まさを表ひよう現げん。

　ついで小さなケースを懐ふところから出し、テーブル上を滑すべらせる。

「ＭＰＢがマリファナ業者摘てき発はつで押おう収しゆうした、地下下水道の立体地図だ。密みつ売ばいグループが作成し、放ほう棄きされたトンネルを連中が勝手に改かい修しゆう工事したものまで正確に再さい現げんされている」

　ヘルガ──遠えん慮りよ無なくケースを入手。

「今や都市の地下道は公式・非ひ公こう式しきを合わせて全長三百キロにもおよぶ広大な蟻ありの巣……御ご協きよう力りよくを感かん謝しやいたしますわ、利根先輩」

「大掃そう除じは歓かん迎げいだ。地下はＭＰＢも使う」

「ですが管轄外の組そ織しきへ情じよう報ほう提てい供きようしたことで、先輩が上じよう層そう部ぶから叱しつ責せきされるのでは？」

　協力させておいて心配顔のヘルガ──淡たん々たんとした様子で肩かたをすくめる男。

「連中には貸かしがある。先日の政せい治じ的な戦せん闘とうで、うちの中隊長が負ふ傷しようしたからな」

　男──ふいに声を低めて。

「それと……。おそらくＢＶＴは、お前たちＭＳＳの独どく走そうを認みとめる方ほう針しんだ」

「情報のみ与あたえ、武ぶ力りよく支し援えんは行わず……肝かん心じんな局面で見殺しにする。上層部に従わない組織を孤こ立りつさせるための常じよう套とう手しゆ段だんですわね」

「分かっているならいい。くれぐれも今のＢＶＴには何も期待するな。我われ々われＭＰＢも他の組織を武力面で支援する余よ裕ゆうはない。絶ぜつ望ぼう的に停てい滞たいした局面において、最も効こう果かを発はつ揮きするのは、少数精せい鋭えいによる電でん撃げき的な状じよう況きよう突とつ破ぱと──」

「マスメディアを通して大たい衆しゆうの支し持じを得ること……。そのための特甲トツコー児童……ですわ」

「未来ある子こ供どもが戦う姿すがたというのは、大衆の興きよう味みを大いに惹ひくものだ」

　男──カップの中身を飲み干ほす／眼鏡めがねを指で押おし上げる／起立する。

「前線に駆かり出された彼女らを必ず生せい還かんさせることが……我われ々われの大いなる責せき任にんだ」

　ヘルガ──男を見上げて微び笑しよう。

「だんだんエゴン先輩に似にてきましたわ、利根先輩」

「七年前の彼に似たいものだ。政党政治に取り込まれた今の彼を見るのは辛つらい」

　男──代金とチップを丁てい寧ねいに揃そろえてカップの脇わきに置く／目礼／退たい去きよ。

「大いなる責任……血まみれの怠たい惰だをぬぐい去るには、まだ、足らないのでしょうね」

　ヘルガの呟き──起立。

　店の外へ──通りで待機していたＭＳＳの公用車に乗り、入手したケースの中身を車内端末に入れて確かく認にん／ＭＳＳ本部へ転送。

　運転手に車を出させる──同時に携帯電話をコール。

「おはようございます、エゴン局長」




　第一区インネレシユタツト──〈憲法擁護テロ対策局ＢＶＴ〉ビルの最上階──来らい賓ひん室しつ。

　壁かべに巨きよ大だいモニター＋重じゆう厚こう長大な調度品＋全組織への直通端末。

　部屋に響ひびくヘルガの声。

《ＭＳＳ要撃小隊の配置が完了しました。いつでも実行可か能のうです》

　モニター前に立つ黒ずくめの男──ＢＶＴ局長エゴン・ポリ。

「よかろう。実行を許きよ可かする。ただしＢＶＴ機き甲こう隊たいおよび特とく殊しゆ部隊は、情じよう報ほう汚お染せんを調ちよう査さ中ゆえ出動不可。派は遣けんできるのは現げん在ざい諸しよ君くんらの指し揮き下かにある警けい察さつ隊たいのみだ。健けん闘とうを祈いのる」

《ありがたい御お言こと葉ばですわ。では、ただちに要撃態たい勢せいに入ります》

　ヘルガの艶あでやかな笑いをふくんだ返答──通信アウト。

　エゴン──背はい後ごを振ふり返り、休めの姿し勢せい。

「……これで、よろしいでしょうか？」

　ソファに座すわる三人の男たち──それぞれの胸むねに、未み来らい党とう員いんバッジ／議員バッジ／階級章。

　党員バッジ──むっつりと苛いら立だたしげ。

「今後は警察隊の派遣も取りやめたまえ」

　エゴン──戸と惑まどい気味。

「ですが万が一、優ゆう良りような市民に被ひ害がいが及およべば、党の信しん頼らいにも……」

　議員バッジ──薄うすら笑い。

「党の信頼？　これは本部の意向をないがしろにした一部組織の独どく断だん専せん行こうだよ、局長」

　階級章──威い圧あつ的な眼まな差ざし。

「今後、彼らＭＳＳを一いつ切さい、支し援えんしてはならん。独どく走そうの代だい償しようがいかなるものか、彼ら自身に証しよう明めいさせてやるがいい」

　エゴン──うなずく／沈ちん黙もく／振りかざした腕うでのやり場を失ったカマキリが、不満を隠かくして元の姿勢をとるように、じっとモニターを見つめる。
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　ミリオポリス第十九区デープリング──浄じよう水すい場じよう。

「だって絶ぜつ対たいそう。太陽だって黄色くって。やめた方が良いのに。おかしいのに」

　地下入り口前にて、布ぬの張ばりの折りたたみ椅子スツールにちょこんと座る雛──ぶつぶつ呟つぶやくその声に、ふと冬真が気づいて歩み寄よる。

「どうしたの？」

　雛──ぼうっとした目／ふと焦しよう点てんが合う／びくっとなって冬真を見る。

「なに？」

「今……何か言ってたから」

「ボク、何か言った？」

「あの……」冬真＝困惑。「ボク……？」

「違ちがうよ」

　雛──気弱げ／ヘッドホンをしたまま読どく唇しん術じゆつで返答。

「きっと違うボクだよ」

「違うボク？」

　冬真＝深まる困惑──その肩かたをぽんぽんとおもむろに叩たたく手＝水無月。

「ふふふ、埒らちが明かないな、冬真くん？」

「な、なんだよ……」

「ここは一つ、僕ぼくが解かい明めいしてやろうじゃないか」

　水無月──丈たけが大きすぎる白衣の裾すそを引きずるようにして、雛の前に立つ／指さす／あからさまな糾きゆう弾だんの姿し勢せい。

「いいか！　女の子のくせにボクなどと男子の一いち人にん称しようで自らを呼よび慣ならわすなど、大変けしからん！　そう冬真くんは仰おおせだ」

「い……言ってないよ、そんなこと！」

　冬真──慌あわてて自じ弁べん。

「ただ、ちょっと意外に思っただけで……」

「ほら。つまり冬真くんは、自分をボクと呼よぶ女の子は非ひ常じよう識しきだ！　そう仰おつしやっている」

「言ってないって！」

「ボク、男の子だもん」

　冬真＋水無月──沈ちん黙もく。

　雛──縮ちぢこまる／肩身が狭せまそうに／上うわ目め遣づかいに無言で二人を見返す。

「ぷはっ！」水無月──水に潜もぐっていたような息いき継つぎとともに沈黙から回かい復ふく。「なんと、これは全く予想外にして見事なまでの論ろん理り的な帰結じゃないか、冬真くん！」

「え、え……？」冬真＝ついていけず。

「つまり雛くん……そう、あえて雛くんと呼ばせて頂いただこう。雛くんはつまり、自分は男の子であるからして男子的一人称はオーケーと、そう我われ々われに反はん論ろんしているのだ」

「はあ……」冬真＝呆あきれ顔。

「だって男の子だもん」雛＝冬真にすがるような目を向けている。

「我々も雛くんの主しゆ張ちようを認みとめるにやぶさかではない。そうだろう冬真くん。君も神に仕える身なら承しよう知ちのはず。ローマ法王さえ避さけられない例のある一点を確たしかめさえすれば」

「法王？」冬真＝怪け訝げん。

「ふぇ？」雛＝きょとん。

「法コ王ン選ク出ラ会ー議ベで選ばれた法王が受けねばならない儀ぎ式しき。男だん性せいたることを示しめすべく穴あなの空いた椅い子すに座り、その脚あしと脚の間にあるものを枢すう機き卿きようが確かめるという、あの儀式さ」

「……なんでそんなこと知ってるの、君」

「何するの？」雛＝意味が分からず。

「つまり」水無月＝尊そん大だいに腰こしに両手を当てて雛を睥へい睨げい──ぼそっと。「パンツ脱ぬげ」

「は？」愕がく然ぜんとなる冬真。

「ぇ……？」目を真ん丸にして凍こおりつく雛。

「なんだなんだ？　スカートなどはいた君が男子と主張するからには相そう応おうの覚かく悟ごがあると思えば……ふっ、口先だけの男子主張女子なんて、しょげしょげのがっかりだね」

「ちょ、ちょっと、やめなよ君、そんないじめみたいなこと……」

「脱ぐもん」

　ぴょこんと立ち上がる雛──意地の塊かたまりになったような真っ赤な顔／涙なみだ目め。

　啞あ然ぜんとなる冬真──かさにかかる水無月。

「ふふん。格かつ好こうつけちゃってまあ。無理無理」

　だが雛は怒おこったように思い切って両手でスカートの裾すそをつかむと、ぐいっと重たいものでも引っ張ぱるように捲まくり上げた。

　可愛かわいらしい黄色と白の縞しま模も様ようが現あらわれ、少年二人が何かに打たれたように一時停止。

「ま、待った……！」我われに返る冬真──を、押おしとどめる水無月。「よし、行け！」

　雛が下着の縁ふちに手をかけて僅わずかに腰を屈かがめるお着き替がえポーズになったそのとき。
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「ふんっ」

　背はい後ごから水無月の首に長い腕うでが巻まきつき、見事なまでに容よう赦しやなく絞しめた。

「ふきゅっ」

　オチる水無月＝白目──その襟えり首くびをつかむ手。

　のんべんだらりと待機していたシャーリーン──ぼそぼそ気け怠だるげに。

「くれぐれも鳳には内ない密みつに。この馬ば鹿かが殺されると、私の責せき任にんになるから。あと、もうすぐ要よう撃げき開始ね。準じゆん備びしといてね」

「は、はい」

　気け圧おされる冬真──シャーリーンは水無月を引きずって通信車両の中へ。

　雛──腰を屈めたまま／自じ爆ばく的意地＋半ば脅きよう迫はく的表ひよう情じよう／冬真を上目遣いに見返す。

「……脱ぐよ？」

「い、いい、いいです、脱がなくていいです」

　なおも緊きん張ちようを解とかない雛──だがやがてゆっくりと自爆スイッチを放ほう棄きするように下着から手を離はなし、スカートを元通り下ろすも、涙を浮うかべて主張を堅けん持じ。

「だって男の子だもん」

　冬真＝深々と安あん堵どの吐と息いき──つい口が滑すべる。

「女の子なのは嫌いやなの？」

　雛＝〝ちゃんと信じてる？〟と咎とがめるような涙目。

「女の子は危あぶないよぉ？」

「危ない……？」

「だって悪い怪かい物ぶつに襲おそわれるのはいつも女の子でしょぉ？　映えい画がでも漫まん画がでもぉ？」

「そ、そうなのかな」

「怪物は怖こわいよ。でも誰だれも助けてくれないでしょ。女の子はいつもとっても危ないの」

　確かく信しんのこもった切実な訴うつたえに、なんとなく同意する冬真。

「そ、そうなんだ……」

　雛──こくんとうなずく／ふいに、ひそひそ声。

「ねえ……太陽、黄色くない？」

「え？　た、太陽……？」

「黄色いと危ないの。夕焼けに似にてるときが一番。ブンブンて音も。ほらぁ。蜂はちがいっぱい雛の周りを飛んで、危ない、危ない、って言ってるみたいな感じがしない？」

　冬真──危ないのは君の方なんじゃないかな、とは言えず。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、きっと……」

　にわかに無線通信──鳳の声が、雛の脳のう裏り／冬真の通信機インカム越ごしに響ひびく。

《さ──あ、乙さん、雛さん！　お仕事ですわーっ♪》

「うぇ……」

　目に見えてびくつく雛の応おう答とう。

《ねぇ鳳ぁ。ここ、やめた方が良いよぉ。何か変だよぉ》

　高笑い──乙。《雛ってばビビっちゃってー、どーせ暗いとこが怖いだけっしょ》

　宥なだめる鳳。《バックアップは万ばん全ぜんですわ。さ、あたくしたち三人で、何がおかしいか確たしかめに行きましょう、雛さん》

《うん……》

　しゅんとなる雛＝怯おびえながらも地下への入り口を向く。

　冬真──ちょっと意外な驚おどろきに胸むねを打たれる。鳳や乙のように勇ましい子ばかりでなく、雛のように恐きよう怖ふを抱いだきながら任にん務むに従じゆう事じしている者もいるのだという事実を初めて知る。

「あの……きっと大丈夫」

　冬真──咄とつ嗟さに自分の鼻に指を当ててみせる。

「ほら……」

　雛の鼻──いつも鳳がしてくれる絆創膏おまじない＝山や羊ぎ座ざの印／勇気・優やさしさ・喜びのための。

　その感かん触しよくを確かめるように指でさすり、雛は、恐怖に耐たえるための感情のないぼうっとした目で冬真を見つめ、小さくうなずいた。

「……うん」

　冬真＝ちくっと蜂に刺さされたような胸の痛いたみ──申し訳わけない気持ち。

　これから危き険けんに飛び込こむのは自分ではなく、自分よりも年下の雛なのだという思い。

　それが顔に出る前に、雛はすっと宙ちゆうへ手を差し伸のべた。

「転送を開かい封ふう」

　唸うなるような音──雛の手足をエメラルドの幾き何か学がく的な輝かがやきが包む。

　粒りゆう子し状じように分ぶん解かいされる手足／僅わずか二秒弱で完全置ち換かん──機き甲こう化か──起動。

　その背せに生えた、黄色いスズメバチの羽が、鋭するどい音を立てて飛ひ翔しよう行動を開始。

「……男の子だもん」

　だから何とかなる、というようなかすかな呟つぶやきとともに小さな体が宙に浮ういた。

　たちまち猛もう然ぜんと加速──地下道へ飛び込んでいった。




　冬真──黄色い輝きが地下の闇やみに消えるのを見み届とどけ、急いで通信車両へ走る。

　通つう常じようよりも大きなトレーラー型の車内に、通信機器＋モニター＋配置についた通信官＆シャーリーン。

　モニターの向こうにガラス張ばりの空間＝内部に台＝その上──水無月。

　祈いのりを捧ささげるように膝ひざをついた姿すがた／上半身は裸はだか／両手をだらりと脇わきに垂たらしている。

　その背に、なんと緑色の輝き──キリギリスの羽。

　細かく振しん動どう／四つの羽がキチキチと微び細さいな音を立てている。

「羽が……」

「あー。見るの初めて？」振ふり返るシャーリーン。「一いち応おうこいつも特甲トツコー児童でね。戦せん闘とう向むきじゃないから後方に回されたの」

「彼も飛べるんですか？」

《かもね》

　水無月の声＝通信機インカム越しの電子音声──ガラス箱の中の本人は、目を閉とじてまるで眠ねむっているよう。

《飛ぼうなんて気が知れないけれどね。飛んでいるあの娘こを、この羽で追つい跡せきしている方が、ずっと良いさ》

　音を立てて震ふるえる緑の羽──ガラス箱に充じゆう満まんする電子情じよう報ほうを自じ在ざいに奏かなでる水無月。

　その脳のうを端末と化さしめ、マスターサーバー〈[image: バク]バク〉にリンクする接続官コーラスの本ほん領りよう発はつ揮き＝鳳たちの行動を追跡トレース／要よう請せいに応おうじて本部に貯ちよ蔵ぞうされた各種兵器を転送。

　冬真の着席──戦闘の記録を補ほ助じよ。

　モニターでは地下の立体地図を、紫むらさき・青・黄の輝きが猛スピードで飛翔中。

　シャーリーン──ふんぞり返った自じ堕だ落らくな姿にもかかわらず凄すさまじい速度でキーボードを乱らん打だ／鳳たちへ通信。

「五十メートル下がるごとに通信用電波のパワーを上げるけど、地下五百メートル以下はダメね。電力を食い過すぎてこっちの車両が五分しか持たないから。それじゃ、まずは敵てき兵へい器きの潜せん伏ぷく予よ測そく地点を潰つぶしていこうか」




《了りよう解かいですわ》

　鳳──通信車両を起点に東へ三キロ圏けん内ないの地下道を飛行。

　Ｂ１＝地下一階フロア──右手に超ちよう伝でん導どう式十二・七ミリ重じゆう機き関かん銃じゆう／紫に輝くアゲハチョウの羽をひるがえして暗くら闇やみを飛行／羽がセンサーとなって周囲の地形を把は握あく。

《超ダンジョン攻こう略りやくっしょー‼》

　乙──西へ三キロ圏内の地下運うん河がを飛行。

　巨きよ大だいな坑こう道どう──Ｂ１から一挙にＢ３へ下か降こう。両手足に灼刃機能ヒートブレード／青いトンボの羽をはばたかせ、コンクリートの洞どう窟くつ・巨大なダクトを弾だん丸がんのように飛び抜ぬける。

《…………》

　雛──南へ三キロ圏内の下水道を飛行。

　右手に火炎放射器フアイアーブラスター／左手に連結式爆雷チエーンマイン──剣けん吞のんな武ぶ器きと一体化した体／相変わらずヘッドホンをつけたまま、おどおど飛翔。

　Ｂ１からＢ２・Ｂ３へと降おりてゆくにつれ、上下の感覚がなくなってゆく。暗闇の中で、壁かべも床ゆかも天てん井じようも区別がつかなくなる。まるで無重力の迷めい路ろに放ほうり込まれたような気分とともに、雛の脳のう裏りでブンブンと危き険けんを告げる音がひっきりなしに響ひびいていた。

　どうやってそれを言葉にすればいいのか──それは雛が常つねに抱かかえる問題、誰だれかに自分の感覚を説明するという果てしない難なん題だいだった。単に「変だ」「怖こわい」と告げても、なぜそうなのかという根こん拠きよが明めい確かくでなければ、誰も本気で聞いてはくれない。

　なんでだろう。こんなにもはっきりと分かりすぎるくらい、今は決して分からない危険が隠れているのに。なんでみんなこれを感じないの？　このままだと逃げられなくなって、みんな怖い怪物にやられちゃうのに。
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　暗い地底──汚お水すいをかきわけて進むそれが、ふと身動きをやめた。

　分ぶ厚あつい地面を貫つらぬいて届とどく、声なきささやきウイスパー──その残ざん響きよう。

　来た──それの中ではっきりと意い識しきが起こった。

　複ふく雑ざつな構こう造ぞうの脚きやく部ぶ／扁へん平ぺいな鋼こう鉄てつの体／その内部＝カプセルに満ちる髄ずい液えき＝脳。

　もはや人間であった記き憶おくは、暗闇を這はう機械としての新たな自じ我がに溶とけ込んでいる。

　あるのは明確な使命。

　工作を完かん遂すいし、予想通り来らい襲しゆうした愚おろかな敵たちを迎むかえようとする意い志し。

　この暗黒が、我われ々われの領りよう土どであることを告げ知らせるために。




《はん？》

　西二キロ地点・Ｂ４フロア──乙。

　ふいに減げん速そく／空中でホバリング──広大な地下トンネルの合流地点。

　そこに、下階へ向かう道があるはず──が、なし。

　脳裏で地図を映像化ビジユアライズ──道があるはずの場所に、巨大な岩のようなコンクリートの壁。

《行き止まりだぜ、鳳ぁ》

《……おかしいですわね》

　東三キロ地点・Ｂ３フロア──鳳。

　同じく空中でホバリング／周囲のコンクリートやパイプが激はげしく抉えぐり取られた痕こん跡せき。

　壁にぽっかりと開いた、巨大な穴あな。

《こちら紫火アメテユスト。地図上では存そん在ざいしないはずの新たなトンネルを発見。地形が地図と符ふ合ごうせず。敵の工作の可か能のう性せい大ですわ》

《やっと敵の痕跡を発見だね》

　シャーリーンの即そく応おう──地図を現げん実じつの地形のものに更こう新しん。

《乙っちのいる方が新しい工こう作さく跡あとみたいだね。その調子で工作跡とその順番を特定して、敵の行動を判はん明めいさせて、狩かり出そう》

《了りよう解かいですわ。雛さんの方は何か異い常じようは？》

　鳳の通信──返答なし。

《雛さん？》

《壁があるってことは何か隠かくしたいってことっしょー？》

　乙──四つの関節を持つ長大な腕うでから、ガシャッ、と青く灼しやく熱ねつする刃やいばが出しゆつ現げん。

　閉とざされた岩に向かって身み構がまえる。

《さー、行っくよぉー》

《お待ちなさい。雛さんの応答が──》

　鳳──ふいにガサガサ響く音に、はっとなる。

　素す早ばやくトンネルを振ふり返る／機銃を掲かかげ／構かまえ──狙ねらう。

　銃口の先で、ざわめく群むれ。

《うっわっ！　壁かべが崩くずれたぞ鳳ぁっ！》

　乙──叩たたき斬きろうと構えた壁がにわかに変へん貌ぼう。

　ガサガサとうごめく無数の何か──子犬ほどの大きさ。

　コンクリート片へんで擬ぎ態たい／左右四対ついの脚あし／ハサミに似にた工作機械。

　さながら機械の小こ蟹がにたち。

《ビンゴ》シャーリーン──鳳たちの羽を通して情じよう報ほう解かい析せき。《やっぱバロウ神父が言ってた〈へーラーの大蟹〉だ。そいつらを作りだしてる親蟹を探さがして叩かないとね》

《攻こう撃げきして来ませんの？》

　鳳──気味悪そうに。

《うう……甲こう殻かく類るいは苦手ですわ、あたくし》

《煮にると美う味まいよ》

　シャーリーン──小蟹の数／動作／外部構こう造ぞうを把は握あく。

《そいつらは爆ばく弾だんだね。親蟹の命令で移い動どうして、何かのきっかけで爆発するよ。撃うっても爆発するけど》

《きっかけって、なんですの？》

　鳳──周囲の壁に広がる小蟹から遠ざかりながら。

《それが分かれば点火阻そ止しが可能なんだけど。雛っちは？　あの子、得意でしょ爆弾》

《雛さん？　返事をなさい、雛さん》

《雛ぁ！　どこ行ったー⁉》

《あ、あの……》

　通信に割わり込こむ冬真──通信車両にてモニターを指さし、シャーリーンを振り返る。

《雛さんが……》

　モニター──雛を示しめす黄色い光点が物もの凄すごい勢いきおいで鳳と乙がいる地点から遠ざかるばかりか、通信困こん難なんな地下へ向かい、途と中ちゆうから通信を断だん絶ぜつ。

　間もなく位置を知らせる信号さえ自ら停止──モニター上から消失。

　シャーリーンの目が真ん丸に──キーを叩いていた手が宙ちゆうを泳ぐ。

「……逃にげた？」

《なんですって？》

　鳳──通つう信しん域いきを拡かく大だい／羽を通して目め一いつ杯ぱいの電波を送信。

《どこにいるのですか雛さん‼　今すぐ返事を──！》

　そして小蟹の一体が、ふいに天てん井じようへ走り寄よせた。

　はっと振り返る鳳──その目の前で、小蟹が宙へ身を躍おどらせた。

　くるくる舞まいながら、ピン、と電子音を発する。

　炸さく裂れつ──暗くら闇やみが、にわかに真っ赤な口を開いて吞のみ込もうとするかのような炎ほのお。




《ばあーっきゃろぉーっ！　雛ぁーっ‼》

　乙──絶ぜつ叫きよう。

　爆風をまき散らす小蟹たちから全速力で逃とう走そう。

　トンネル──大小様々な流水口から、うじゃうじゃ小蟹が出しゆつ現げん。

　臆おくせず飛ひ翔しよう──跳とびかかる一体を刃やいばで両りよう断だん／爆発する前に包囲を突とつ破ぱ。

　西方二キロ地点──Ｂ３からＢ２フロアへ上じよう昇しよう／脱だつ出しゆつ。




《雛さん‼　返事をなさい雛さん‼》

　鳳──素す早ばやく迂う回かい／撤てつ退たい／掃ダダ射ダ！・掃ダダ射ダ！。

　四方から迫せまり来る小蟹の群むれを牽けん制せい／狭せまい空間で激はげしい爆ばく圧あつにさらされるも必死に飛行。

　東方三キロ地点──Ｂ２からＢ３フロアへ下降／脱出。




「……」

　そして──雛。

　南方二キロ地点──Ｂ６フロア。

　目的地を目指し、暗闇を一目散に飛翔──さらに下降／下降／下降。

　その心にあるのは、根拠が確かでなければ、きっと誰も聞いてくれないということ。

　何を言っても信じてもらえなかった、あのときみたいに。

　雛には分かっていた──自分が女の子である危き険けんを。

　母に離り婚こんされ置き去りにされて鬱うつ屈くつする父。雛に目をつけ始めた同じスクールバスの上級生たち。雛に不気味な目を向けるスクールバスの運転手のおじさん。彼らが、いかに危険だったか。全すべて、雛には分かっていた。

　ちょっとした気配／雰ふん囲い気き／目つき／動き／言動／変化／反はん応のうといったことから、具体的に何がどうなるか分からないが、隠かくされた危険が確たしかにそこにあるということを正せい確かくに感じ取っていたのだ。たとえ誰にも信じてもらえなくても。

　当時九歳さいだった雛は正しく行動した。

　男の子の格かつ好こうをして、自分が女の子ではないことを必死にアピール──だがすぐにバレた。というより誰も相手にしなかった。

　そうする間にも危険は増ぞう大だい。誰にも信じてもらえない恐きよう怖ふに怯おびえ、必死に助かる手しゆ段だんを探さがし、そして意外なところでそれに出くわした。父を避さけるために居い座すわっていた図書館の無料視し聴ちようサービスで、偶ぐう然ぜん、とても古い映えい画がを観みたのだ。

『ターミネーター』──未来から訪おとずれる怪かい物ぶつの映画。

　それはまさに雛だった。

　怪物に襲おそわれるヒロインは、未来が理由だと教えられて混こん乱らんする。

　ヒロインを助ける男は、未来から来て全てを知っていると告げる。

　そして怪物は、未来を変えるためにヒロインを襲う。

　危険の原げん因いんは全て未来にあり、それを知る者にしか解かい決けつできず、誰かに説明しても全く信じてもらえない。そんな、雛の雛による雛のためのと評ひようすべき映画から、雛はあるものを知った。未来から来た男が、怪物と戦うため、ヒロインにその製せい造ぞう法ほうを教えるのだ。

　パイプ爆ばく弾だんの作り方を。

　怪物と戦うための武ぶ器き──その制せい作さく手段を、雛は必死に探した。

　図書館の本を調べ、父の名めい義ぎで軍隊から爆弾のマニュアルを取り寄よせたが、難なん解かいすぎて意味が分からず、さらに学校に噓うその病びよう欠けつ届とどけを出し、父の端末パソコンでネット検けん索さく。

　悪あく戦せん苦く闘とうの検索の末に──ついにそれが出しゆつ現げんした。

『プリンチップ株式会社Princip Inc.の自作爆弾のホームページにようこそ‼』

　それはなんとも不思議なページだった。

　どこの会社かも分からず閲えつ覧らんするうち、画が像ぞうがピカピカ点てん滅めつし、ぼんやり意い識しきが薄うすれ、変な図や数字や記号が目の前を踊おどり始めたのだ。

　そしてぷつんと意識が途と切ぎれ、はっと気づいたときには、朝だったはずの外の景色が、危険な黄色に満ちた夕焼けに包まれていた。

　十時間以上も見続けていたはずのホームページはいつの間にか消えていて、幾いくら検索し直しても、二度と見つけられなかった。だがそれは大した問題ではなく、重要なのは、いつの間にか作れるようになっていたということだ。未来から来る怪物と戦う武ぶ器きを。

　いったいどういう仕組みか分からないが、雛はそれ以来、何と何をどう組み合わせれば、それが作れるか自然と分かるようになっていた。

　かくして光明は見み出いだされた。雛は家や学校にある全ての物を活用し、驚おどろくほど短期間で、自分の助けとなるものを大量に製造した。

　そして生き残るすべを求めて目覚めた、あの朝が来た。

　時じ限げん式しきパイプ爆弾の束をバッグの中に入れ、学校に向かい──

　その途と上じよう、悲ひ劇げきが起こったのだ。

　学校から帰き宅たくするスクールバスが、突とつ然ぜんに急カーブをしたかと思うと、よりにもよって学校の数百メートル手前で、乗用車と激げき突とつ。

　衝しよう撃げきが襲い、子こ供どもたちが悲鳴を上げ、運転手が頭を窓まどに打ちつけ、雛が通路に投げ出され、全部で七本のパイプ爆弾がバッグから躍おどり出て宙ちゆうを舞まい──暴ぼう発はつした。

　内側から発生した爆風と炎ほのおによってバスは崩ほう壊かい／運転手＋八名の子供が死し亡ぼう。

　雛は肉体に重大な障しよう害がいを負い、すぐに福ふく祉し局きよくの〈子供工場〉にて機械化──労働自動育成コース行きに。

　また同日、雛の自宅にて爆弾が炸さく裂れつ──父が死亡。惨さん劇げきとして大々的ニュースに。

　後日、死亡した子供たちがマリファナを常じよう習しゆうする札つきの悪童であることが判はん明めいした。

　バス運転手の家宅からは大量の児童ポルノが発見された。

　雛の父の部屋の至いたるところに飾かざられたナチスの鉤かぎ十じゆう字じと、何なん挺ちようもの拳けん銃じゆうが押おう収しゆうされた。

　犯はん人にんは雛の父と推すい定ていされるも特定出来ず。

　それから数年後。雛が、機械化された手足の訓練中に、クレヨンで高こう性せい能のうの対人地じ雷らいの設せつ計けい図ずを描かいたことで事じ態たいが判はん明めい──ただし、九歳さいの子供に爆弾製造技ぎ術じゆつを催さい眠みん学習させるホームページなるものが本当に実じつ在ざいするのかどうかは、今も不明。

　いずれにせよ雛にとって重要なのは、未来という名の動機である。確たしかめるすべがないそれに理り解かいを示しめしてくれたのは、たった二人だけ──ＭＳＳ長官ヘルガと、鳳だけ。

　だから、きっと鳳なら分かってくれるはず。

　未来から来る怪物を倒たおす方法を。

　やがて、暗くら闇やみの中、雛は目的の場所に辿たどり着くと、ふわりと床ゆかに舞い降おりた。

　暗い地底の闇に心まで吞のみ込まれそうになりながらも、雛は歯を食いしばって両耳を覆おおうヘッドホンに手を当て──おそるおそる、それを外した。




　　　　Ⅳ




　掃ダダ射ダ！・掃ダダ射ダ！・掃ダダ射ダ！──火の粉とともに迫せまる爆ばく圧あつで損そん傷しようを受けることを覚かく悟ご／包囲を試みる小こ蟹がにたちへ掃そう射しやしながら、なおも雛に呼よびかけようとし──はたと鳳は気づいた。

　なぜ、小蟹たちは正せい確かくに自分を追跡して自爆できるのか？

　音おん響きようならばこの爆音で連れん鎖さ爆発を起こすはず。動作感知ならば動く仲間同士を攻こう撃げきし、温度感知ならば群むれをなして炎に飛び込んでしまうだろう。

　自分だけをこの地下で正確に特定する手しゆ段だんはただ一つ。

　通信だ。

　それこそ雛が真っ先に遮しや断だんしたもの──この敵てきは、地上と地下をつなぐ強力な電波を感知し、追いかけ、爆発するのだ。

《敵の探たん知ち手段が判明‼　通信です‼　目標を発見するまで全通信を停止‼》

《マジぃ⁉》

　乙──素すっ頓とん狂きような叫さけび。

　その声を鳳が遮断／通信車両とのコンタクトも全すべてカット／自分の位置を知らせる信号もオフに。

　飛ひ翔しよう──素早く退たい避ひ／背はい後ごで最後の通信を感知した小蟹たちが炸裂──怪かい物ぶつの舌したのようにひらめく炎を必死にかわす。

　暗黒の地下迷めい宮きゆうで完全孤こ立りつ──敵の罠わなにそうとも知らず飛び込こんでしまった。

　本部との連れん携けいも不ふ可か。仲間と合流することも困こん難なん。雛には分かっていたのだ。

　もし自分が敵なら、どうやって自分たちの連携を断たち、孤立させ、撃退するか。

　その声を真しん摯しに聞くものがいなかっただけで。

　激はげしい後こう悔かいの念──それを振ふり払はらって思案。

　敵は群だ。この広大な地下迷宮でたった三人。

　連携を断たれた状じよう態たいで援えん護ごもなく、どうやって本体を追い立てればいい？

　ふいにどこからか断だん続ぞく的に響ひびく音を感知──乙か雛かと思い、身を翻ひるがえして飛翔。

　広々とした空間──東方四キロ地点Ｂ５フロア。

　かつての地下運うん河がの名な残ごりに出るなり、あまりのことに、呆あつ気けに取られた。

　暴動鎮ちん圧あつ用ようのワイヤーで括くくられた小蟹たちが、あちこちでジタバタもがいている。

　誰だれがやった？　警けい察さつ？　味方？

　第三者の存そん在ざいが明らかとなったその直後──今度は、暗闇全体が震しん撼かんしたかと思うほどの猛もう烈れつな地響きが発生し、天てん井じようが震ふるえ、石くれが小こ雨さめのように降ふってきた。

　始まった──敵の本体が、地下から都市を爆撃し始めたのだ。

　敵は効こう果か的に連鎖爆発を起こして地下道を破は壊かいし、地区全体を一挙に陥かん没ぼつさせ、自分たちごと壊かい滅めつさせるだろう。

　もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。こうなれば力の限かぎりこの広大な迷めい路ろを飛び続け、敵ごと生き埋うめになる覚かく悟ごで要撃を敢かん行こうするほか──ない、と断だん定ていしかけたそのとき。

　新たな音が昂こう然ぜんと響き渡わたった。

　暗い地下に突とつ如じよとして輝かがやきが放たれたような音色。

　神こう々ごうしくも雄ゆう大だいなる管かん弦げん楽曲。




「な……なんだぁ……？」

　乙──地上付近のＢ１フロアにまで逆ぎやく戻もどりしたところへ、地底から響き渡る音楽に仰ぎよう天てん。

　すぐさま羽のセンサーを駆く使しして音おん源げんを探たん査さ。

　南方三キロ地点──Ｂ９フロア。

　直観──おそらく通信の代わりに雛が呼よんでいるのだ。

　瞬しゆん時じの判はん断だん／即そく応おう──速度を緩ゆるめず下か降こう──下降──下降。

　敵てきとの遭そう遇ぐうを恐おそれず、次々に下階へのトンネルを飛び抜ぬけてゆく。

　やがてＢ５フロアにまで降おりたとき、行く手に複ふく数すうの動くものを感知。

　小こ蟹がにの群と断定──灼しやく熱ねつする刃やいばを掲かかげて突とつ撃げき敢かん行こう。

「ドキドキするっしょぉーっ‼」

　みるみる接せつ近きん──小蟹より遥はるかにでかい、軽自動車並なみの大きさの何か。

　暗がりで動くそれに向かって刃を叩たたき込んだ──かに見えたが、相手が乙の刃に合わせて大きな腕うでを突つき出すや、何をどうされたのか、とてつもなく精せい密みつな動きで、ふわっといなされ、抱だき留とめられていた。鋼こう鉄てつと鋼鉄がぶつかったはずなのに、柔やわらかいものにやんわりくるまれたような感かん触しよくだった。

　きょとんとなる乙──その頭上から、ぶっきらぼうな、若わかい男の声が降ふってきた。

「大人しくしろ、坊ぼう主ず。俺おれは味方だ」

　乙──条じよう件けん反はん射しや的に、むかっとなって反はん論ろん。

「ぼ……坊主じゃないっしょぉ⁉」

　叫さけびつつ、ふと目を丸くする／相手の言葉を不ふ審しんそうに繰くり返す。

「……味方？」




　ハイドン作曲『十じゆう字じ架か上のキリストの最後の七つの言葉』＝大音量。

　その音色を、雛が、己おのれの羽を通して増ぞう幅ふく＝大音響。

　第四ソナタ『神よ、なんぞ我われを見み捨すてたもうや？』のうめき。

　周囲には海のようにひしめく小蟹の大たい群ぐん──さながら地じ獄ごくの光景。

　だが雛には分かっていた。

　彼らの大半は一定以上の音おん響きようが発生している間、センサーがオフになり、眠るのだ。

　でないと一体が爆ばく発はつした途と端たん、勝手に連れん鎖さ爆発が起こり、大して効果的ではない破壊になってしまうから。

　ただし群むれの中に必ず何体か、侵しん入にゆう者しや撃退用の個こ体たいがいて、通信感知と同時に周囲の群に連鎖順じゆん序じよを指定する。指定された個体は音響に構かまわず対象へ次々に跳とびつき、相手が自分たちより小さくなるまで爆発し続けるのだ。

　むろん、どれが連鎖指定をする個体か、雛には分かっている。

　音響で群を眠ねむらせているうちに、その個体をそっとつかまえ、刺し激げきしないよう気をつけながら解かい体たいし、自分専せん用ようの連鎖指定スイッチに改かい造ぞうしていた。

　そして、待った。敵てきの本体を。ここが敵の巣であることも分かっていた。

　なぜなら小蟹たちを作り出すための電力供きよう給きゆうが必要だから。

　でも大電力を抜いたらすぐにバレるから、あちこち地下ケーブルを工作し、小しよう規き模ぼな電力供給ケーブルを幾いくつもここに引いているのだ。雛はただ、そのケーブルを追っただけ。

　かくして、第六ソナタ『果たされた！』が終わり、第七ソナタ『父よ、その手に私の霊れいを委ゆだねます』に差し掛かかったとき。

　突とつ如じよとして、すぐ向こうで汚お水すいが波立ち、ザバーッとそれが姿すがたを現あらわしていた。

　蟹というより、巨きよ大だいなザリガニをプレス機で平べったくしたような異い様ような姿。

　汚水まみれの扁へん平ぺいな体／腹はらに大量の小蟹を内ない蔵ぞう／電力確かく保ほのための二本の角が不気味に収しゆう縮しゆく──ガサガサと音を立てて怪かい物ぶつがやって来るさまに、雛は気き絶ぜつしそうになりながらも必死に耐たえた。

　怪物が大音響の音源を探さがしてしきりに顔を左右にやり、ふと、コンクリートの堤てい防ぼうの上／水道管の束の陰かげで、羽を震ふるわせる雛に気づいた。

　いきなり突とつ進しんを開始──その瞬しゆん間かん、雛の手が、スイッチを押おした。

　数十体の小蟹たちが、自分を生み出した親蟹の腹の下で一挙に炸さく裂れつ。

　灼熱の火球──キリストが槍やりに貫つらぬかれた衝しよう撃げきを再さい現げんしたかのような黙もく示し録ろく的大爆発。

　爆風・炎ほのお・飛散する破は片へんの嵐あらしの中、自分だけは絶対安全という芸げい術じゆつ的計算によって位置取る雛は、爆音が収おさまる前に陰から手を突き出した。

　左ひだり腕うでの連結式爆雷チエーン・マインを一挙投とう擲てき──濛もう々もうたる粉ふん塵じんと炎へそれが消え、さらに連鎖爆発。

　ついで右手を突き出し、火炎放射器フアイアーブラスターを放射。

　暗くら闇やみが吹ふき飛び、一面、赤いペンキでも塗ぬったような火の色に。

　その一部始終で上がり続ける叫び。

「いじめないで、いじめないで、ボクをいじめないでぇーっ‼」

　タンクが空に──そこら中で燃もえ盛さかる炎／壁かべのように立ちこめる粉塵。

　手持ちの武ぶ器きを使い尽つくした雛が、思わず祈いのるように鼻の頭に指を伸のばし──凍こおりついたようになった。

　ない。飛行中か爆風のせいか、気づけば鼻に貼はられたはずの絆創膏おまじないがなくなっていた。

　ふいに、炎の向こうで巨大なものがゆっくりと動き出した。

　体がひしゃげて歪ゆがんだ大蟹。

　その全身を覆おおうどろどろの汚きたならしいもの＝汚水を固めた氷ひよう結けつ装そう甲こう──爆ばく撃げきに耐たい久きゆう。

　大蟹が角を振ふり上げ、凄すさまじい勢いきおいで雛に向かって突進を開始。

　ひっ、と雛が悲鳴を詰つまらせた。

　襲おそい来る敵／パニック──恐きよう怖ふのあまり体も頭も痺しびれたようになる。

　がくがく震えながら後ずさったその頭上で、猛もう然ぜんと叫さけびが起こった。

「雛さんっ‼」

　鳳──最大速度で急きゆう降こう下か。

　びっくり顔の雛を左腕でかっさらうようにして抱だき取り、すぐさま退たい避ひ。

　大蟹が水道管を引き裂さき壁に激突──頭部がひしゃげながらも鳳と雛を追って顔を振り立て走り出したところへ、さらに突撃滑かつ空くうする青い輝かがやき──乙。

「ドキドキしてきたねぇーっ‼」

　灼しやく熱ねつする刃やいばが一いつ閃せん──大蟹の右みぎ脚あしを二本切せつ断だん。

　大蟹がバランスを崩くずして汚水に倒たおれるも、氷結装甲を脚の代わりにして、すぐさま姿し勢せいを立て直し、素す早ばやく脇わきのトンネルへ飛び込んだ。

　迅じん速そくに三人の包囲をかわし、暗くら闇やみに逃にげ込む──かに見えたとき。

　突然の火線が激はげしく要撃を開始。

　トンネルに陣じん取どる第三者が放つ弾だん丸がんの雨を浴び、大蟹が身をよじるようにして後こう退たい。

　汚水を跳はね散らし、元の位置に戻もどった大蟹の背せへ、雛を抱いたままの鳳が、機き銃じゆうを掲かかげ／構かまえ／狙ねらい──掃そう射しや。

「ごダダ奉ダダ仕ダダさダダせダダてダダ頂ダダきダダまダダすダダわダダよダダ─ダダ─ダダっダ！‼」

　特ダダ大ダダのダダ火ダダ線ダダがダダ乱ダダ舞ダ！／氷ダダ結ダダ装ダダ甲ダダをダダ粉ダダ砕ダ！。

　装ダダ甲ダダをダダ復ダダ活ダダさダダせダダるダダ余ダダ裕ダダをダダ与ダダえダダずダダ大ダダ蟹ダダのダダ背ダダをダダ貫ダダ通ダ！／カダダプダダセダダルダダ内ダダのダダ脳ダダをダダ破ダダ壊ダ！。

　腹ダダのダダ小ダダ蟹ダダにダダヒダダッダダトダ！。

　轟ごう音おん──甲こう羅らが弾はじけ飛び、脚が頭が角が、宙ちゆうを舞まった。

　ガラガラと音を立てて崩くずれる天てん井じようと大蟹の破片が、汚水にしぶきを立てて沈しずんでゆく。

　鳳──腕の中で羽をたたんで縮ちぢこまる雛とともに床ゆかに着地。

「怪け我がは？　雛さん？」

　雛──鳳を見上げる。胸むな元もとで両手を握にぎりしめる。泣きべそ。

「おっ……遅おそいよぉっ‼　鳳ぁっ‼」

　目を丸くする鳳──ふと微び笑しよう。

　雛をもう一度優やさしく抱き寄よせ、その頭を撫なでる。

「ごめんなさい……雛さん。……ありがとう」




《要撃に成功。これより帰き還かんしますわ》

　鳳の声──たちまちほっとなる通信車両の面々。

「良かった……」

　モニターの前で懸けん命めいに祈いのりを捧ささげていた冬真──深々と溜ため息いき。

「ねえねえ」シャーリーン＝冬真の袖そでを引っ張ぱって。「知ってる？　Ｃだよ。答え」

「え……」

　きょとんとなる冬真──思い出す。

「Ｃ……クイズの？」

「そ。答えは山や羊ぎ座ざね。うん」

　言いたくて仕方なかったらしいシャーリーン──得意顔。

「山羊座ってさ、牧神パーンが、怪かい物ぶつテューポーンに襲われたときに、逃げるために変身した姿すがたでね。パーンって慌あわて者で有名でさ。でも、実はそうじゃなくてね。恐怖をもたらす神様だったんだね」

「恐怖を……？」

「本人にその気はなくても恐怖が伝でん染せんしちゃうんだ。無む意い識しきなテロって感じ」

　シャーリーン──にこにこと／友達のことでも話すみたいな気軽な口調。

「そんでパーンは好きになった妖精スプライトにも恐怖を伝染させちゃってね。妖精はパニックに陥おちいって水に飛び込こんで葦あしになっちゃった。パーンは悲しんでその葦で笛を作ってね。シュリンクスの葦笛ってんだけど、その笛の音を聞くと、みんな恐怖が消えて、安らかな眠ねむりについたってさ。そんなわけで、恐怖と安心を司つかさどる牧神パーンが、パニックの語ご源げん」

《まるで僕ぼくらのようだね、ボス》

　水無月の声──本人は目を閉とじたまま／鳳たちが帰還するまで接せつ続ぞく中ちゆう。

《恐怖と安心。それが僕らのビジネスってわけさ》

「ま、そーいうこと。あんたのビジネスは軽けい犯はん罪ざいとセクハラだけどさ」

　シャーリーン──モニターを見て。

「おや、前線部隊がお帰りだ。空と地上と、セットで」




　地下から姿を現あらわす輝き──紫むらさき・青・黄。

　その後ろから現れる者達──第三者たる軍用機体。

　軽自動車並なみの大きさ／二つの腕うで＆四つの脚＆背に丸い操そう縦じゆう者しやのカプセル＆大きな角。

　正式名めい称しよう〝ケンタウロスツエンタウアー・ＡⅡ型アー・ツヴアイ〟──別名〝カケブートフムエシル〟×十六機が続々と地上へ。

　そこへニナが運転する車が到とう着ちやく。

　バロウ神父が外へ──漆しつ黒こくの機体に目をみはる。

「なんと。いつの間にＭＳＳ地上戦せん術じゆつ班はんを……」

「ＭＰＢから提てい供きようされた地図を頼たよりに、ひそかに地下を移い動どう……」

　ニナ──さらに到着する公用車を見やる。

「全すべて長官の指し示じです」

　車からゆっくりと歩み出るヘルガ──にこやかに二人に微笑ほほえみかける。

「やっと揃そろったわね。私たちＭＳＳ……その主力メンバーが」




　ＢＶＴビル──来らい賓ひん室しつ。

　そのモニター──三人の機械仕じ掛かけの妖精スプライトたち／十六の機体／車両から現れる通信官たち／ニナ・バロウ神父・ヘルガ。

　勢せい揃ぞろいしたＭＳＳの主力メンバーたちの姿。

　呆ぼう然ぜんとなっているエゴン。

「ま、まさか……か、勝手に、地上戦術班を復ふつ帰きさせるとは……」

　党とう員いんバッジ＝苛いら々いら。

「なんと。独どく走そうを許ゆるした手前、とがめ立てもできんではないか」

　議員バッジ＝薄うすら笑い。

「さすが国法研の才さい媛えんヘルガ。見事なお手て並なみだね。しかし所しよ詮せんは少数部隊……どこまでやれるか見物だ」

　階級章＝尊そん大だい。

「今後も、彼らの独走を黙もく認にんしたまえ、エゴン局長。彼らには、せいぜい、力ちから尽つきるまで戦ってもらおうではないか」

「は……」

　エゴン──三人の未来党員幹かん部ぶを見つめる目が、ちらりとモニターへ。

　遠く映うつるヘルガの姿に、羨うらやむとも咎とがめるともつかぬ光が目に浮うかび──そして消えた。
















第五話　シティ・オブ・フェアリーテール（前編）

















　　クイズです♪　クイズです♪

　　全すべての悪の心が封ふう印いんされていた

　　パンドラの箱が開かれたとき、

　　最後に現あらわれたのは「希望」の心。

　　ではなぜ、この「希望」は最後

　　まで出て来なかったのでしょう？




　　　Ａ☆目が見えなかったから

　　　Ｂ☆怖こわがりだったから

　　　Ｃ☆眠ねむっていたから












　　　　Ⅰ




《さー、答えはどーれですかしらーっ？　乙ツバメさん、雛ヒビナさん？》

　鳳アゲハの声なき無線通信ウイスパー──小さなビルの屋上にて警けい護ご中ちゆう。

　ミリオポリス第十四区ベンツイング──小こ綺ぎ麗れいな通りを挟はさんだ、向かいの小さなモスクでは、宗しゆう教きよう連れん絡らく会議の真っ最中。

　その近辺にて警けい戒かい待機中の二人──返答なし。

「オレ、初めてケータイもらっちった！　すんげー機き能のうっしょー、これ！」

　並なみ木き道みちのベンチに座る乙ツバメ──小隊の制せい服ふく＝青いスカート。可か憐れんな唇くちびるにくわえたロリポップをガリガリ齧かじり、自分専せん用ようのＰＤＡ＝携けい帯たい用小型端たん末まつを操そう作さ。

　各種コンテンツ企き業ぎようのページにアクセス／山のようにゲームをダウンロード。

「…………」

　ビルとビルの暗い隙すき間まにうずくまる雛ヒビナ──小隊の制服＝芥子からし色のスカート。

　いつも通り自じ己こ閉へい鎖さ中ちゆう──両耳にヘッドホン＆腰こしに旧きゆう式しきアイポッド。

　地面にしゃがみ込んで工作キットを並ならべ、支し給きゆうされたばかりのＰＤＡをバラバラに分ぶん解かい／中身を確かく認にん／組み立て。鳳のバカバカもし爆ばく弾だんや毒や盗とう聴ちよう器きや洗せん脳のう装そう置ちが組み込まれていたら大変なのに怖こわいのに知らない人が作ったものなんて絶ぜつ対たい信用できないのに。

　二人とも絆創膏おまじないを支給済ずみ──乙＝ほっぺ／雛＝小さな鼻の頭。

《お・ふ・た・り・さ・ん♪》

　鳳──ＰＤＡの複ふく数すう通信をオン／強きよう制せい通話＝傲ごう然ぜんとした怒いかりの声。

「そのＰＤＡケイタイに、あたくしにだけ操作可か能のうな自爆装置オプシヨンをつけますわよ」

「Ｂっす」「Ｃです」

　乙＋雛──ＰＤＡに向かって即そく答とう。

《警護中は周囲に気を配ること。そんなんじゃ、いざというときに対たい応おうできませんわ》

　鳳──小隊の制服＝紫むらさきのスカート／ＰＤＡの通信対象を切り替かえ、優やさしく質しつ問もん。

「冬真トウマさんはどれですの？」




　通りに停車中の通信車両から出てきた冬真──懐ふところにＰＤＡ／通話用イアフォンを左耳に装そう着ちやく。ちょうど警戒に疲つかれて気き晴ばらしに出たところへ呼よびかけられ、ぎくっとなる。

「え、えっと……Ａ？　目が見えなかったから？」

《さあ、どれでしょう♪》

　ＰＤＡ越ごしの声＝やたら嬉うれしげ──さらに同時通信で呼びかけ。

《ニナさんは？》

「少し待て」

　通信車両の隣となりに立つニナ──ＰＤＡではなく旧式の携帯電話でネット検けん索さく。

「ふむ……予言神プロメテウスが世界中の悪を封ふうじ込めたという箱、正せい確かくには壺つぼであるそれは、パンドラという名の女が所持したことからパンドラの箱と呼ばれ……」

《ニナさん！　ルール違い反はんですっ！》

「速すみやかな情じよう報ほう収しゆう集しゆうが私の仕事でな」

　ニナ＝淡たん々たんと──道路を振ふり返る。

「地上戦せん術じゆつ班はんが到とう着ちやくした。クイズの答えは仕事の後だ」

《くれぐれも答えを言ってはいけませんわよ、ニナさん》鳳＝憤ふん然ぜんと念ねん押おし。

「了りよう解かいした」

　ニナの応答──と同時に、獣けものが低く唸うなるような音が通りに響ひびいた。

　冬真がニナのそばに来る／道路を振り返る／ぎょっとなる。

　軍用機体──滑なめらかな漆しつ黒こくの巨きよ体たい／背せに丸い操そう縦じゆう席せき／頭に鋭するどい角。

　二つの腕うで＆四つの脚あしを折おり畳たたみ、脚の付け根の装そう甲こうタイヤで移い動どう。

　正式名めい称しよう〝ケンタウロスツエンタウアー・ＡⅡ型アー・ツヴアイ〟──またの名を〝カケブートフムエシル〟×二台が到着。

「怖こわいのが来たぁ……」

　雛──怯おびえた顔をビルの隙すき間まから覗のぞかせる。

「うほっ、すっげー！」

　乙──元気良くベンチから立つ／駆かける／跳とぶ──機体頭部に軽かろやかに着地。

「ねー、オレにもこれちょーだいっ！」

　機体から声が飛ぶ。

「坊ぼう主ず、危あぶないぞ」

　乙＝むかっ──スカートの裾すそをつまんでヒラヒラさせる／女の子であることを顕けん示じ。

「坊主じゃねーっしょぉ⁉　ほらぁ！」

「坊主じゃない……？」

　機体の背が装甲を開く──若わかい男が姿すがたを現あらわす。

　地上戦術班の制せい服ふく──精せい悍かんな顔／切れ長の黒くろ眼め／頭を覆おおう真っ白な布ぬの／後ろで束ねた長いコルク色の髪かみ──憮ぶ然ぜんとした顔つきの、若々しい虎とらの風ふ情ぜい。

　男が真顔で乙を見つめる──ぼそりと言い直す。

「小こ僧ぞう」

「こぞ……」

　乙＝絶句──むかつき顔でわめく。

「なにこのあんちゃん、頭おかしーっしょ」

「あんちゃん……」

　男＝さらに憮然。

「可愛かわいいお嬢さんフロイラインに失礼だぞ、日向ヒナタ」

　笑いをふくんだ穏おだやかな声──もう一台が装甲を開く。

　もう一人の若い男が機体から降おりる──戦術班の制服／瑠璃色の瞳サフアイア・ブルー／滑らかな長ちよう髪はつのブロンド／引き締しまった白はく皙せきのおもて──青い瞳ひとみをした、しなやかな豹ひようを連想。

　ニナと冬真の方へ歩み寄より、優ゆう雅がに敬けい礼れい──親しげな微笑ほほえみ。

「地上戦術班、予定通り到着……だ、潮音シオン。全十六機を各区く域いきに配置。いつでも動ける」

　無ぶ愛あい想そうにうなずくニナ。

「局長は屋内で会合中だ。別命あるまで待機。それと……成人前の名で私を呼よぶな」

　文化委い託たくされた漢字名キヤラクターは二十五歳さいの成人時にミドルネームに──だが男は微笑んで言った。「ともに戦いにおいて名乗り合った名だ。もうしばらく大切にしても良かろう」

　ニナは無言──ぷいとそっぽを向く。相手を嫌きらっているというより、それが互たがいに慣なれ親しんだ仕草という感じに冬真には思えた。つまりそれだけ古くからの知り合いなのだ。

　男が冬真に微笑みかける──すっと手を差し出す。

「そういえば、この街に帰き還かんしたばかりで、お互いの紹しよう介かいがまだだったね」

「あ……はい」

　冬真──相手の悠ゆう然ぜんとした振ふる舞まいに見とれながら手を握にぎり返す。

「冬真・ヨハン・メンデルです」

「ホルスト・御ミ影カゲ・ブレネンデリーベ、〈ミリオポリス公安高機動隊ＭＳＳ〉地上戦せん術じゆつ班はんの専せん任にん士官だ。階級は少しよう尉いだが、それに見合った待たい遇ぐうを与あたえられたことは、まだ一度もないな」

　いたずらげなウィンク──手を離はなしてもう一台の機体を指さす。

「あれは副長のロルフ・日向ヒナタ・アナベル。階級は伍ご長ちようだが働きは准じゆん尉いなみだ。実戦ともなれば私より有ゆう能のうかもしれん」

　乙とにらめっこしていた男＝日向がこちらを向く。

「買いかぶりすぎだ。お前はそうやって人をおだてて働かせるんだ、御影」

「へー、あんちゃん強いんだ」乙＝感心。

「あんちゃんじゃない。日向だ、坊主」

「だーから、坊主じゃねーっしょー⁉」

「ははは。隊員同士、早さつ速そくうちとけ合っているな」御影＝鷹おう揚ような笑い。

「そ……そうかな」冬真＝疑うたがわしげ。

「おや、あんな所に麗うるわしの要よう撃げき小隊長がいるな」

　頭上を仰あおぐ御影──手を振る。

　小さなビルの屋上で、鳳が笑って手を振り返すのが見える。

　それで、どうやら鳳はこの面々と顔なじみらしいということを冬真は察した。

　ふとニナが振り返る。

「どうした、雛？」

「……」

　雛──ビルの隙すき間まから半身を出し、警けい戒かい心しんのこもった顔でこちらを見ている。

「もう一人の要撃小隊員か」

　御影が雛へ歩み寄る──気さくに手を差し出す。

「君のファイルは拝はい見けんさせてもらったよ、お嬢さんフロイライン」

「ボク、男の子だもん」

　雛＝いつもの主しゆ張ちよう──小さな肩かたをすくめて警戒を堅けん持じ。

「知らない人と話しちゃ駄だ目めだもん」

「これは失礼、雛くん」

　あっさり同意する御影──差し出していた手を懐ふところへ。

「では、これを見せれば信用して頂いただけるかな？」

　ＰＤＡを取り出す＝液えき晶しようパネルを展てん開かい──本体の何倍も画が像ぞう範はん囲いが広がり、何人か並ならんで撮とられた写真が映うつし出される。

「……鳳だ」

　目を丸くする雛──その言葉で、冬真も思わず近ちか寄よってそれを見た。

　一枚まいの記念写真＝ＭＳＳの制せい服ふくを着て、こちらを見て立っている七人の男女。

　小こ柄がらな女じよ性せい──ＭＳＳ長官ヘルガ。

　ニナ──腰こしまである長い髪かみ／冬真が一度も見たことがないスカート姿すがた。

　御影──短い髪／どこか悲しげな微び笑しよう。

　日向──同じく短い髪／頭部から額ひたいへ斜ななめに走る疵きず痕あと＝今かぶっている白い布ぬのはそれを隠かくすためだと知れた。

　鳳──今よりまだ幼おさない顔／短い髪／にっこりとした微笑ほほえみ／綺き麗れいな、傷きずのない左目。

　そして、二人の少女──まるで鳳を守るように、それぞれの手を鳳の肩に置いている。

　おかっぱの赤毛にミント色の目／そして男の子のように短い金髪に萌もえ黄ぎの目。

　名も知らぬ少女たちに、冬真は少し、どきっとなった。

　以前、オフィスの鳳のデスクで見た写真と、同じ少女たちだったからだ。

　咄とつ嗟さに、彼女たちについて訊きこうとしたが、その前に御影がＰＤＡを操そう作さしていた。

「他ほかに、こんなのもある」

　どこかのファッション雑ざつ誌しの表紙を写した画像──冬真＋雛が、同時に声を上げた。

「ニナさんだ」「ニナだ」

　綺麗に着き飾かざったニナ──今より若わかい／髪が長い／冬真の知らない初うい々ういしい笑顔。

　御影──秘ひ密みつを共有しようとするささやき声。

「知る人ぞ知る、彼女の過か去この職しよく業ぎようだ。かつてトップモデルとして映えい画が業界にも……」

　すたすたとやって来るニナ──無言で御影のＰＤＡを引ったくる／目にも止まらぬ素す早ばやい指さばき／一瞬で画像を完全デリート──怖こわい顔で本体を返す。

「じきに会議が終わる。余よ計けいなことをしていないで持ち場につけ」

「了りよう解かいだ、潮音シオン」

　悠ゆう然ぜんと敬けい礼れいする御影。

　ニナは何も言わず、むっつりときびすを返して通信車両へ入って行ってしまった。

「甘あまいな」

　御影──いささかも動じずＰＤＡを操作／先ほどと同じ画像が出しゆつ現げん。

「バックアップは基き本ほんだろう？」

　冬真＋雛──ニナの怒いかりが怖くて無言。

「信用して頂けたかな？　私と君は、今より以前から、同じ組そ織しきに属ぞくしていたわけだ」

　雛──まだ警けい戒かいを残しつつ、こくっと小さくうなずく。

「さっきの写真……鳳のそばにいた人たちのこと、知ってるのぉ？」

「もちろんだ」

　御影が先ほどの画像を再ふたたび呼よび出してみせる。

「赤い髪をした方は螢ホタル……こちらは皇スメラギ。どちらも鳳のチームメイトだった」

「鳳がリーダー？」

「いいや。この螢がリーダーだ」

　雛──画面から目を離はなし、御影を見上げて。

「なんで死んだの？」

「……聞いていないのか？」

　また小さくうなずく雛。

「乙ちゃんも知らないって言ってた」

　その様子に冬真はちょっと驚おどろいた。てっきり乙と雛は知っていると思っていたのだ。

　鳳が頼たよりにしていた仲間たち──今は天そ国らから見守っているという二人の少女のこと。

「私も……詳くわしいことは知らなくてね。ある任にん務むでのことだったと聞いている」

　その声の沈しずんだ響ひびきから、冬真は、御影が何かを隠かくしていると感じた。

　あるいはそれは公言できない秘密の任務だったのかもしれない。

　今のように公然と働けるようになる前は、鳳たちの存そん在ざい自体が秘密だったのだと、冬真は師しであるバロウ神父から教えられていた。

「いつか、鳳の口から聞けるだろう」

　御影はＰＤＡをしまい、冬真と雛の肩かたを優やさしく叩たたいた。

「今も昔もＭＳＳの信念は変わらない。互たがいの力をチームに捧ささげ、ともに戦おう」

　にこやかな調子でそう言うと、御影は機体の方へ去っていった。

　冬真はふと、ビルの屋上から鳳がこちらを見ているのに気づいた。

　目が合うと、鳳はにこっと笑った。

　冬真や雛が、地上戦せん術じゆつ班はんという新たな仲間と、手を握にぎり合えて嬉うれしいというようだった。

　かつて失われた仲間──その悲しみの影かげが、その微笑のどこかに薄うすく漂ただよっているように、冬真には感じられていた。
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　モスク内──会議所。

　各宗しゆう派は＝キリスト教や仏教など何十人もの指し導どう者しやたちが集つどい、情じよう報ほうと意見を共有。

「それぞれが情報を提てい供きようしてくれたことを、ここにいる全すべての師たちに感かん謝しやしたい」

　席を立つバロウ神父──司祭服／白はく髪はつ＆灰はい色の目＆深い皺しわ／老オークの樹きの風ふ情ぜい。

「これ以上、我われ々われの教きよう義ぎが争いの理由にされるのを防ふせぐためだ……」

　老指導者イマーム──静かな声。

「宗教が紛ふん争そうの種になるのではない。紛争が、宗教を火に変えるのだ。火を起こそうとする者は、いつでも、宗教とも政せい治じとも関係のないところで利り益えきを得ようとする。どうか我らの同どう胞ほうに、慈じ悲ひある対たい応おうを」

「承しよう知ちしております」

　ヘルガ──制せい服ふく／バラの花のような存そん在ざい感──席を立ち、列席者たちへ誓ちかうように敬けい礼れい。

「さらなる悲ひ劇げきを阻そ止しするため、我々ＭＳＳが全力を尽つくします」

　不安と期待が入り交じる宗教者たちの視し線せんを受けながら退たい室しつ──モスクの外へ。

「私は本部へ戻もどります。もうしばらくのご助力をお願いいたしますわ、神父様」

「ニナと行動すれば良いかね？」

「はい。では、五分後にモニターで」

　ヘルガ──通りに停とめられた公用車に乗り込こむ。

　走り出す車──それを、バロウ神父とともに近きん隣りんの住民が通りから見送っていた。

　トルコ系けいやアジア系の住民たち──軍用機体の登場で、警けい戒かいのこもった彼らの視線を浴びつつ、バロウ神父は通信車両へ。

「お帰りなさい、神父様」

　冬真──そばにニナ／奥おくに通信解かい析せき官かんたち。

「お嬢じようさん方は？」

　バロウ神父──冬真が用意してくれた座ざ席せきに腰こしを下ろす。

「別車両で移い動どうします」

　ニナ──壁かべのマイクで全隊員に指し示じ。

「移動だ。〝カケブートフムエシル〟は当区く域いきの哨しよう戒かいののち合流。これより局長の情報説明を中ちゆう継けいする。コードＣで受信しろ」

　低いエンジン音──通信車両が通りを離れて走り出すとともに、壁の大モニターが複ふく数すうのファイルを展てん開かい／さらにウィンドウ──ヘルガの顔が映うつし出される。

　中継──鳳たちや御影たちにも同じファイルと画が像ぞうが届とどいていることが確かく認にんされた。

　ヘルガ──手に電子書類／通信マイク。

「先日、肉体の死し亡ぼうが確認された、第四の犠ぎ脳のう者しやケマル・グルダー……彼が接せつ続ぞくしていた仮か想そう空間は、既すでに破は棄きされていたものの、ログの一部が残ざん存ぞん。その解析結果と、先ほどの宗しゆう教きよう会議における情報提供により、一連の犠脳体兵器の部品密みつ輸ゆにおいて、連れん絡らく役やくを果たしていた人物たちが判はん明めいしたわ」

　モニター──表示される名前／潜せん伏ぷく予よ測そく地点／血けつ縁えん者しやのデータ。

「ただし重要なのは彼らではなく、彼らが連絡を取っていた人物……。兵器とその密輸計画を過か激げき派はグループに与あたえた男……すなわち、あのリヒャルト・トラクルよ」

　ヘルガの声が低くなる──ニナやバロウ神父、解析官たちが、その名前に反はん応のうし、一様に緊きん張ちようを帯びるのを感じて、冬真は思わずそのデータを凝ぎよう視ししていた。

　リヒャルト・トラクル──男／年ねん齢れい不ふ詳しよう／出身不詳／本名不詳。

　国こく際さい指名手て配はい犯はん──関かん与よしたとされるテロ・誘ゆう拐かい・内ない乱らんの膨ぼう大だいなリストが続々と現あらわれ、冬真は啞あ然ぜんとなった。

「史上最大の武ぶ器き商人にして、都市型テロの発案者コンセプトマン……。その活動はヨーロッパ・アジア・アフリカにまで及および、またその背はい景けいには、幽霊ダミー企き業ぎようを装よそおったテロ支し援えん組そ織しき……プリンチップ社の存そん在ざいがあるとみなされているわ」

　さらにデータ開示──プリンチップ株かぶ式しき会社。

　かつてオーストリア皇こう太たい子し夫ふ妻さいを暗殺し、第一次世界大戦を引き起こしたサラエボの青年ガブリロ・プリンチップの名を冠かんする幽霊ダミー企業。その存在・組織構こう成せいは全て不明。

　どこからともなく大量の兵器を製せい造ぞう・供きよう給きゆう──テロ組織のみならず犯はん罪ざい傾けい向こうのある一いつ般ぱん市民にも武器を与え、各地の都市に混こん乱らんと恐きよう怖ふをもたらす。

「リヒャルト・トラクルは、いわばプリンチップ社のエージェントよ。彼を通して、様々なプリンチップ社製せいの兵器やテロ計画が世界各地にばらまかれているわ。彼の逮たい捕ほこそ、今や世界中の諜ちよう報ほう機関の最重要目標であり、私たちＭＳＳの悲願よ」

　みしり＝ニナがマイクを握にぎりしめる音が、冬真の耳にも届いた。

　そばにいる大人たちだけでなく、ここにはいない鳳や御影たちも、同様に緊張と戦意を高めるのが感じられた。

　敵──一連の事じ件けんの黒くろ幕まく。

　これまでも、冬真はその目で信じがたい戦いの光景を見てきたが、今の緊張はそれとは根本的に違ちがった。本当の脅きよう威いは、破は壊かい的な兵器を手にして迫せまる者達ではないのだ。

　兵器を用意し、それを誰だれかに握らせることが出来る人物こそ、全ての脅威の背後に存在する、真の脅威なのだった。

「過激派組織の連絡役たちは、間違いなくリヒャルト・トラクルと接せつ触しよくしているわ。彼らの逮捕こそ、新たな犠脳体兵器の出しゆつ現げん阻そ止しと同時に、リヒャルト・トラクルの具体的な情じよう報ほうを得る、最大のチャンスとなるでしょう」

　ヘルガ──日ひ頃ごろの艶あでやかな笑みが消え去った、苛か烈れつなまでの意い志しを秘ひめた表情。

「全隊員に通達。これより三十時間以内に当とう該がい人物たちを確かく保ほ。犠脳体兵器の製せい造ぞう工場を特定し、これを制せい圧あつ。これ以上の悲ひ劇げきを阻止するための、これは最低条じよう件けんよ。いいわね」

「了りよう解かい！」ニナ＋解かい析せき官かん達の斉せい唱しよう。

「り……了解」冬真──やや乗り遅おくれて。

　バロウ神父は無言──厳きびしい顔。ちらりと冬真を見るや、目を閉とじて何やら考え込んでしまった。もともと一般市民の冬真が、事件に関かかわり過すぎたことを懸け念ねんしているのだ。

　むろん冬真もそのバロウ神父の思案を察している。

　自分の身の安全を考えると、それはとても有り難がたいはずだった。

　けれども、なぜかバロウ神父が無言でいてくれることに冬真は安心していた。

　自分がこの場にいることを許ゆるすニナに、感かん謝しやさえしていた。

　こんな危き険けんな場所にいるというのに。

　なんでだろう──我われながら不思議だった。




　ミリオポリス第十八区ヴエーリング──ゴミゴミした街まち並なみ／住じゆう宅たく地ち／工業団だん地ち。

　御影が率いる〝カケブートフムエシル〟たちが、当区く域いきの出入り口である道路にて警けい戒かい待機。

　潜伏予測地点の二百メートル手前で通信車両が停車。

　車両後部から飛び立つ〝ハエフリーゲ〟の群むれ──羽の生えたカメラつき円えん盤ばん。

　手の平サイズのそれが、遠えん隔かく操そう作さで画が像ぞうを通信車両に送信。

　解析官らが飛ばす〝ハエフリーゲ〟のうち二機を冬真が担たん当とう──画面を見守る冬真の背後で、ふと、ニナがバロウ神父に言った。

「以前の訓練の際さい、冬真が、画像の送信プログラムの不ふ備びを指し摘てきしてくれたお陰かげで、一度に飛ばせるカメラの数を増ふやすことが出来ました」

　冬真は顔が赤らむのを覚えた。

「す、すいません、余よ計けいなことを……」

「いや。さすが神父様が見込んだ人材です」

　ニナ──完全に冬真を隊員とみなすように。

「犠脳体兵器の分析でも、大いに助けてもらった」

　バロウ神父の静かな返答──本来それだけが冬真やバロウ神父の仕事だというように。

「目標の建物です」

　通信官の一人が言った。

　それで、ニナとバロウ神父の会話が打ち切られ、冬真は何となくほっとした。

　元はレストランらしい建物──看かん板ばんも壁かべも塗と装そうが剝はがれ、電気さえ通っていない廃はい墟きよ。

「あれは？」

　ニナの表情が険けわしくなった。

　目標の建物の前に、一台の車が停とめられていた。

　青い車体に『POLIZEI』の文字──警察ポリツアイのパトカー。

「現げん地ち警官が何をしている？」ニナ──素す早ばやく指し示じ。「車のナンバーから警官の情報を入手。中の人間に見つからないよう屋内に〝ハエフリーゲ〟を侵しん入にゆうさせろ。状じよう況きようが分かり次し第だい、突とつ入にゆうする。小隊および戦せん術じゆつ班はん、準じゆん備びは良いか」

《いつでも》凜りんとした応おう答とう＝鳳。

《同じく》悠ゆう然ぜんとした応答＝御影。

「カメラが中へ」

　解析官の声──モニターに屋内の様子。

　そして声が伝わってきた。
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「ここは俺おれの家です」

　少年＝トルコ系けい──屹きつ然ぜんとした風ふう貌ぼう／手に買い物袋ぶくろ。

　二人の警官──一人が埃ほこりのつもったテーブルを盛せい大だいに蹴け倒たおした＝無言の脅おどし。

　もう一人＝横おう柄へいな説明口調。

「いいや。税ぜい金きんを払はらわない移い民みんの家は、政せい府ふが没ぼつ収しゆうして転売することになってるんだ。ここは政府の物で、お前は家のない浮ふ浪ろう児じだろう。そして浮浪児は、法ほう律りつ違い反はんだ。俺たちはいつでも、お前を逮たい捕ほすることが出来るんだ」

　脅し役の警官が、カウンターに置いてあった物を、警けい棒ぼうでまとめてなぎ払った。

　レジや花か瓶びんや調味料の瓶が床ゆかで砕くだけ散る。

　その暴ぼう力りよくの音に合わせて、説明役の警官が言った。

「だが俺たちは優やさしい警察官だ。言うことを聞けば見み逃のがしてやってもいい」

　少年──怯ひるまずに。「言うことって？」

「お前みたいなのが生きてく手しゆ段だんなんてのはスリか盗ぬすみか麻ま薬やくを売るくらいしかない。それでお前が稼かせいだ半分を俺たちに渡わたしな。税金としてだ。それでここに住ませてやる」

「盗んだことなんてない。麻薬もない」

「心配ないさ」説明役の警官──にやりと。「どうせ食い物がなくなりゃ嫌いやでも盗まなきゃならなくなる。麻薬の種がないってんなら……そういうルートを紹しよう介かいしてやる」

「麻薬を売ったら死し刑けいになる」

「この国じゃ残ざん酷こくなことはしない。麻薬を使えば犯はん罪ざいだが、売り買いは大半が合法だ」

　ふいに脅し役が近ちか寄より、少年の手から買い物袋を叩たたき落とした。

　床にオレンジやパンがばらまかれた。オレンジの一つを脅し役が踏ふみ潰つぶした。

　だが少年は眉み間けんに皺しわを寄せて、じっと宙ちゆうを見たままでいる。

　説得役が溜ため息いきをつく──脅し役に指示。

「おい、奥おくにいる残りのガキを引きずり出せ」

「ここには俺しかいません。他ほかに誰も……」

　言い募つのる少年を、説得役が引っぱたいた。

　少年の鼻と唇くちびるから血が飛び、ぐらっとよろめいた。

「噓うそをつけ。お前たちが二か月以上も前からここに住みついてることは知ってるんだ」

　脅し役が、奥のドアを開いた。

　暗がり──ひっ、と低い悲鳴が響ひびいた。

「男の子と女の子だ」脅し役が言った。

「両方つれてこい。トルコ人ども。素すっ裸ぱだかにしてベリーダンスを踊おどらせてやる」

「弟と妹に手を出すな！」

　少年の叫さけび──説得役が息を吞のんだ。

　脅し役が振ふり返り、少年がいつの間にか握にぎった拳けん銃じゆうに、ぎょっと目を剝むいた。

「このガキ、銃を持ってやがった！」

　脅し役が、素す早ばやく銃を抜ぬいて少年に向けて構かまえた。

「まあ待て、落ち着け」説得役が両手を挙げる──猫ねこなで声。「悪かったよ。な？」

「俺の家から出て行け！」

「分かった分かった。すぐに出て行く」

　説得役が笑いながら後ずさり、背せを向けた──と見るや、素早くまた振り返り、少年の銃を握にぎる方の手首をつかんで、力ちから任まかせに引いた。

　少年が前のめりに倒れ、銃をもぎ取られた。

　その背に、説得役が膝ひざを乗せ、完全に動きを封ふうじてしまった。

「俺たちはな、お前と仲良くしに来たんだ。え？　そうだろう？」

　奪うばった銃を少年の頭に押おし当てながら、背せ骨ぼねを折おらんばかりに体重を込める。

　苦く痛つうの声が少年の口から零こぼれた。

「お兄ちゃん！」女の子の泣き声。

「危あぶねえガキだ。指を何本か折ってやれ」

　脅おどし役が、銃を少年に向けたまま言った。

「おやめなさい！」

　鋭するどい叫さけび──警けい官かん二人が同時に振り返る。

　入り口に少女──鳳。

　憤ふん激げき──躊ちゆう躇ちよなく歩み入り、抑おさえきれぬ怒いかりが足を速めさせる。その勢いきおいのままに、警官二人が何かを言う前に、凄すさまじい速さで走り寄せていた。

「何だ、お前──」

　脅し役が咄とつ嗟さに銃を向けたときにはもう、鳳は眼がん前ぜんにまで来ており、手の平で、相手の脇わき腹ばらをひっぱたいていた。

　なんと、それだけで相手は人形のように宙ちゆうを舞まい、吹ふっ飛んで壁かべに叩たたきつけられ、白目を剝いて悶もん絶ぜつした。説得役が慌あわてて立ち上がり、少年から奪った銃を構えるや、その手を鳳がつかみ、とてつもない力で引っ張ぱった。

「ぎゃっ！」

　説得役が悲鳴を上げて、銃を落とし、その場にひざまずいた。

　襲おそいかかる激げき痛つう──脂あぶら汗あせ／苦く悶もんの声。

　鳳の機械化された手の力で引っ張られたせいで、二の腕うでと肩かたの関節が一度に外れたのだ。




「馬ば鹿か者もの！　誰が突とつ入にゆうしろと言った！」

　ニナの叫び──通信車両からもの凄すごい勢いで飛び出していった。

　バロウ神父の深い溜め息──冬真は呆あつ気けに取られて、モニターを見つめている。

　モニターの中では、鳳が、うずくまる警官に向かって、叫んでいた。

「家なき者への恐きよう喝かつ行こう為い！　子こ供どもへの犯罪の教きよう唆さ！　違い法ほう取引の示唆！　それでも、警官ですか‼」

　その声は、怒りよりも、切実な悲しみに満ちているように、冬真には思われた。

「いかん……」

　バロウ神父が身を乗り出す。

　別モニター──倒れていた少年が跳はね起き、落ちた銃を拾うや鳳に銃口を向けたのだ。

「鳳さん！」

　冬真が思わず声を上げる──が、鳳は静かに、少年とその銃を見つめている。

　そして何を思ったか、腰こしポシェットから、ゆっくりと自分の銃を取り出していた。

「ほら、あたくしも、同じ物を持っていますわ」

　優やさしい微び笑しよう──少年の目を真っ直すぐに見つめ返しながら。

「これの置き方はね、こうするの」

　決して銃のグリップをつかまず、指先で銃身を持ち上げたまま、そっと床ゆかに置いた。

　その銃から遠ざかりながら、

「さ、あなたも」

　穏おだやかに声をかけた。

　少年はじっと鳳を見つめたまま、銃口をそらそうとはしない。

「兄ちゃん……」男の子の声──奥おくのドアから少年の弟と妹が顔を出す。

「来るな、お前たち！」

　少年が叫ぶ──必死の声／追いつめられた者の声。

「ここで、お父様とお母様の帰りを待っているの？」

　鳳＝落ち着いた声。

「……父さんが死んだのは分かってる」

　少年＝およそ子供らしからぬ硬かたい掠かすれた声こわ音ね。

「お母様の名前は？」

「ファトマ・シェン」

「────」

　鳳のおもてが悲しみを浮うかべるのを、少年が見て取り、銃を握にぎったまま、目を細めた。

「……死んだの？」

　鳳は答えず、ただ悲しい顔でいる。

　ニナが入り口の前に来て足を止めた。

　乙と雛が先に来ており、黙だまって中の様子を見守っている。

「そっか……」

　少年は、急に力が抜ぬけたようになって、銃を持つ手を下ろした。

　歩み寄よる鳳──静かに両手を開き、少年をゆっくりと抱だき寄せた。

「よく頑がん張ばったわ」

　鳳のささやき──もし少年の母が生きていたら、そうしたように。

　少年は微び動どうだにせず、鳳の胸むねに顔をうずめている。

「……泣いていいのよ」

　少年の頭を抱かかえるようにして鳳が言った。

「泣いていいの」

「戦士は泣いたりしないって……父さんが言ってた。一番上の兄は、強くなくちゃいけないって、母さんが言ってた」

「泣いていいの」

「弟はまだ小さいし……妹は病気だから……。俺が、守ってやんなきゃって……」

「あなたは役目を果たしたわ。立りつ派ぱに」

　少年の両手がおずおずと上がり、一方の手に銃を握ったまま、鳳の背せにしがみついた。

　細い、すすり泣きの声が零こぼれだしていた。




《警けい官かんたちを病院へ搬はん送そう。彼らの会話は録音しているな》

　現げん場ばのニナの声が通信車両に届とどく。

《よし、彼らの逮たい捕ほ状じようを用意させろ。我われ々われはあくまで通りがかっただけだ。情じよう報ほうを照合──長男ノギ十三歳さい。次男ハリト十一歳。彼らの妹アーディレ十歳。妹は糖とう尿によう病びようだ。一日に三度のインスリン注ちゆう射しやがなければ命がない。医薬品を調達した人物を解かい析せきしろ》

　冬真は、信じがたい思いでモニター越ごしに屋内の様子を見ていた。
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　電気も水道もガスも止められた廃はい墟きよ──そんな場所に二か月以上も子供たちだけで過すごしていたのだ。

　父母の帰りを待ちながら──彼らが生きて戻もどってこないことを、半ば悟さとりながら。

「小さな兵士たちか……」

　バロウ神父の重々しい呟つぶやき──冬真はかつてない胸むねの痛いたみを覚えた。

　いったい何でこんなことになったのか。誰だれがそうさせたというのか──

《本当か？》

　ニナの声──緊きん張ちよう／強い怒いかり。

　思わず冬真も顔を上げてそれを聞いた。すぐそばで解析官がこう告げるのを。

「間ま違ちがいありません。インスリン注射の郵ゆう送そう記録にありました。その送付者──リヒャルト・トラクルの名が」




　　　　Ⅳ




　ミリオポリス第十九区デープリング／高こう層そうホテル──二十五階のスウィートルーム。

「どうぞ、召めし上がれーっ♪」

　鳳の歓かん声せい──ルームサービスの食事を囲む子こ供どもたち。

　乙、雛、冬真、少年とその弟妹きようだい。

「うっは、辛からすぎっしょ、これ！」

　乙──真っ先に手を出し、チキンケバブに齧かじりつく。

「ボク、酸すっぱいの欲ほしい。うんと酸っぱいの」

　雛──ちまちまと総そう菜ざいをつつく。

「……美お味いしい」

　冬真──空くう腹ふくを刺し激げきされてシーフードとパンを口に運ぶ。

　大人たちは不ふ在ざい──戦せん術じゆつ班はんの日向が、部下とともに廊ろう下かとエレベーターホールで護ご衛えい。

　御影は残りの部下を率ひきいてバロウ神父と兵器の工場探さがしへ。

　ニナはホテルの駐ちゆう車しや場じように停とめられた通信車両にて、三人の子供たちの取り調べの準じゆん備び中ちゆう。

　取り調べ──リヒャルト・トラクルの顔を知る〝連れん絡らく役やく〟＝少年とその弟妹。

「さ、ノギさんたちも」

　鳳──皿に取り分け、渡わたしながら。

「……豚ぶた肉にくは入ってない？」

　少年＝ノギ──警けい戒かいしながら。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんとイスラムの方の食事を用意して頂いただきましたわ」

　優やさしく言う鳳。ノギが皿を受け取る。それでやっと弟と妹も皿を手に取り、しっかりと食べ始めるのを見て、鳳がにっこり笑った。

「お口に合いますかしら？」

「うん」弟＝ハリトが屈くつ託たくない笑え顔がお。「でも父さんの料理の方が美味しいね、兄ちゃん」

「ああ」黙もく々もくと食べるノギ。

「兄ちゃんの夢ゆめは、コックになることなんだ。父さんみたいに一流のコックに」

「こら」ノギ＝照れたように弟を肘ひじでつつく。「そう簡かん単たんになれないよ」

「ううん」妹＝アーディレの真しん剣けんな主しゆ張ちよう。「お兄ちゃんが用意してくれた食べ物はみんな美味しかったもの。だからいつかきっと日本でレストランを開くの」

「日本？」冬真＝驚おどろいて。

「兄ちゃんの名前は、日本人の将しよう軍ぐんと同じなんだ」ハリト＝兄を誇ほこらしく思う笑顔。

「聞いたことがありますわ。大昔の戦争で活かつ躍やくした日本人の軍人のことですわね」

「乃ノ木ギ将軍っていうの」アーディレ＝嬉うれしげに。「トルコをいじめてたロシアに勝って、トルコの船を助けてくれたんだって」

「勇ゆう敢かんで優やさしいノギに、ぴったりのお名前ですわ」鳳＝自分まで嬉しそうに。

「別に」ノギ＝赤面／ぶっきらぼうに。「ノギとかトーゴーとかって名前のトルコ人、けっこういるけど、みんな爺じいさんだよ」
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「それで……日本に行きたいんだ」

　冬真──今の日本が戦せん災さいで荒こう廃はいし、文化保ほ全ぜん指定国になっていることは黙だまっていた。

　乙＝面おも白しろがって割わり込こむ。

「オレは香港ホンコンに行きたい！　そんでカンフー映えい画がに出んのが夢！　すんげードキドキするっしょ！」

　雛＝対たい抗こう意い識しき。

「ボク、ＣＤ屋さん。一日中いっぱい音楽聴きいてたいから」

　そう言って、つんつんと冬真の腕うでをつついた。

「冬真はぁ？」

　雛から誰かに声をかけるのは非ひ常じように珍めずらしく、冬真はちょっと驚おどろいた。

「僕は……沢たく山さん勉強して、バロウ神父様みたいになることかな」

「あたし、お医者さん」アーディレ＝自らが病やまいを背せ負おった者の、真剣な口調。「もう誰も、あんな注ちゆう射しやなんてしなくて良いように、新しいお薬を作りたい」

「僕ぼくはカメラマン」ハリト＝元気良く。「兄ちゃんと日本に行って写真を撮とるんだ。カメラは高いけど、お金を貯ためて」

「それでしたら──」

　鳳──思い出したように席を立つ／ポシェットからＰＤＡを取り出す。

「これをお渡しするよう言われていたんですの。ちゃんとしたカメラではありませんけれど、撮さつ影えい機き能のうもついてますわ」

「本当？」

　大喜びのハリト──ＰＤＡ＝ＭＳＳの支し給きゆう品ひん。非ひ常じよう時じの連れん絡らく手しゆ段だんに過すぎないそれを、素す晴ばらしいプレゼントのように高々と掲かかげてみせた。

「すごい！」

「みんなで撮るしかねーっしょ」

　けしかける乙──ハリトに操そう作さ方法を教える。

　雛やアーディレや冬真を撮ったり／撮らせたり。

　その様子をにこにこと眺ながめる鳳──ふいにノギがぽつっと訊きいた。

「……鳳の夢は？」

　子供たちの騒さわぎに巻まき込まれながら、冬真が思わず鳳を振ふり返っていた。

　鳳──満面の笑え顔がお／ノギから話しかけてくれたことを心から喜んで。

「街の第二十二区ドナウシユタツトにある国連都市UNO-CITY。そこで国連調停官になることですわ。世界の争いが一つでも減へるように」

「ふうん」ノギ＝ふいに声を沈しずませて。「キプロスにいた国連の人は、何もしてくれなかったよ。ギリシャ人やアメリカ人が街に爆ばく弾だんを落としても、誰も来てくれなかった」

「キプロス……」

　鳳が神しん妙みように呟つぶやく。

　それで、冬真も、その島の名前と知ち識しきを思い出していた。

　キプロス島──かつてトルコ領りようだったそこで、ギリシャ系けいの住民が独どく立りつ国こくを樹じゆ立りつ。

　そのためトルコ系の住民と対立──トルコの進軍／ＥＵがキプロスを新国家として承しよう認にん／国連軍が出動／国こつ境きよう線せんが引かれて鎮ちん静せい。

　だが連続テロが発生──それが引き金となってキプロス紛ふん争そうと呼よばれる激はげしい戦火が燃もえ広がった──

「バスがみんな壊こわされて、タクシーの値ね段だんが上がったって父さんが言ってた。一人千ドル。それで俺おれたちしか街から出られなかった。いとこや友達は、誰も……。戦争が始まる前はみんな仲良かったのに。イスラムもキリスト教徒も関係なかったのに。何もかも変わっちゃったって、父さんも母さんも言ってた。もう元には戻もどらないって。俺はそんなことないって思ってたけど……アメリカが沢山の爆弾を落とすのを見て、そうなんだって分かった。もう、元には戻らないんだ」

　他の子こ供どもたちが楽しく騒さわぐ中、鳳はじっと黙ってノギの話を聞いている。

　二人を見つめる冬真も、ただ聞いているしかなかった。

「鳳が国連の人だったら、俺たちを助けてくれてたかも。なんか……そんな気がする」

　ノギは寂さびしそうに笑って言った。

　失われたものへの思いに、必死に耐たえるような笑い方だった。

　鳳は、悲しさと嬉うれしさが入り交じった複ふく雑ざつな表ひよう情じようで、静かに微笑ほほえんでいた。




　やがて──ノギたちのいる部屋から退たい室しつした。

　乙と雛は向かいの部屋で待機＝就しゆう寝しん。

　鳳と冬真は、日向とその部下たちが警けい護ごするホールを通って、エレベーターに乗った。

　鳳はロビーで待機／冬真は通信車両へ。

　狭せまい箱の中で二人きり。

　沈ちん黙もく──いつか冬真が拉ら致ちされたとき以来の、滅めつ多たにないシチュエーション。

　冬真はなんとなく緊きん張ちようするのを覚えた。なんでだろう──素そ朴ぼくな疑ぎ問もん。

「ノギに……何も言ってあげられませんでしたわ」

　ふいに、鳳がうつむいて、小さく声を零こぼした。

　なんだか泣きたいのを我が慢まんしているような声に、冬真がどきっとなる。

「調停官になりたいだなんて言いながら、和平を望んでも得られなかった子に、何もしてあげられないなんて……。あの子たちは何も悪くないのに……。何も……」

　いつも毅き然ぜんとして問答無用でいる鳳が、これほど悄しよう然ぜんとなった姿すがたを見るのは、冬真にとって初めてのことだ。

　冬真は驚おどろきつつも、しかし、どこかで今の鳳の姿を予想していたような気がした。

　泣き虫──そう。いつか聞いた言葉。

　泣いてばかりだった鳳を励はげます仲間たち。

　写真の二人の少女──死んだチームメイト。

「あの……嬉しかったんじゃないかな」

　冬真──遠えん慮りよがちに声をかける。

「ノギも、ハリトも、アーディレも。鳳さんに助けてもらって。夢ゆめを聞いてくれて。だから……鳳さんに、辛つらいことを話したんだと思う」

　鳳は無言──うつむいて床ゆかを見ている。

「教会にいると分かるんだ。本当に辛いことって、簡かん単たんに人に話せないって。ノギは、鳳さんに話を聞いてもらえて嬉しかったんだと思う。話せる人がいるってことが……」

　くすっと笑いが響ひびいた。

「冬真さんが教会の見習いの方だというのを忘わすれてましたわ。信者さんにもそんな風にお話ししますの？」

「いや……僕は……」

　もちろん教会で告白を司つかさどるのは神父であって冬真の出る幕まくではない。

「ごめん……余よ計けいなこと言って」

　今度は冬真の方がうつむいてしまった。

　鳳は何も言わず、ドアの方を向いている。

　間もなくエレベーターが止まり、ドアが開いた。

　声をかける間もなく──鳳は、冬真を見もせずに降おりていってしまった。

　かと思うと、くるりと振り返り、後ろで手を組んだ姿で、真っ直すぐこちらを見た。

「ありがとう、冬真さん」

　すぐにドアが閉しまり、冬真が何か言う前に、輝かがやくような鳳の微笑ほほえみを隠かくしてしまった。

　エレベーターが再ふたたび動き出すとともに、冬真の胸むねの奥おくで動どう悸きが起こった。

　なんだこれ、と自分でも驚くほど、心しん臓ぞうがどきどきした。

　駐ちゆう車しや場じようのある階で降りても動悸は止まらず、何なんだろう──と心底、不思議がった。




「病院側が受け入れを拒こばんでいる？　なら児童福ふく祉し局きよくに書類を……。馬ば鹿かな！　あの子らを野の垂たれ死にさせろと言うのか！」

　通信車両のドアを開くなり、物もの凄すごい剣けん幕まくで電話をしているニナに出くわした。

　冬真──すごすごと自分の席へ。

　他の解かい析せき官かんたちの補ほ助じよ＝ホテル周辺を監かん視し中ちゆうの〝ハエフリーゲ〟のプログラム・チェック。

　自じ律りつ飛行中の〝ハエフリーゲ〟の視し界かいを確かく認にん──ふと、不思議なものがモニターに映うつっているのを見た。

　向かいのビル──その屋上の縁へりに誰かが立っている。

　小こ柄がら＝明らかに大人ではない。

　咄とつ嗟さに思案＝鳳？　乙？　雛？

　違ちがう──素す早ばやくカメラをズーム。

　その姿をおぼろに確認──顔にかかるほどボサボサの長い金きん髪ぱつ／明るい萌もえ黄ぎの目／大きな軍のジャケット／灰はい色のズボン／長なが靴ぐつのようなブーツ。

　どうやら少女──なぜそう判はん断だん出来たか冬真自身分からない。

　どこかで見たことがあるような顔──

　反はん射しや的に録画ボタンを押おそうと、目を離はなした一いつ瞬しゆん──〝ハエフリーゲ〟が声を拾っていた。

「見られているぞ、皇スメラギ」

　男っぽい口調──だが声こわ音ねは女の子。

　もう一人いる？

　慌あわてて画面に目を戻もどした。

　無人──一秒にも満たぬ間に、幻まぼろしのように消失。

〝ハエフリーゲ〟の探たん査さも反はん応のうなし──ビルから飛び降りたのでもなし。

　見間違いと思う以外に説明がつかず。

「疲れてるのかな……」

「なら休むといい」ニナ＝いきなり隣となりに座すわりながら。「書類が整った。明日、あの子らの取り調べを行う。君も同席して、あの子らを安心させてやって欲ほしい」

「書類って……何のですか？」

「未成年を噓うそ発はつ見けん器きにかける書類だ」

「え……？」冬真＝先ほど見た幻のことを綺き麗れいに忘わすれるほどの驚おどろき。「噓って……」

「彼らは兵士として教育されている。偽にせの情じよう報ほうを流すだけでなく、我われ々われの情報を外部へ漏もらすかもしれない」

　ニナ──鋭するどい口調／完全に断だん定ていするような声。

「み……みんな良い子たちばかりですよ」

「だからこそ父母の教えを忠ちゆう実じつに守る」

「でも、鳳さんはあの子たちのことを、そんな風には……」

「鳳の最大の弱点だ。相手が子こ供どもだと見み境さかいがつかなくなる。今日も、私の命令を待たずに突とつ入にゆうした」

　あの子らを守るためだ──そう言い返したかったが、ニナがそれを封ふうじるように言った。

「鳳の様子がおかしいときは私に報告を。まかり間違えば、鳳の命が危き険けんに陥おちいる」

　冬真──反はん論ろんできず／何を言っていいか分からず／素す直なおに賛さん同どうも出来ず──黙だまりこむ。

「すまない……強く言いすぎたか」

　ふいに冬真の内心を察したようにニナが言った。

「いえ……」

　冬真──やや遅おくれて反論を見つける／思わず口に出す。

「ニナさんだって……トルコの人じゃないですか。なのに、あの子たちのことを、そんな風に……」

　ニナは目をそらし、冬真から顔を背そむけるようにして、どこか遠い宙ちゆうを見つめた。

　そして、気分を害がいしたというより、何かを思い出そうとするような顔で、こう言った。

「……私は、トルコが嫌きらいだった」

「え……？」

「正せい確かくに言えば、古くさい宗しゆう教きよう観かんを押しつける父が嫌いだった。トルコ本国が政せい教きよう分ぶん離りを唱え、公こう務む員いんがスカーフを被かぶることを禁きんじたというのに……このオーストリアに、家族とともに移い住じゆうした父は、私に、ことあるごとにイスラムの原理主しゆ義ぎを叩たたき込もうとした」

「原理主義……？」

「というより、ただの女じよ性せい差別だな」ニナ＝皮肉そうな笑えみ──切るような声音。「女は肌はだを見せてはならない。女は高こう価かな道具であり奴ど隷れいであり、多た額がくの結ゆい納のう金きんが見込める商品だからだ。親だけでなく男に対しては絶ぜつ対たいに口答えは許ゆるされない。たとえ兄弟であっても、唯い々い諾だく々だくとかしずかなくてはならない」

　冬真は、ニナのその言葉というより、刃やいばのように鋭い口調に、ちょっと啞あ然ぜんとなった。

「私はそんな父を嫌って家を出た。自分なりの職しよく業ぎようを得たが……父にとって軽けい蔑べつの対象でしかなかった。私は家族と疎そ遠えんになった」

　職業＝モデル。

　むしろ父親に対する反感ゆえに、あえて相手が怒おこりそうな職業を選んだのだろうか、と冬真は何となく思った。

「しばらくして、公安の人間が来た。私の家族の行方ゆくえについて、しつこく聞かれた。私は知らないと答えた。本当に知らなかった」

　鋭い声──それがだんだんと、ニナ自身を、切りつけるような口調になってゆく。

「最後に彼らの顔を見たのはテレビのニュースでだ。父も母も、兄弟や妹たちも、イスラム原理主義を標ひよう榜ぼうするテロ組そ織しきに加わり……遺い体たいも残らぬような死に様だった」

　冬真は、まじまじとニナの横顔を見つめた。ようやく、ノギたちのことで最も胸むねを痛いためているのが、他ほかならぬニナであることを理り解かいしていた。

「私の家族についての聴ちよう取しゆで……ヘルガ長官と出会った。あの人は、私にこう言った。人が原理主義にとらわれるのは、移い民みんを受け入れず、冷れい遇ぐうする国の圧あつ力りよくのせいでもあると。だが私を見て、希望を感じたと。移民としてのハンデを乗り越こえる者もいる……。私はそれで初めて、父が、この国で苦しんでいたことを知った。私は何も知らずにいた自分が嫌になり、それまでの仕事を辞やめた。そして真実を知るための職業を目指して学び直した」

「それで……ＭＳＳに？」

「最初は軍だ。生活をする上でも最さい適てきな職だった。そして情報部勤きん務むの試験にパスし……やっと知った。誰だれが、私の家族に武ぶ器きを渡わたしたのかを。父の心につけいり、家族全員をテロに加か担たんさせた、ある一人の男の名を」

「男……？」

「リヒャルト・トラクル」

　冬真──沈ちん黙もく。

　漠ばく然ぜんと感じていた脅きよう威いの源みなもとが、急に生々しい手て触ざわりに変わった感じがしていた。

　まるですぐそばにその男がいるような、今も全すべての悲ひ劇げきの背はい後ごで嘲あざ笑わらっているような、何とも言えない嫌いやな気分だった。

　この人は、こんな気分といつも戦っているのだろうかとニナを見て思う。

　いや──きっと、遥はるかに辛つらい思いと──

「つまらない昔話だ。適てき当とうに聞き流してくれ」

　ニナ──いつもの冷ややかさを取り戻もどした態たい度ど。

「いえ……」

　冬真──無む意い識しきの微び笑しよう。本当に辛いことを話してもらえて、何となく嬉うれしかったし、相手にもそう思って欲ほしかった。

「何だあれは？」

　ふいに解かい析せき官かんの声。

「どうした」

　ニナが素す早ばやく立ち上がる。

　モニターの一つ──ホテルの外面。

　一角で明めい滅めつする光。誰かが部屋の明かりをつけたり消したりしている。

　誰か──部屋にいる者たち＝ノギ、ハリト、アーディレ。

「モールス信号だ！」

　ニナの叫さけび──即そく座ざに通信マイクをひっつかむ。

「戦せん術じゆつ班はん！　彼らが外部と連れん絡らくを取っている！　彼らを拘こう束そく、周辺を警けい戒かい！」
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　カチカチ──スイッチの音。

「優やさしい人たちだったね」

　アーディレ──その周囲で光と闇やみが交こう互ごに訪おとずれている。

「ベッドもふかふか。ずっといたくなるね」

　ハリト──名残なごり惜おしげ／ＰＤＡの電でん源げんを切る。

「父さんと母さんが言ってた。全てが終わったら、神アラーが用意してくれた場所に行くって。俺おれたちだけの場所に」

　ノギ──部屋のスイッチをオンに／オフに／オンに。

「だからきっと、父さんと母さんが帰る方法を遺のこしてくれてる。キプロスへ戻る方法を。俺たちの家への、帰り道を」

「また、あの人たちに会えるかな」アーディレ＝ぽつっと。

「……ああ。きっと会えるさ」

　ノギは言った。スイッチを操そう作さする手を止めた。

「帰ろう。俺たちの家に」




「開かねーよ⁉」

　乙──ノギたちのいる部屋のドアの前／雛とともにたたらを踏ふむ。

「どけ、坊ぼう主ず」

　声──足早にやって来る日向。

「だーから坊主じゃ……」

　乙を無む視し──日向が問答無用でドアを蹴け破やぶった。

　内側の重し＝化け粧しよう棚だなやテーブルや椅い子すを吹ふっ飛ばす。

　日向を先頭に部屋へ──無人＝強い風が吹き込む。

　蝶ちよう番つがいが壊こわされ、大きく開いた窓まど。

「なんだこれ」

　窓から身を乗り出す乙──宙ちゆうに舞まう物＝屋上から吊つるされたロープ。

「空くう挺てい用ようロープだ」日向＝同じく身を乗り出して。「……下か」

　二つほど下の階──三つほど左へずれた部屋の窓が、同じように大きく開かれていた。




「警けい察さつに連れん絡らくして封ふう鎖さ線せんを形成！　あらゆる車両をこの地区内で押おさえろ！」

　ニナの指令──だが解析官の否ひ定てい的返答。

「駄だ目めです。所しよ轄かつのパトカーは全すべて出で払はらっていると……」

「馬ば鹿かなことを……」

　ニナの呻うめき──目に見えない拘こう束そくを振ふり払うように声を上げる。

「ＭＳＳに対する上じよう層そう部ぶの圧あつ力りよくだ。協力的な治安組そ織しきを探さがし出せ。リヒャルト・トラクルの名を出しても構かまわん。あの男を追うための唯ゆい一いつ無二の手がかりを見失うと通告しろ」




　ロビー──走る鳳。

　玄げん関かんから出て素早く裏うら手てへ──宙に手を差し伸のべる。

「転送を開かい封ふう」

　唸うなるような音──エメラルドの輝かがやきが鳳の手足を包む／粒りゆう子し状じように分ぶん解かい／一いつ瞬しゆんで置ち換かん。

　機き甲こう化か──その背せで翻ひるがえる、紫むらさきの輝きに満ちた羽。

　飛ひ翔しよう──旋せん回かい。

　羽を通してホテルから出る者を探たん査さ──だがノギたちの姿はなし。

「ノギ！　行っては駄目！」

　こらえきれず叫ぶ──姿を消した相手に向かって必死に呼よびかける。

「お願い！　戻もどって！　ノギ！　ハリト！　アーディレ！　返事をして！」




　ホテル裏口。

　白衣の清せい掃そう業者が、ガラガラと音を立てて車輪付き洗せん濯たく籠かごを押しつつ外へ出てゆく。

　停車中の業者のトラックへ──だがそのまま通り過すぎ、白衣を脱ぬぎ捨すてた。

　スーツ姿すがたの無む表ひよう情じような男──さらにその先で停車中のリムジンの前で洗濯籠を止める。

　洗濯籠＝ホテルのシーツやガウンの下から次々に現あらわれるノギ、ハリト、アーディレ。

　男が無言でリムジンの後部座ざ席せきのドアを開く。

　車内から声。「やあ、子こ供どもたち」

「リヒャルトさん」

　ノギが率そつ先せんして中へ──続いてハリトとアーディレが入っていった。

　男がドアを閉しめ、運転席へ回って乗り込こむ／ハンドルを握にぎる／キーを回す。

　広々とした後部座席のソファで、もう一人の男が、ノギの肩かたに手を回し、言った。

「おやおや、ノギ。私のことはトラクルおじさんと呼びなさいと言ったはずだよ」

　うなずくノギ。

「トラクルおじさん、この車、つかまらない？」

「心配いらないとも。この車のナンバーは大使館用でね。警けい察さつだって、そうそう止めはしないものさ。それにしても大した冒ぼう険けんだったね。ハリトもアーディレも、ＭＳＳなどに捕つかまってしまって怖こわくはなかったかい？」

「みんな優やさしかったよ」ハリトが言った。

「また会いたい」アーディレが言った。

「おやおや」男が笑った。「彼らは君たちのママが大事な使命を果たそうとしたときに、大おお勢ぜいで囲んで撃うとうとしたんだよ」

「……本当？」ノギ＝目を見開いて。

「噓うそなんかじゃないさ。私が噓を言ったことが今までにあるかい？　ＭＳＳは油ゆ断だんがならない組そ織しきだ。一いち応おう、この車内は全ての電波を封ふうじるようになっているが、発信器など身につけたまま来てはいないだろうね？」

「ちゃんと調べたよ」ハリト＝得意げ。

「いやはや実に優ゆう秀しゆうな子供たちだ。私は多くの場合、連れん絡らく役やくに子供を使うのも、君たちのような優秀な子供が大好きだからさ。ところで、そのＰＤＡは、なぜ捨てなかったんだい？　誰かと連絡を取ろうというのかね？」

「これは電でん源げんを切れば大だい丈じよう夫ぶ。追いかけられたとき、これを上う手まく使えば、別の場所を追いかけさせて、逃にげられるでしょ？」

「なるほど！」男は手を叩たたいて喜んだ。「君たちは戦士だ。君たちなら必ず、パパとママが遺のこしたものを手にすることが出来るだろう。彼らの意い志しを継つぐことが」

「父さんと母さんが？」ノギ＝希望の表ひよう情じよう。

　男はノギのその目をじっと見つめながら、笑ってうなずいた。

「ああ、私は君たちのパパとママと、その大おお勢ぜいの仲間から頼たのまれてるんだ。ちゃんと君たちを、君たちの神様が用意した、君たちだけの場所に連れて行くとね」

　愉ゆ快かいそうな男の声とともにリムジンが速度を上げた。

　それは三人の子供を乗せて、どことも知れぬ都市の闇やみへと消えていった。
















第六話　シティ・オブ・フェアリーテール（後編）
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　ミリオポリス第十九区デープリング──高こう層そうホテル。

　少女がロビーから飛び出し、裏うら手てへ走り込んで、宙ちゆうに手を差し伸のべた。

「転送を開かい封ふう」

　エメラルドの輝かがやきが手足を包む／一いつ瞬しゆんで機き甲こう化か──紫むらさきの光こう沢たくを放つ特甲トツコーに。

　優ゆう雅がなフォルムの鋼こう鉄てつの四し肢し／その背せに翻ひるがえる、紫の輝きに満ちたアゲハチョウの羽。

　飛ぶ──夜の街。

　上空百メートルで旋せん回かい。ホテルから消えた子こ供どもらを必死に呼よんだ。

「ノギ！　行っては駄だ目め！　お願い！　ハリト！　アーディレ！　返事をして！」

　だが求める相手はどこにもいない。

　無線通信ウイスパーで連れん絡らく。

《乙ツバメさん、ホテル西側五キロ四方を探たん査さ。雛ヒビナさんは東側を探さがして》

　ホテル周辺を飛ぶ二つの輝き──青と黄。

《車に乗ったかもしんないぞ、鳳アゲハぁ》

　青の輝き＝乙ツバメ──青く鋭するどい特甲トツコー／青く輝くトンボの羽

《こっちもいないよぉ。地下かもぉ》

　黄の輝き＝雛ヒビナ──黄色いスズメバチの羽／両耳にヘッドホン＆腰こしに旧きゆう式しきアイポッド＝緊きん張ちようを紛まぎらす管かん弦げん楽曲。

「……っ」

　少女＝鳳アゲハ──悲ひ痛つうな思いを押し殺し、さらに無線通信。

《ニナさん、逃とう走そう経けい路ろは分かりませんの？》




　ホテル脇わき──〈ミリオポリス公安高機動隊ＭＳＳ〉の通信車両。

「通信解かい析せき班はんが割わり出し中だ」

　鋭するどく返すニナ──通信マイクで指し示じ。

「三名の重要参考人が逃走。長男ノギ十三歳さい。次男ハリト十一歳。妹アーディレ十歳。妹は糖とう尿によう病びようだ。インスリン注ちゆう射しやがなければ命がない。医薬品の線からも追つい跡せき。彼らは、テロの黒くろ幕まくリヒャルト・トラクルを追う唯ゆい一いつの手がかりだ。絶ぜつ対たいに逃にがすな」

　車内の通信官たちが指示を治安局／交通局へ次々に通達──ニナが隅すみの席に歩み寄よる。

「冬真トウマ。ノギたちが行きたがっている場所や、会いたがっている人物は分かるか？」

「いいえ……。信用されているとばかり……。なぜ、逃げるなんて……」

「……親の教え通りにしているだけだ」

　ニナ＝かすかな悲しみの表ひよう情じよう。

　ふいに通信機にコール。

「バロウ神父様です」冬真が回線をオンに──モニターの一部が映えい像ぞうを表示。

《あの子らが逃げたというのは本当かね？》

　モニターに映うつるバロウ神父──緊きん急きゆう時じにおいても穏おだやかさを失わない声／表情。

　ニナの応おう答とう。「はい。そちらにも動きが？」

《御影くんヘル・ミカゲたち地上戦せん術じゆつ班はんに捜そう査さしてもらった秘ひ密みつ工場だが、どこも廃はい棄きされていた。機体の各部品パーツの組み立ては完かん了りようしている。残りの工場のどこかで、最後の部品パーツの組み込みを準じゆん備びしているに違ちがいない》

「最後の部品パーツ？」ニナが訊きく。

「犠ぎ脳のう体たい兵器の中ちゆう枢すう装そう置ち……人間の脳だ」

「人間の……」

　冬真──冷たいものを飲んだように、ぞっと身をすくめる。

「まさか、あの子らを……」

　ニナ──凄せい惨さんな怒いかりの表情／握にぎりしめた通信マイクが、みしりと軋きしむ。

「聞こえているか、戦術班」

　モニターの一部に若わかい男の顔が現あらわれた。

《先ほどから聞いているよ》

　地上戦術班・専せん任にん士官＝ホルスト・御ミ影カゲ・ブレネンデリーベ──戦意を秘めた微び笑しよう。

　ニナの指示。「推すい定てい秘密工場は残り六か所。戦術班を三手に分けろ。お前たちの軍用機体ケーフエルを高速道路で走らせる許きよ可かを交通局から得る。抵てい抗こうがあれば即そく応おう戦せん。制せい圧あつしろ」

《了りよう解かいした。子供らがどこへ向かうにせよ、彼らが戦う手しゆ段だんをあらかじめ奪うばっておくということだな。準備は良いか、日向ヒナタ？》

《ああ》モニターにもう一人の男が現れる。

　地上戦術班・副長＝ロルフ・日向ヒナタ・アナベル──憮ぶ然ぜんとした精せい悍かんな顔。

《部下どもと〝カケブートフムエシル〟に乗って待機中だ。一番近い場所から叩たたけばいいか？》

　御影＝悠ゆう然ぜん。《アメリカ人流アメリカーニシエで行け。撃うつのは相手に撃たせてからだ》

　日向＝憮然。《拳けん銃じゆうで撃たせてから、ガトリングガンで撃ち返すやり方だな》

　ニナ＝割わり込んで。「それ以上のモノが飛び出してくるかもしれん。気をつけろ」

《了解しているよ、潮音シオン》

　御影──ぱちりとウィンク／堂に入った色男ぶり。

「成人前の名で呼よぶな」

　顔をしかめるニナ──御影・日向の映像は既すでに消えている。

　バロウ神父の通信。《私は本部に戻もどろう。捜そう査さ結果から、最終組み立て工場を解かい析せきする》

「お願いします。冬真をこちらで預あずからせて頂いてもよろしいですか？　逃にげた子こ供どもらの信しん頼らいを得るために必要かもしれません」

《助手が欲ほしいところだが……仕方あるまい。冬真、危あぶないことはしないようにね》

「はい、神父様」

　バロウ神父の映像が消え、ニナが携けい帯たい電話を耳に当てた。本部にいる上司への直通連れん絡らく。

「申し訳わけありません……ヘルガ局長」




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル。

　四階──情じよう報ほう解かい析せき課かフロア。

　指し揮き官かん席に座すわるヘルガ──制せい服ふく／小こ柄がらだがバラの花のような存そん在ざい感。デスクのモニターに表ひよう示じされる膨ぼう大だいな情報を見ながら、携帯電話にささやく。

「〝連絡役〟の子供らの確かく保ほを敵てきに読まれたのは私のミスよ。〈憲法擁護テロ対策局ＢＶＴ〉には私が報告するわ。挽ばん回かいあるのみよ、ニナ」

《やはり……ＢＶＴの指示で、現げん地ち警けい官かんが我われ々われへの協力を拒こばんでいるのでしょうか？》

「全すべての末まつ端たん組そ織しきがＢＶＴの言いなりではないわ。共きよう闘とうしてくれる組織もあるはず。今は子供たちの奪だつ還かんと工場の特定を急いで」

《了解》通話アウト。

　ヘルガ──忙せわしげに動き回る局員たちを見み渡わたす目が、容よう赦しやのない光を帯びる。

「ＭＳＳ単たん独どくでどこまでお前を追えるか、これが試金石ね……リヒャルト・トラクル」




《捜査範はん囲いを拡かく大だい。乙さん、雛さん、解析班が予よ測そくするポイントを重点的に探さがしてちょうだい》暗い闇やみの中に消えた子供らを追う鳳。

「お願い……戻ってきて。お願い……」

　悲ひ痛つうな思いで零こぼれる呟つぶやき──届とどかぬ言葉が、吼ほえるような夜の風に消えていった。




　　　　Ⅱ




　ミリオポリス第九区アルザーグルント──瀟しよう洒しやな街を走るリムジン。

　運転手＝無表情な三十代前後の男。

　後部座ざ席せきに三人の子供たち──ノギ、ハリト、アーディレ。

　そして一人の男。

　リヒャルト・トラクル──禿はげあがった頭／生気に満ちた緑の目／尖とがった鷲わし鼻ばな。

　優やさしくノギの肩かたに手を回し、歌うように話しかける。

「君たちは優ゆう秀しゆうな戦士だ。ＭＳＳを信頼させた上で、私に情報を与あたえてくれたのだから」

　次男ハリトが訊きく。「トラクルおじさんも父さんと同じ〈イスラム解放同どう盟めい〉なの？」

「いいや。私は人の目に見える組織には属ぞくしていない。私自身も、もはや私ではない」

「どういうこと？」

　きょとんとなる少女アーディレ──二人の兄も不思議そうな顔。

「私は、より大きなものの一部なのだよ。個こ人じんを捨すて、世界の真実を選んだのさ」

「真実？　神の真理ってこと？」

　ノギ──男の分ぶ厚あつい手の平を肩に感じながら。

「ある意味、それは神そのものだ。どんな国家も政治権けん力りよくも、それが作りだす一時的な虚きよ構こうに過すぎない。真実は様々な呼よばれ方をする。ときに、経済と呼ばれ、情報と呼ばれる。だがどちらも所しよ詮せん、真実の一部でしかない。真実とは、世界を動かす力であり、ほとんどの人間は、そんな力があることさえ知らずに、個人としての生活を送っているのだ」

　ノギ──悲しげな顔。「父さんも似にたようなことを言ってた。神に仕える者は、もう、一人の人間じゃないんだって」

　ハリト──誇ほこり高く。「選ばれし者は使命を果たさねばならない。使命を果たしてこそ全ての魂たましいは救われる。そう、父さんと母さんが言ってた」

「その通り。君たちのご両親は立りつ派ぱに使命を果たした」

　にこにこ微笑ほほえむ男──何もかも分かっているというような態たい度ど。

　少女アーディレ──無む垢くな質しつ問もん。「トラクルおじさんの使命は？」

「私の主な仕事は、様々な人間に戦争をする理由を提てい供きようすることさ。戦争は人間の悪をあらわにし、国こつ境きようを越こえる力を生み出す。君たちのご両親も、真実によって導みちびかれたのだ。キプロス島で起こった戦火の果てにね」

「俺おれたち、キプロスに戻るんだ」ノギ──希望をこめて言い募つのる。「父さんと母さんは、全てが終わったら行く場所があるって言ってた。だから絶ぜつ対たい、俺たちのために帰り道を用意してくれてるはずなんだ」

　男──ノギの肩をつかむ手に、かすかに力をこめて。

「私は君たちのご両親から、君たちを神が用意してくれた場所へ行かせることを約束している。君たちだけの場所にね。では、まず、私とノギで、君のご両親が君たちに遺のこした物を取りに行くとしよう」

「兄さんだけ？」ハリト──不安そうに。

「大おお勢ぜいでは目立ってしまうよ」男が宥なだめる。「それにアーディレには薬と治ち療りようが必要だ。彼女を、我われ々われが雇やとう医い師したちのもとに送らねばならない。ハリトの使命は、それまでアーディレに付き添そっていてあげながら、いざというときに私との連れん絡らく役やくを担になうことだ」

　アーディレが二人の兄を見る。

　ハリトはうなずきつつも、男に向かって訊いた。

「父さんたちが遺してくれた物って、なに？」

「私も何であるかは聞いていない。ただ必ず君たちに渡わたすように言われている物さ」

　ノギが、弟と妹へ身を乗り出し、手を伸のばした。

「俺が行く。父さんたちが遺してくれた物を持って、必ずお前たちの所に戻もどってくる。ハリト、アーディレを守れ。アーディレは、ハリトの言うことをちゃんと聞くんだぞ」

　ハリトとアーディレが、それぞれ兄の手を両手で握にぎりしめた。

　ハリト。「僕ぼくらのことは心配しないで。兄ちゃんは兄ちゃんの身を守って」

　アーディレ。「良い子にして待ってるから。ちゃんと戻ってきて、兄ちゃん。約束して」

「ああ」

　ノギ──二人の手をきつく握った。

「準じゆん備びは良いかね、戦士たちよ」

　男──にこにこしながら。

「最後の冒ぼう険けんの始まりだ。君たちを神の意い志しなる場所へ届とどけるための」




　　　　Ⅲ




《妖精スプライトたちへ。コード１でＳＯＳ信号》

　ニナの報ほう告こく──鳳の羽が電波を受信。

　宙ちゆうを舞まう鳳＝その場で滞たい空くう──夜の街の輝かがやきを見み渡わたしながら無線通信を返す。

《コード１？　民間の通信ですの？》

《そうだ。ネットを介かいしてＭＳＳにメッセージが入った。ある住所が明記されている。送信者名は、ノギ・シェン》

　鳳──はっとなる。《ノギが？》

《本人である確かく証しようはない。罠わなであることを前ぜん提ていに、お前たち三人で至し急きゆう、捜そう査さしろ。私も通信車両で現げん場ばに向かう》

　羽を通して情じよう報ほうを受信＝脳のう裏りに住所が浮うかび上がる──心の痛いたみが後から来る。

　既すでにノギたちは何者かに利用されている。

　彼らを追うことが罠となっている。

《行きますわよ、乙さん、雛さん》

　風を切って飛ぶ──可か能のうな限かぎり早く。

　危き険けんを承しよう知ちで──闇やみに吞のまれた者を追う。




　ミリオポリス第十一区ジンメリング／ドナウ運うん河が沿ぞい。

　古びたコンクリートのビルが並ならぶ区く域いき。

　経けい営えい不ふ振しんで廃はい屋おくと化した小さな劇げき場じよう──その一階のロッカー室。

　ペンライトをかざす男＝リヒャルト・トラクル──光の中に『５』と記されたロッカー。

「ここだ。さ、君の手で空けてごらん」

　男が差し出す鍵かぎを受け取り、ノギは錆さび付いたロッカーに近ちか寄よった。

　ザリザリと嫌いやな音を立てて鍵が鍵かぎ穴あなに入ってゆく。

　力をこめて回すと、カチン、と予想外に澄すんだ音が響ひびいた。

　男はにこにこ笑っている。ノギはロッカーの取っ手をつかんだ。

　ギギギギッと軋きしみ音を立てながらロッカーが開き、真っ黒い闇やみが口を開いた。

「ふむ。よく見えないな。取り忘わすれがあるといけない。これで中をよく見てごらん」

　男がペンライトを差し出した。

　ノギは一いつ瞬しゆんためらう素そ振ぶりを見せたが、小さな青い光を受け取り、それを闇へかざした。

　防ぼう水すいパックで包まれた物があった。

　急いでそれを取り出した。

　中身──パスポート／僅わずかな金／拳けん銃じゆう・弾だん丸がん。

　希望に見開かれたノギの目に、ふいに、暗いものがよぎった。

「なんと素す晴ばらしい！　ご両親は、ちゃんとこうした物を遺のこしてくれていたわけだ」

「……二つしかない」

「ん？」

「パスポート……二つしかない」

「どれ。開いてみてごらん」

　ノギがパスポートを開く。

　一つにハリト、一つにアーディレの名前。

「俺のが……ない」

「それはおかしい。君のご両親が、長男である君に何も遺さないはずがない。ロッカーの中はちゃんとよく見たかね？　もしかすると、取り忘れている物があるかもしれない」

　ノギはのろのろと再ふたたびロッカーの中を照らした。

　奥おくの方に、確たしかに、何か大きな物があった。

　それを見たノギは、咄とつ嗟さに手を伸のばしかけ、そして凍こおりついたように立ちすくんだ。

「どうだい？　何か見つかったかね？」

　ノギは答えない。

　じっと、深い悲しみ以外に、何も感じることのない顔になって、それを見つめていた。

　子こ供どもの頭ほどの大きさもある──爆ばく弾だん。




　指定の住所──元は劇場だった廃屋。

　直進する鳳の無線通信。《目標の建物を発見。中に入ります》

　ニナの声。《待て。二人はどうした》

　乙の声。《もうちょっとで着くってば》

　雛の声。《待ってよぉ、鳳ぁ》

《あたくしが先行して中の状じよう況きようを確かめます。お二人は、あたくしの指し示じを待って突とつ入にゆう。いいですわね》

　有う無むを言わせぬ鳳の応おう答とう──ひらりと、劇場入り口に舞まい降おりた。

「転送を開かい封ふう」

　右手をエメラルドの輝かがやきが包む。

　一瞬の転送──特大の超ちよう伝でん導どう式十二・七ミリ重じゆう機き関かん銃じゆうが出しゆつ現げん。

　非ひ常じよう識しきなサイズの銃身を軽々とかざし、建物に歩み入った。

　一階ロビー──羽で周囲の動く物を探たん査さ。

「鳳」

　ふいに声──客席への入り口。

　真っ暗闇の向こうに、誰だれかがいた。

　鳳が客席へ走る──羽による探査で、相手の位置を、それが誰であるかを把は握あくしている。

「ノギ！」

　叫さけんで駆かけ寄よろうとし──思わず、ぴたりと足を止めていた。

　埃ほこりの積もった暗い舞ぶ台たいの縁へり──ノギが何かのコードとスイッチを手に座すわっている。

「待ってたんだ、鳳」

　暗い声で、ノギは言った。




　廃はい屋おくのロビー──小さなモノが、ふわっと宙ちゆうを舞って入り込こんだ。

　羽が生えたカメラつき円えん盤ばん＝〝ハエフリーゲ〟──急行する通信車両に映えい像ぞうを送信。

「いました！」

　通信官の叫さけび──ニナが素す早ばやくモニターに屈かがみ込んだ。

「ノギ……」

　冬真──隅すみの席から覗のぞき込む。

「何を持っている？」

　ニナがぼんやりとにじむ画像を指さす。

「カメラを暗あん視し用に切り替かえて拡かく大だいします」

　通信官の操そう作さ──画像が鮮せん明めいに。

　途と端たんに、ニナと通信官たちが息をのんだ。

「ＡＰ爆ばく弾だん……」

　ニナ──弾はじかれたようにマイクを手に取る。

「ロケット燃ねん料りようを使用した爆弾だ。周囲の住民に緊きん急きゆう避ひ難なん勧かん告こく！　あの程てい度どの建物では粉々に吹ふき飛ぶ！　コンクリートの破は片へんが弾だん丸がんと化して降ふり注ぐぞ！」

「鳳さん⁉」冬真が立ち上がる。

　ニナが振ふり返り──ぎょっとなった。

　画像──エメラルドの輝きとともに、鳳が、元の姿すがたに戻もどる様子が映うつし出されていた。




《来たよ、鳳！》《鳳ぁ！》

　乙＋雛──青と黄の輝きが、廃屋のそばに舞い降りる。

《あたくしが指示を出すまで待機。来てはいけませんわよ、お二人とも》

　鳳の返答──〈還かん送そう〉の実行。

　特甲トツコーを解かい除じよし、その武ぶ器きも鋼こう鉄てつの四し肢しも消え、輝きとともに通常の手足に戻っていた。

　ニナの叫び。《何をしている鳳！》

　鳳──ゆっくりと歩み寄よりながら。

「ハリトさんとアーディレさんはどこ？」

　ノギ──失望に満ちた力のない笑えみ。

「二人は島に帰るんだ。俺おれたちの故こ郷きように。俺は……俺の分の帰り道は、なかったんだ」

　手にしたスイッチを掲かかげてみせる。

「これだったんだ。父さんと母さんが、俺に遺のこしてくれてた物って……」

　ニナの叫び。《今すぐ射しや殺さつしろ、鳳‼》

　鳳はきつく眉まゆをひそめ、かぶりを振った。

「あたくしも……武器を持っていますわ」

　やや離はなれた位置で立ち止まり、腰こしのポシェットから、拳けん銃じゆうをそっと取り出した。

「これの置き方は、もう見せましたわね」

　鳳が悲しみを押おし殺して笑った。

「……うん」ノギが乾かわいた笑みを零こぼす。

　まるで二人して、大声で泣きわめきたいのを我が慢まんしているようだった。

　ニナの叫び。《撃うて、鳳！　撃て‼》

「トラクルおじさんが言ったんだ。母さんも、こうしたって」

「駄だ目め……お願い。それを置いて、ノギ。こういう風に……あたくしがするみたいに」

　鳳が膝ひざを屈かがめ、静かに銃を床ゆかに置いた。

　ニナの叫び。《よせ！　鳳！》

「俺は戦士だって、父さんが言った。いつか将しよう軍ぐんになる強い子だって。それに、こうしなきゃ、父さんや母さんと同じ場所に行けない」

「あなたには夢ゆめがあるわ。ハリトとアーディレが言っていたじゃない。あたくしも、いつかあなたが作る料理を頂いただきたいわ」

　ノギは小さく笑った。
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「……全部、噓うそだよ。料理なんか作ったことないんだ。ただアーディレが喜ぶから、そう言ってただけでさ」

　鳳──悲しく微笑ほほえみながら。

「では……あなたの本当の夢を教えて」

　ノギ──顔を上げ、暗くら闇やみを見つめた。

「夢……。夢なんて……どうしたら持てるのかな」

「あなたが本当にしたいことよ。今、あなたが心の底からそうしたいと思うことよ」

　ノギが、ゆっくりと鳳に目を戻もどした。

「一つだけ……あるよ」

　だらりと両手を下げ、完全に力が抜ぬけたようになって、穏おだやかに微わ笑らった。

「父さんと母さんに会いたい」

　カチンとノギの手の中でスイッチを押す音が響ひびくや、その何万倍もの轟ごう音おんと、閃せん光こうと、炎ほのおが起こった。

　凄すさまじい爆ばく風ふうに体が弾はじき飛ばされたとき、鳳はただ、炎を見ていた。

　遠い昔に家族を、弟と妹を、自分の健全な肉体を焼き尽つくした炎──

　それが、今また目の前で、一いつ瞬しゆんの内に何もかもを奪うばうさまを。




　ミリオポリス第十一区ジンメリング──ドナウ川沿えん岸がん。

　河かわ沿ぞいを歩む男が、向こう岸で立ちのぼる爆ばく煙えんを見ながら、携けい帯たい電話に話しかけている。

「ＳＯＳに誘さそわれた特甲トツコー児童の一人を爆発に巻まき込めたようだ。ノギは素す直なおに自爆してくれた。わざわざ弟と妹のパスポートを用意したのが効こう果か的だったな。爆ばく弾だんも両親が用意したものだと信じ込んでくれた。アーディレの方は順調かね。ふむ。では邪じや魔まな長男がいなくなったところでハリトくんをスカウトするとしよう」

　そして通話を切ると、真っ黒い煙けむりに向かって、いたずらげに手を振ふった。

「神の思し召しのままにインシユ・アツラー」




　　　　Ⅳ




　クイズだよ。クイズだよ。

　世界の悪が封ふう印いんされていたパンドラの箱が開かれたとき、最後に現あらわれたのは「希望」の心だったんだ。では問題。この「希望」が最後まで出て来なかったのは、なぜ？

　Ａ☆目が見えなかったから

　Ｂ☆怖こわがりだったから

　Ｃ☆眠ねむっていたから




「さあ、答えはどーれかな？」

　螢ホタルが言った。赤いおかっぱ髪がみ／ミント色の目／独どく特とくの愛あい嬌きようのある、お澄すまし顔と口調。

「Ｂだね。ビビってたんだぜ、きっと」

　皇スメラギが言った。短く刈かった金きん髪ぱつ／萌もえ黄ぎ色の目／すらりと背せが高い、シャープな風ふう貌ぼう。

「お嬢様フロイラインは？」と螢が訊きく。

　皇がこちらを見て、言えよ、というように顎あごをしゃくる。

「あの……Ｃですかしら。眠っていて箱が開かれたことに気づかなかったのかも……」

　お嬢様フロイライン＝鳳が言った。短い髪／傷きず一つ無い綺き麗れいな顔立ち／いつも相手の顔色をうかがう気弱な態たい度ど。

「ははっ。お嬢様フロイラインみたいだな」

　皇が笑って、鳳の髪をくしゃくしゃにする。

「やだ、お寝ね坊ぼうさんは皇の方じゃありませんの」

　頭を抱かかえながら慌あわてて逃にげる鳳。

「で、答えはなんだい？」皇が訊く。

「そ・れ・は、任にん務むが終わってからのお楽しみさ」螢──澄ました顔。「答えが聞きたければ無事に仕事をこなして、元気に帰って来ること。二人とも準じゆん備びは良いかい？」

「おっと待った。螢もお嬢様フロイラインも、こっち来な。私が、おまじないをしてやっから」

　絆ばん創そう膏こう──香かおりつき／星せい座ざの印。

「ジプシーだった婆ばあさんから教えてもらったんだ。よく効きくんだぜ」

　螢＝乙女おとめ座ざ──リンゴの香り。

　皇＝天てん秤びん座ざ──オレンジの香り。

　鳳＝獅し子し座ざ──ブドウの香り。

「準備万ばん端たんだな」螢の微び笑しよう──ほっぺに絆創膏。「さ、皇、お嬢様フロイライン。ミリオポリスって名の王様が、あたしら妖精スプライトたちをお召めしだよ」




　お嬢様フロイライン──螢も皇も、鳳をそう呼よんだ。

　まるで自分たちの妹か、お姫ひめ様さまのように。

　自分たち二人が、鳳を守るのだと言うように。

　出しゆつ撃げき前のクイズ──そして絆創膏。

　どちらも二人に教えてもらった。

　勇気と優やさしさと喜びの方法──希望。

　いなくなってしまった者達の忘わすれ形見──今では自分がそれを行う側になった。

　ずっと二人に守られていた自分──気づけば守る側になっていた。




「鳳！」「鳳ぁっ！」

　乙＋雛──上空二百メートル／粉々になって飛び散ったコンクリート片へんをかわして上じよう昇しよう／すぐさま、爆炎を噴ふき上げる廃はい屋おくへと戻もどってゆく。

　通信車両の到とう着ちやく──後部ドアが開き、冬真とニナが飛び出す。

「鳳さん！」冬真──崩ほう壊かいした建物へ。

「待て！　乙と雛に捜そう索さくを任まかせろ！」

　ニナの制せい止し──だが冬真は、常つねならぬ勢いきおいで黒こく煙えんの中に突つっ込んでゆく。

　たちまち焦しよう熱ねつと悪あく臭しゆうに襲おそわれ、激はげしく咳せき込こんだところへ、ふいに、声が聞こえた。

「まったくお嬢様フロイラインときたら、私らが助けてやんないとしょうがないんだから」

　はっと冬真が振ふり返る。

　煙けむりの向こう──炎ほのおの明かりで、ぼんやりと人ひと影かげが見える。

　劇げき場じようのロビーだった空間──火を避よけ、何とか冬真が進むうち、また別の声がした。

「心配ない。この程てい度どで、特甲トツコー児童は死ねない」

　男っぽい口調──だが声こわ音ねは女の子。

「電でん池ちは大だい丈じよう夫ぶか、螢」先ほどの声。

「爆ばく風ふうを防ふせぐためにプラズマを使いすぎた。しばらく使用不ふ可かだ。電力をお前に戻す。ただちに透とう化か防ぼう壁へきを形成しろ、皇」

　そこで、ほんの一いつ瞬しゆん、爆ばく炎えんの向こうに、その姿すがたがかいま見えていた。

　ボサボサの長い金きん髪ぱつ／萌もえ黄ぎ色の目／大きな軍のジャケット／灰はい色のズボンにブーツ。

　どうやら少女──だが一人しかいない。

　その左手──ごつい灰色の機械の手。

「あいよ、螢」

　少女が自分の手の平を見て言った──というより、その機械の左手と会話をしていた。

　突とつ然ぜん、その姿が、すっと幻まぼろしのように消えた。

　燃もえ盛さかる炎の音のせいで、声の内ない容ようも、ほとんど冬真の耳に入っていない。

　暗くら闇やみと炎と黒煙の中、本当にそこに誰だれかいたのか、ということさえ判はん然ぜんとしなかった。

　何より、その場に横たわった鳳の姿が目を打つや、冬真の脳のう裏りから、たった今見たかもしれない何者かのことは、綺麗に消えていた。

「鳳さん‼」

　駆かけ寄よってその手に触ふれようとしたとき──頭上から輝かがやきが飛来した。

　乙＋雛──猛もう然ぜんと羽をはばたかせて煙を吹ふき飛ばしながら、鳳の両りよう脇わきに舞まい降おりるや、二人とも無言で、意い識しきを失った鳳をさっと抱かかえると、再ふたたび飛ひ翔しようしてしまった。

「冬真！」

　ニナが来て冬真の肩かたをつかんだ。

「あの二人が本部まで鳳を運ぶ。車両に戻もどれ」

「はい……」

　うなずく冬真──目は飛び去る輝きを見ている。

　地上にいる自分の助けどころか声さえ届とどかない。

　ただ見上げるしかないのだということが、やけに胸むねに残った。




　ミリオポリス第十七区ヘルナルス──ホテルの一室。

　ハリトは、ソファで、うとうとしながら兄と妹を待っていた。

　アーディレは一時間ほど前に、医者であるという男たちとともに別の場所へ移い動どうしている。何でも薬を打たなくても良くなるように治ち療りようしてくれるというのだ。

　アーディレは喜んだ──病気のせいで兄たちに迷めい惑わくをかけないで済すむと言って。

　ふいにノックの音──鷲わし鼻ばなの男が神しん妙みような顔で入ってきた。

　ハリトの隣となりに座すわり、防ぼう水すいパックに包まれた物を差し出しながら言った。

「ノギが死んでしまった。ＭＳＳに捕つかまって殺されたのだ」

「え……」ハリト──ぽかんとなる／ぼうっと手の物を見る＝パスポート・拳けん銃じゆう。

　その手が震ふるえを帯び、ぎゅっと防水パックを握にぎりしめた。

「ノギは勇ゆう敢かんだった。それを君らに渡わたすため、ＭＳＳの特甲トツコー児童を道連れにした」

「……そうなんだ」ハリト──魂たましいの抜ぬけたような顔／涙なみだも出ない乾かわいた虚うつろな目。

「ノギの仇かたきを討うちたいかね？　君のご両親の意い志しを受け継つぎ、これからも私の仕事を手伝ってくれれば、必ずや仇が討てるだろう」

　ふいにハリトの目に光が戻もどった。

　両りよう眼めから涙が溢あふれ出し、頰ほおをつたわった。

「アーディレと帰ります……キプロスに」

「兄さんの魂を置いてかね？」

　ハリトは自分の胸に手を当てた。

「兄ちゃんはここにいるから……。兄ちゃんは言ってた。絶ぜつ対たい、誰も殺すなって。僕ぼくらが故こ郷きように帰る方が……きっと兄ちゃんは喜ぶから」

　男はさも感心したように、うなずいた。

「ふむ。それが君の選んだ道というわけだ。良いだろう。じきにアーディレの治療が終わるころだ。一いつ緒しよに迎むかえに行こう。それと、その銃は君が持っていなさい。いざというときに必要になるかもしれないからね」




　　　　Ⅴ




　ミリオポリス第三十五区ジークムント──ＭＳＳ本部ビル。

　六階／医い療りようフロア──その一室。

　ベッドで眠ねむる鳳。そのそばで乙と雛が、じっと無言で座すわっている。

　廊ろう下か──開け放したドアの向こうで、バロウ神父が三人の様子を静かに見つめている。

「神父様」冬真──足早に廊下を進む。

「鳳は眠っているよ」

　バロウ神父──指を口に当てて静かにするよう促うながす。

「衝しよう撃げきで意い識しきを失っただけだ。心配ない」

　冬真は部屋の中を見て、咄嗟に足を止めていた。

　乙と雛の小さな背せが、誰も入るなと告げているような気がしたからだった。

　思わず退しりぞく──悄しよう然ぜんと目を伏ふせる。

　すぐ近くにいるはずの鳳が──三人が、とても遠いところにいるような思いに駆かられる。

「ニナはどうしているかね？」

「……ハリトとアーディレを探さがしてます」

「冬真、大だい丈じよう夫ぶかね？　ずいぶん疲つかれているようだ。お前も少し休みなさい」

「眠れそうにありません……」

　かぶりを振ふる──すがるようにバロウ神父を見上げる。

「見てしまったんです。ノギが、スイッチを入れるのを……。自分ごと鳳さんを……」

　バロウ神父＝重い溜ため息いき。

「そうか……」

「悲しいのに……涙が全然出ないんです。だんだん悲しいのかどうかも分からなくなってきて。ノギは最さい期ごに……笑っていました。あんな顔……一生、忘わすれられません。なぜあんな小さな子が……。鳳さんたちだって……」

　部屋の方を見るバロウ神父＝重い声。

「彼女たちは、大人でさえトラウマになるような、途と方ほうもない精せい神しん力りよくを要求される仕事に従じゆう事じしている。彼女たちだけでなく、国連の統とう計けいでは、全世界で少年少女兵は百四十万人前後もいる。労働する未成年の一割わりが、戦場にいる計算だ。それが常じよう識しきであるとは言わない……だが現げん実じつだ」

「こんな風に誰かが死ぬなんて……遠い国の出来事だと思っていました」

「テロ戦争が始まって以来、未成年者の兵士は増ぞう加かする一方だ。その現げん象しようは先進国にも波は及きゆうしている。テロ戦争の経けい済ざい効こう果かとともに」

「経済効果……？」

「金になるのだ。戦争は。平和時では労働力とみなされない若い人材でも、戦時では必要とされ、雇やとい雇われる関係になれる。他ほかに仕事がない末まつ端たん兵士にとって重要なことだ」

　病室に目を向けるバロウ神父──じっと鳳たちを見つめて。

「身体に障しよう害がいを持った者を機械化することで有用な労働者としたとき、最も増ふえるのが戦争従事者であることは、ずっと以前から予想されていた。戦争と肉体の機械化は、もともと切っても切れない関係にある。肉体を損そん傷しようした彼女たちが、今も高こう価かな機械の体で生活できるのは、戦争のお陰かげでもある」

「戦争って……ヨーロッパのどこの国も、戦争なんかしていません」

　バロウ神父は冬真を見て、うなずいた。まるで冬真の方が正しくて、自分は間ま違ちがった答えを教えているのだとでもいうように。

「世界中が、平和でありながら戦時下にあるという状じよう況きようが、二十一世紀の初めから少しずつ作られ、いつしか止めようもないものになっていったのだ。過か去こ二千年の社会においてテロはただのテロに過すぎなかった。だがテロを世界的な戦争とみなしたとき、戦争をしていない国などないことになってしまった」

　冬真＝無言──話される内ない容ようがあまりに大きすぎて、咄とつ嗟さに、何をどうとらえて良いのかも分からなかった。まるで目に見えない巨きよ大だいな機械の中にいて、世界中の人間が知らないうちにその部品にされているような、得体の知れない嫌いやな気持ちに襲おそわれていた。

「人類史に残る汚お点てんだ。百年後の人間は、この時代に生きる我われ々われを見み境さかいのない愚おろか者として笑うだろう。こんな馬ば鹿かげた仕組みは一日も早く終わらねばならん。だが終わらせ方が、誰にも分からなくなってしまった──」

　ふいに、部屋で声が起こった。

「鳳……」「鳳ぁ」

　乙＋雛──立ち上がる二人の間に、上半身を起こした鳳が見えた。

　ぼんやり宙ちゆうを仰あおぐ鳳──すぐそばにいるはずの乙や雛の存そん在ざいに気づいた様子さえない。

「おかしい……」

　バロウ神父が部屋に入ったとき、にわかに輝かがやきが起こった。

　鳳が転送を開かい封ふう──エメラルドの輝きとともに手足が粒りゆう子し状じように分ぶん解かい／一いつ瞬しゆんで置ち換かん。

　鋼こう鉄てつの四し肢し／長大な武ぶ器きをかかげ、羽を翻ひるがえすや、頑がん丈じような窓まどを掃ダダ射ダ！・掃ダダ射ダ！──閃せん光こう。

　ひとなぎで木っ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んだ窓から、紫むらさきの輝きが飛び出し、宙を飛ひ翔しようした。

「鳳っ！」「鳳ぁ！」

　乙＋雛──立て続けに転送を開封／青と黄の輝き。

「待て！　行ってはならん！」

　バロウ神父の制せい止し──だが二人とも振ふり返りもせず壊こわれた窓から飛び出していた。

　けたたましい警けい報ほうの音が全フロアに響ひびく。

　あまりのことに冬真は声も出ない。

「まずい……」

　バロウ神父──病室のインターフォンを手に取り、緊きん急きゆうコール。

「私だ。バロウだ。大だい至し急きゆう、ニナに、三人の兵器をロックするよう伝えてくれ。鳳に、あれが起こった可か能のう性せいがある。今すぐ止めねばならん」




　飛翔──解かい析せき班はんの情じよう報ほうサーバーにアクセス。

　脳のう裏りで〝敵てき工場〟の予測地点が映像化ビジユアライズされ、鳳は、最も可能性が高い場所へ向かった。

　見開かれた深紫の瞳デイープ・パープルに満ちる虚きよ無む──街の至いたるところに見える幻まぼろし＝炎ほのお・炎・炎。

　この街が繰くり返し見せるものがそれしかないなら、いっそ自分のものにしてしまえ。

　炎を手に──炎を起こす者を全すべて滅ほろぼせ。

《止まれ、鳳！　単たん独どくで突とつ撃げきする気か！》

　ニナの叫さけび──だが鳳には聞こえない。

　緊急信号で武ぶ器きがロックされるが、すぐさま戦せん闘とう時じの権けん限げんを最大駆く使し／十数通りもの手しゆ段だんでロックを回かい避ひ／生ける弾だん丸がん・人間の形をした一個この銃じゆう器きと化して夜空を飛び抜ぬける。

　ふいに速度で上回る青い輝きがすぐそばを飛翔／旋せん回かい──眼がん前ぜんに立ち塞ふさがった。

「鳳ぁっ‼」乙の叫び。

　鳳の停止／滞たい空くう──すぐ背はい後ごに雛が来る。

　ガシャッと重々しく構かまえられる鳳の機銃。

　乙はその銃口を見つめ、それから、ちらっと背後を見やった。

　鳳が突入しようとしていた〝敵工場〟らしき建物──

「あそこを、ぶっ壊すの？」乙が訊きく。

　鳳は無言──虚無をたたえた瞳ひとみ。

　雛が二人を上うわ目め遣づかいでじっと見ている。

　乙が言った。「鳳がやるって言うならやるよ。何だってやるよ。でも、一人は駄だ目めだろ。鳳、言ったじゃんか。絶対、一人は駄目だって。オレたち、いつも三人一いつ緒しよだって」

　ふいに鳳の目に光がともった。

（決して一人になっちゃ駄目だ）

　脳裏に去来する声──懐なつかしい者達の顔。

（全てが全員のものだ。誰か一人が背せ負おったり、誰か一人に押おしつけたりすることだけは、しちゃいけない。いいね、皇スメラギ、お嬢様フロイライン）

　今も聞こえる、失われた者達のささやき。

「螢ホタル……皇……」

　鳳の悲しい呟つぶやき──目が急に焦しよう点てんを結び、

「乙さん？」

　びっくりしたようになって言った。

「鳳ぁ……」背後から雛が呼よぶ。

「雛さん……。ノギは？　あたくし……」

「死んだよ。ノギ」乙がぽつんと言った。

　鳳が息をのんで凍こおりついた。

　街の彼方かなたで、うっすらと朝が訪おとずれていた。




　ミリオポリス第十九区デープリング──がらんとした河かわ岸ぎし。

　男と共にリムジンから下りたハリトの顔を、昇のぼりゆく朝あさ陽ひが照らした。

「アーディレ？」

　防ぼう水すいパックに入った荷物を握にぎりしめ、河そばに停車した大きなトラックに歩み寄よる。

　運転席は無人──荷台の扉とびらが開いており、ハリトは中を覗のぞいた。

　真っ白なベッド／点てん滴てきの台／流し／医い療りよう器具──トラック後部全体が清せい潔けつな手しゆ術じゆつ室しつ。

　そこにも誰もおらず、ハリトは後から来た男を振り返った。

「アーディレはどこ？」

「さて。まだ麻ま酔すいが効きいているはずなので、そう遠くまで歩けはしないのだがね」

　男がコンクリートの河岸に立って見回す。

「おや、あんなところにいる」

　やや離はなれた場所で、アーディレが、薄うす汚よごれた廃はい屋おくの壁かべにもたれ、きらきらと朝陽に輝かがやく河面かわもを見つめていた。人形のように手足を投げ出し、頭を真っ白いスカーフが覆おおっている。

「アーディレ！」

　妹が振り返り、虚うつろな目で、駆かけ寄る兄を見た。

　拍ひよう子しにスカーフがずれ、異様な、あるわけのない凹へこみが出来ていた。

　ハリトは怖おそろしいものに触ふれたように目を見はった。

　震ふるえる手でスカーフの端はしをつまみ、そっと、引っ張った。

　妹の頭があらわになった。

　髪かみを剃そり落とされた頭──額ひたい・耳の後ろ・後頭部が消失＝傷きずを人工皮ひ膚ふが覆っている。

「兄……ちゃん……」

　脳のうを失った妹が、悲しい掠かすれ声で呼んだ。

　ハリトは顔を歪ゆがませ、大きく口を開き、今にも悲鳴を上げそうになって震えている。

　背はい後ごで、男が言った。「アーディレは、病気から解かい放ほうされた。彼女という存そん在ざいは火と鋼こう鉄てつとともにある。君らのご両親が、君らのために用意した、神なる姿すがたとともにね」

　ハリトは、じっと妹のそばに屈かがみ込こんでいる。ふいに、口をぎゅっと引き結び、目に屹きつ然ぜんとした光をやどすと、男には見えないよう、ポケットから何かを取り出した。

　それを自分の体で隠かくしながら素す早ばやく操そう作さすると、そっと妹の手に握らせた。

　妹もすぐに兄の考えを理り解かいし、一回だけまばたきした。

　それが彼らの最さい期ごの会話になった。

　ハリトは防水パックを開き、拳けん銃じゆうを抜ぬいた。

「あ──っ‼」

　あらん限かぎりの声を上げ、にこにこ笑う男を振ふり返り、銃を構かまえ、引き金を引いた。

　カチッと呆あつ気けない音が響ひびいた。

　男は優やさしい声で言った。「弾たまは入っていないよ。それは君を試ためすために入れておいただけだ。とても残念だよ、ハリト。優ゆう秀しゆうな君には是ぜ非ひとも私の助手に欲ほしかったのに」

「うわぁ──っ‼　ああーっ‼」

　血を吐はくような叫びを上げてハリトは走った。手にした銃を振りかざし、男に向かって殴なぐりかかる──が、ひょいとよけられたと思った途と端たん、物もの凄すごい勢いきおいで顔面を蹴けられた。

　目の前が真っ暗になって倒たおれた。口の周りが血でぬるぬるした。

　すぐに起きあがり、あらん限りの声を振り絞しぼり、男につかみかかった。

　男は笑えみを消し、拳こぶしでハリトの肩かたを殴り、勢いを挫くじけさせたところで、猛もう烈れつな勢いで、何度もハリトの上に足を踏ふみ下ろした。

「子こ供どもが大人に逆さからっちゃ駄だ目めじゃないか」

　真ま面じ目めな調子で言って、執しつ拗ように踏みにじり、ぐったりとなるハリトの腹はらを思い切り蹴ると、溜ため息いきをつきつつ、また急に優しい顔になった。

「こんな風にされるのは辛つらいだろう？　悔くやしいだろう？　真実の一部になれば君も力を手に入れられる。何だって支し配はい出来るんだ。さあ、私と一いつ緒しよに来たまえ。君の人じん格かくを破は壊かいして洗せん脳のうしても良いが、それでは、せっかくの優秀な才さい能のうが歪んでしまうからね」

　ハリトは激はげしく咳せき込んで真っ赤な血を吐き、横たわったまま男を見上げた。

「何が真実だ……。お前はただの頭のおかしい男だ。神様だって、お前が奴ど隷れいになると言っても、嫌いやがって追い払はらうに決まってる」

「いいや。神様が私の奴隷なのだよ」

　男は懐ふところから銃を取り出すと、埃ほこりでも払うように、あっさりとハリトの頭を撃うった。

　僅わずかな痙けい攣れん──ハリトは動かなくなった。男はその腕うでを引っ張ぱって引きずり、一部始終を哀かなしく見つめていたアーディレのすぐ隣となりに、並ならべて座すわらせた。

「ここが、君たちの約束の地というわけだ。君たちも、ご両親も、その一族も、みな私の役に立ってくれた。君たちの神様に代わって──ありがとうダンケシエーン」

　動けぬアーディレの額ひたいにちゅっと音を立ててキスをし、きびすを返し、去っていった。

「兄……ちゃん……」

　妹が、兄の動かぬ手を握にぎった。

　そして懐に隠したもう一方の手で、兄に渡わたされたＰＤＡを、コールし続けていた。




「信号をキャッチ。子こ供どもらに渡したＰＤＡだ。ただちに現げん場ばに向かう。戦せん術じゆつ班はん、数名をこちらに回せ」ニナの指し示じ──通信車両が猛スピードで市外を突つっ切ってゆく。

　鳳の声。《あたくしたちが行きます》

「我われ々われの方が近い。お前たちはそこで待機。敵てき兵へい器きの在あり処かが判はん明めいし次し第だい、出しゆつ撃げきだ」

　ニナの制せい止し／命令──鳳の反はん論ろんと行動を封ふうじる。

　間もなく戦術班の軍用機体〝カケブートフムエシル〟四台が合流──ミリオポリス第十九区デーブリングの河かわ岸ぎしに到とう着ちやく／ニナが銃を手に外へ出る。

「いたぞ。ハリトとアーディレだ」

　ニナが駆かけ寄よる──ぎくっとなって立ちすくむ。

　ボロ屑くずのようになって死んだハリトの隣で、脳のないアーディレが悲しく目を上げた。

「なんと……いうことを」

　膝ひざをつくニナに、アーディレが、そっと何かを差し出した。

「ＰＤＡ……」

　受け取った途と端たん、液えき晶しようパネルが展てん開かい──ハリトを撃つ男の姿が現あらわれる。

「この男が……リヒャルト・トラクル？」

　アーディレが、小さくうなずいた。

「ハリトを囮おとりに……撮さつ影えいしたのか……」

　また小さくうなずいた。そして自分の額を指先で示し、ニナの持つ銃を見た。

「撃てと……」ニナが呻うめいた。

　そこへ〝カケブートフムエシル〟から下りた日向が来て、ニナのそばに立ち、少女を見つめた。

　日向が握る銃に、ニナが愕がく然ぜんとなった。

　アーディレの口から掠かすれた声が零こぼれ出た。




「慈悲あまねく慈悲深きアッラーの御名においてビスミツラーヒル・ラハマーニル・ラヒーム


　　万有の主アッラーにこそ全ての称讃あれアルハムドウ・リツラーヒ・ラツビル・アーラミーン

　　慈悲あまねく慈愛深き御方アツラハマーニル・ラヒーム

　　最後の審判の主宰者マーリキ・ヤウミツデイーン

　　私たちはあなたにのみ仕えイイヤーカ・ナアブドウ・ワ

　　あなたにのみ御助けを請うイイヤーカ・ナスタイーン

　　私たちを正しい道に導きたまえイヒデイナツスイラータル・ムスタキーム」






　アーディレが目を閉とじた。

「お前は神の子だ」

　日向が言って、引き金を引いた。

　銃じゆう声せい──アーディレは兄たちのいる場所へ送り出された。




　　　　Ⅵ




　ミリオポリス第二十四区ヴイーナー・バルト──暗い森の一角。

　底知れぬ悲しさとともに、それは目覚めた。

　銀の翼つばさ／垂すい直ちよく離り陸りく型の戦せん闘とう機体／内部にカプセル＝髄ずい液えき＝脳のう。

　既すでにその意い識しきは巨きよ大だいな力の部品と化し、いかなる意い志しも悲しく消え、望まぬ使命に心は食い滅ほろぼされた。残されたのは、ただ、悲しい──という思い。

　そして、その思いを世界にもたらすべく、火を噴ふきながら森から飛び立った。

　より多くの悲しみを生み出すことで、自分の悲しみを小さくしようとするように。

　機械の目に、街がひどく小さく見えていた。




　第二十四区ヴイーナー・バルトの入り口──疾しつ走そうする戦術班の〝カケブートフムエシル〟×八台。

　小さな車工場──その背はい後ごの森で轟とどろく、ジェットエンジンの咆ほう吼こう。

　先頭──御影の通信。

「敵兵器を確かく認にん。バロウ氏が予よ測そくした戦闘機〈コローニスの大おお鴉がらす〉だ。強力なジャミングでじきに通信不ふ可かになる。子こ供どもたちは確かく保ほできたのか？」

　日向の声。《一人は死んでいた。脳のうを奪うばわれた子は祈いのりを済すませた後で俺おれが撃うった》

「そうか……辛つらい仕事をさせたな、日向」

　工場内に〝カケブートフムエシル〟が躍おどり込む──同時に建物の一角で閃せん光こう＝ロケット弾だんが飛来。

〝カケブートフムエシル〟が散開＝爆ばく炎えんが起こった。

　御影＝不ふ敵てきな笑えみ。「ようやく敵がいたな」

　日向の声。《援えん護ごに向かう》

「お前はニナのそばにいてやれ。私たちが、その子の祈りを、ここの連中に届とどけてやる」




《要よう撃げき開始だ、妖精スプライトたち！》ニナの指令。

　鳳──乙＋雛とともに飛ひ翔しようしながら通信。

《子供たちは？　無事なのですか？》

《ハリトは死んだ》ニナ＝震ふるえる声。《敵の機体に……アーディレの脳が使用された》

　鳳──絶句。

　止まりかける自分を強しいて前へ進ませる──後から悲しみが追ってくる。

《あの子を……解かい放ほうしてやってくれ、鳳》

　胸むねの苦しさで息がつまりそうになる──その苦しみを言葉に変えて、大声で放つ。

「お仕事ですわ、乙さん、雛さん！　目標の進路を抑おさえて追つい跡せき！　電子妨ぼう害がい下かでの三点要撃態たい勢せい！　目標視し認にんと同時に攻こう撃げき可か能のう位置に飛び込みますわよ！　いいですわね！」




　河かわ岸ぎしの一角──何もない場所に、すうっと幻まぼろしのように現あらわれる者がいた。

　ボサボサの金きん髪ぱつの少女──大きな軍のジャケット。

　空を舞まう銀色の機き影えいと、それを追う三つの輝かがやきを、じっと見つめている。

「鳳のやつ……また泣いてら」

「見えるのか、皇」

　少女の機械の左手が、ひょいと少女の顔のそばに来て、声を上げた。

「そんな気がするだけさ。鳳が、私らの分も泣いてくれてるって思うと安心すんだ」

「人じん格かく改変プログラムのせいで、泣き方を忘わすれてしまったからだな。だが我われ々われの脱だつ走そうで、プログラムが鳳に適てき用ようされることは阻そ止しされた。他の特甲トツコー児童たちにも……」

　少女が肩かたをすくめる。

「惜おしかったな。あの男、さっきまでここらにいたぜ、きっと」

「やつは確かく実じつに街にいる。やつを殺やる機会はまだある」

　その左手の言葉に、少女がにやりと笑った。

「私らであの男に……リヒャルト・トラクルに、地じ獄ごくを見せてやろうぜ、螢。あの男がこれまでに見せてきたものが、全部、綺き麗れいな天国に見えるくらいの地獄をさ」

　そして──すうっとまた、その姿すがたが消えた。




　強力な電子攪かく乱らん──だが三つの輝かがやきは決して連れん携けいを失わない。

　偽にせの通信・策さく敵てき・測そく定てい──だが三人が惑まどわされることはない。

　銀の翼つばさから放たれる銃じゆう弾だん／爆ばく弾だん──どちらも炎ほのおの中に消えてゆく。

　乙の一いち撃げき──翼に亀き裂れつ。

　雛の爆撃──装そう甲こうが砕くだける・失速する。

　そして鳳の要撃──掃ダダ射ダ！・掃ダダ射ダ！・掃ダダ射ダ！。

　幼おさない少女の悲鳴が聞こえた気がした。

　だが銃撃を止めることはない。

　やがて操そう縦じゆう席せきが崩ほう壊かい──内部の機き構こう・カプセルが露ろ出しゆつ。

「ごめんなさい……」

　鳳のささやき──悲しみを込こめて。

　撃うった──自分の中の大切な何かが、脆もろく砕くだける思いとともに。




　ＭＳＳビル地下一階──解かい析せき室しつの映えい像ぞう。

　戦せん闘とう機きが森に落下──激はげしい爆炎。

「撃げき墜ついした……」バロウ神父──重い声。

　ついで地上戦せん術じゆつ班はんの報ほう告こく──工場を制せい圧あつ。逮たい捕ほ者しや多数。

　さらにニナの報告──リヒャルト・トラクルの姿はどこにもなし。

　ふいに電話が鳴る──バロウ神父が出る。

「そうだ。ニナ……鳳のあれは鎮しずまったようだ。ああ……共に、子供らのために祈いのろう」

　受話器を置くバロウ神父に、冬真が訊きいた。

「神父様……あれって、何ですか？」

　バロウ神父＝重い声。「……怪かい物ぶつだ」

「え？」

「特甲トツコー児童の人じん格かく改変プログラムの名残なごりだ。本来、恐きよう怖ふ心しんを消すためだけのものだったが、問題が発生し、今は使用されていない」

「問題……？　事じ故こか何かが……？」

「仲間同士で殺し合ったのだ」

　冬真──啞あ然ぜん。

　病室で見た鳳の虚きよ無むに満ちた目を思い出し、ぞっとなった。

「鳳と、皇と、螢……三人で。鳳の顔の傷きずは、そのときのものだ。以来、皇と螢は行方ゆくえ不明……おそらく生きてはいないだろう」

「で、でも、鳳さんは、そんなこと、一言も……」

「私たちが鳳から、記き憶おくを消した」

　重い罪つみを告白するようなバロウ神父──冬真は今度こそ本当に言葉を失った。

「兵器開発から手を引くたび……神は、私をここに戻もどしてしまわれる。まるでここ以外に、私の罪をあがなう場所はないと言うように……」

　悲しくモニターを見つめるバロウ神父。

　冬真もそれを見た。

　空を舞まう輝かがやき──どれほど呼よびかけても届とどかない。鳳がいる場所に行くことは出来ない。

　とても悲しかった。こんなにも悲しいことばかりの場所に、なぜいようとするのか。

　冬真は、ただ、紫むらさきの輝きが遠く去るのを見ていた。

　その輝きを、いつまでも見ていたかった。

　悲しみ──その重さに耐たえ抜ぬき、飛ひ翔しようする、彼女の輝きを。




　ミリオポリス第二十二区ドナウシユタツト──ドナウタワー。

　高さ二百五十メートル余あまりの頂ちよう点てん＝僅わずかな面積に苦もなく着地ランデイングする紫むらさき・青・黄の輝き。

　力を失ったように尖せん塔とうに腰こし掛かけ、うつむく鳳──

　かと思うと、すぐに顔を上げ、朗ほがらかに言い放った。

「お二人ともよく働きましたわ♪　ご褒ほう美びにクイズの答えをお教えしますわねーっ♪」

　両側に座すわる乙＋雛──無言。

「なんと、正解はＡ──っ！　ですわ♪」

　乙＋雛──無む反はん応のう。

「パンドラの箱から『希望』が最後に現あらわれたのは、なんと、目が見えなかったから♪　では、なぜ目が見えなかったか……というと……それは……」

　なおも明るく告げる鳳──だがやがて声を詰つまらせ、沈ちん黙もくが降おりた。

　乙も雛も何も言わない。

　二人とも、知っていたからだ。

　もし「希望」が盲もう目もくでなかったら、世界の悪と災わざわいに惑わされ、支し配はいされ、気が狂くるってしまうだろう。人は、たとえ全すべての悪を知ったとしても、目を閉とじることで心の底に最後まで残るものに気づけるのだ。

「……っく、ひっく」

　すすり泣きの声が、乙と雛のすぐそばで起こった。

　常つねに長女の立場で二人を見守る鳳が、声を殺して泣いている。

　乙も雛も、それが分かっていた。けれども何も言えず、どうして良いかも分からず、ただ三人とも、別々の方を見ながら、ひっそりと肩かたを寄よせ合っていた。

　肩越ごしに、悲しみの震ふるえを感じながら。

　青空／大地を覆おおう大都市──その狭はざ間ま。

　輝き／寄り添そう──紫・青・黄の羽。

　これは難なん業ぎようを運命づけられ、また自ら選んだ者たちの記憶──妖精たちの物語スプライト・シユピーゲル。
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　もちろん──物語が進めば、人物たちが変わるように、この文章も変わるかも。この先は未知で、何があるかわからない。嫌いやで辛つらくて悲ひ惨さんなものがいっぱいかもしれない。

　それでも鳳アゲハや冬真トウマたちは──僕らはその世界を生いき抜ぬくだろう。僕はこの物語を書く上で、とても単純に信じている。「未来は良くなる。どれほどの絶ぜつ望ぼうと悲ひ惨さんが世の中でクラッカーみたいに鳴なり響ひびこうとも鳳アゲハや冬真トウマたちがそれを知っている。彼らの物語が、全ての悪の後あとであらわれる希き望ぼうのかたちを教えてくれるのだ」と。

　一方で、別の物語も始まっている。その物語の名は『オイレンシュピーゲル』。いずれ鳳アゲハや冬真トウマたちと深く結びつくことになる者たちがそこにいる。いったいどんな物語になるのか？　全ては未知だ。信じることでしか進めない。

　どうか彼らがあなたによって愛され、妖精たちの物語スプライトシユピーゲルがあなたの幸いとならんことを。





二千七年一月　冲方丁拝



　　※本書は月刊ドラゴンマガジン[image: '06]年６月号～11月号の連載に加筆修正したものです。










スプライトシュピーゲルⅠ




Butterfly&Dragonfly&Honeybee








冲うぶ方かた　丁とう
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